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令和６年度(繰越) 諏訪市立諏訪中学校・諏訪西中学校特別教室・管理諸室等冷暖房設備設置工事  設計書

諏訪市立諏訪中学校、諏訪西中学校

設　　計　　大　　要 施 工 方 法

諏訪中学校冷暖房設備設置工事 一式 施 工 期 間 日間　
諏訪西中学校冷暖房設備設置工事 一式

起工年月日 令和　　年　　月　　日

竣工年月日 令和　　年　　月　　日

    契約保証方法 金銭的保証

請負

工事設計用紙　　諏　　訪　　市



起　　工　　理　　由

金 工事価格

消費税等相当額

税込

内　　訳　　明　　細　　書

.円也

.円也

.円也



No. 略語 No. 略語

① KB ⑥ NM

② CJ ⑦

③ SS ⑧

④ ST ⑨

⑤ M ⑩

刊　行　物　採　用　地　域　基　準
　

　

積算要領

① 国土交通省建築工事積算基準　平成28年版　(監修：大臣官房官庁営繕部)

② 国土交通省建築工事共通費積算基準　令和7年度版　(監修：大臣官房官庁営繕部)

③ 労務単価 令和7年度公共工事設計労務単価とする

④ 週休２日工事補正有り

⑤

　

　建築コスト情報  　2025年  　 夏期号

　

　積 算 資 料　　   2025年 　　7月号

積 算 方 式 等 一 覧 表
諏訪市立諏訪中学校・諏訪西中学校特別教室・管理諸室等冷暖房設備設置工事

採用公刊資料 採用公刊資料

　建 設 物 価　　   2025年 　　7月号 　積算実務マニュアル 2025(長野単価)

資料名称 発行時期 資料名称 発行時期

　建築施工単価 　   2025年 　  夏期号

　積算実務マニュアル 2025

　資材単価採用地域順位    諏  訪     ＞     長  野     ＞  東　京   ＞   関　東      ＞  全  国

　複合単価採用地域順位    諏  訪     ＞     長  野     ＞  東　京   ＞   関　東      ＞  全  国

単価端数処理　切り捨て

　　●，●●●，○○○

　　　　●●●，○○○

　　　　　●●，●○○

　　　　　　●，●●○

　　　　　　　　●●●

　　　　　　　　　●●

　　　　　　　　　　●



本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

Ｎｏ 名　　　　　称 呼称 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　　要

Ⅰ 諏訪中学校冷暖房設備設置工事 式 1

Ⅰ-1 共通仮設工事 式 1

　　純工事費

Ⅰ-2 現場管理費 式 1

　　工事原価

Ⅱ 諏訪西中学校冷暖房設備設置工事

Ⅱ-1 共通仮設工事 式 1

　　純工事費

Ⅱ-2 現場管理費 式 1

　　工事原価

工事原価合計

Ⅳ 一般管理費等 式 1

　　工事価格

Ⅴ 消費税等相当額 式 1

合計



本　　工　　事　　費　　内　　訳　　書

Ｎｏ 名　　　　　称 呼称 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　　要

Ⅰ-1 諏訪中学校冷暖房設備設置工事共通仮設工事
準備費 式 1
仮設建物費 式 1
工事施設費 式 1
環境安全費 式 1
動力用水光熱費 式 1
屋外整理清掃費 式 1
機械器具費 式 1
その他 式 1

小計

Ⅱ-1 諏訪西中学校冷暖房設備設置工事共通仮設工事
準備費 式 1
仮設建物費 式 1
工事施設費 式 1
環境安全費 式 1
動力用水光熱費 式 1
屋外整理清掃費 式 1
機械器具費 式 1
その他 式 1

小計

合計



総　　　　　括　　　　　表

Ｎｏ 名　　　　　称 呼称 数　量 単　　価 金　　額 摘　　　　要

Ⅰ 諏訪中学校冷暖房設備設置工事

Ⅰ-Ⅰ 改修建築工事 1 式

Ⅰ－Ⅱ 改修電気設備工事 1 式

Ⅰ－Ⅲ 改修機械設備工事 1 式

Ⅰ－Ⅳ 産業廃棄物処分・運搬 1 式

合計

Ⅱ 諏訪西中学校冷暖房設備設置工事

Ⅱ－Ⅰ 改修建築工事 1 式

Ⅱ－Ⅱ 改修電気設備工事 1 式

Ⅱ－Ⅲ 改修機械設備工事 1 式

Ⅱ－Ⅳ 産業廃棄物処分・運搬 1 式

合計

合計



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

Ⅰ-Ⅰ 改修建築工事

1) 直接仮設工事 1.00 式

2) 内外装工事 1.00 式

3) 環境配慮工事 1.00 式

4) 非破壊検査 1.00 式

合計

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.1



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

1) 直接仮設工事

外部足場 建地幅600 H=10.0m以下 存置期間3カ月以内
手摺先行くさび緊結式足場 手摺・登桟橋・掛払手間・損料・修繕費共 1210.00 架m2

外部足場 存置期間3カ月以内
昇降足場 W900 階段建枠仕様 33.50 架m

垂直養生 存置期間3カ月以内
メッシュシート 掛払手間・損料・修繕費共 1348.00 m2

内部足場 存置期間1カ月以内
脚立足場 171.00 床m2

内部仕上養生 304.00 m2

外部足場下含む
清掃・片付け 施工中 809.00 m2

竣工時清掃 304.00 m2

1)-合計

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.2



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

2) 内外装工事

【1F 事務室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 2.40 m2

【解体撤去】
ガラス(t)3.0 1.00 箇所

アルミ製複合版(t)3.0 1.00 箇所

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 2.40 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 2.00 箇所

【1F 校長室】

【解体撤去】
石膏ボード(t)9.5+ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼 2.40 m2

【解体撤去】
ガラス(t)3.0 1.00 箇所

アルミ製複合版(t)3.0 1.00 箇所

石膏ボード(t)9.5 下地張り 2.40 m2

ビニルクロス貼り 2.40 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 2.00 箇所

【1F 調理教室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 4.80 m2

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 4.80 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 3.00 箇所

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.3



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

【1F 被服教室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 4.80 m2

【解体撤去】
ガラス(t)3.0 1.00 箇所

アルミ製複合版(t)3.0 1.00 箇所

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 4.80 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 3.00 箇所

【1F 木工室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 4.80 m2

【解体撤去】
ガラス(t)3.0 2.00 箇所

アルミ製複合版(t)3.0 2.00 箇所

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 4.80 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 3.00 箇所

【1F 金工室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 4.80 m2

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 4.80 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 3.00 箇所

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.4



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

【1F 第1美術室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 2.40 m2

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 2.40 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 2.00 箇所

【1F 第2美術室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 2.40 m2

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 2.40 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 2.00 箇所

【2F 第1理科室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 2.40 m2

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 2.40 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 2.00 箇所

【3F 第2理科室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 2.40 m2

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 2.40 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 2.00 箇所

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.5



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

【3F 数学・英語科研究室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 2.40 m2

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 2.40 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 2.00 箇所

【3F 図書館】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 4.80 m2

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 4.80 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 3.00 箇所

【廊下多目的ﾎｰﾙ】

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 14.00 箇所

2)-合計

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.6



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

3) 環境配慮工事

【書類作成】

官庁届出書類作成費 1.00 式

【資機材搬出入費】

資機材搬出入費 1.00 式

【ばく露防止対策費】

除去・実施表示・法定表示・石綿則
看板設置 立入禁止看板 1.00 式

清掃 事前・除去後・最終清掃 286.00 m2

外部養生
床2重 シート厚0.15mm 1.00 式

施工前後
飛散抑制防止材噴霧 496.00 箇所

養生シート撤去 1.00 式

養生シート
石綿袋詰め 二重梱包 1.00 式

アスベスト含有粉塵
石綿袋詰め 二重梱包 1.00 式

【機械式アンカー用穿孔作業】

集塵装置付きドリル 上向き
機械式ｱﾝｶｰ用穿孔 配線ラック・電線管 265.00 箇所

集塵装置付きドリル 横向き
機械式ｱﾝｶｰ用穿孔 配管・配線ラック・電線管 117.00 箇所

集塵装置付きドリル M12　横向き
機械式ｱﾝｶｰ用穿孔 分電盤・室外機架台・プルボックス 101.00 箇所

【機械はつり】

集塵装置付きコアドリル
機械はつり φ125 10.00 箇所

集塵装置付きコアドリル
機械はつり φ100以下 3.00 箇所

3)-合計

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.7



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

4) 非破壊検査

鉄筋探査（X線） 基本料金（１箇所） 10.00 箇所

あと施工アンカー
引張耐力確認試験 基本料金（3本） 1.00 回

追加試験費用 9.00 本

室内機吊りアンカー 3本
室内配管支持アンカー 3本

室外機支持アンカー 3本
室外配管支持アンカー 3本

あと施工アンカー
引張耐力確認試験 基本料金（3本） 1.00 回

追加試験費用 3.00 本

配線ラック支持アンカー 3本
分電盤・プルボックス類アンカー 3本

4)-合計

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.8



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

Ⅰ－Ⅱ 改修電気設備工事

1) 幹線動力設備工事 1.00 式

2) 自動火災報知設備工事 1.00 式

合計

諏訪総合設計株式会社 電気設備   P.1



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

1) 幹線動力設備工事

電線管 PE42　露出 12.00 m

電線管 PE54　露出 13.50 m

電線管 難燃FEP65　埋設 31.10 m

電線管 難燃FEP80　埋設 31.10 m

ケーブルラック Z35　W=200 212.00 m

ケーブルラック　カバー Z35　W=200 212.00 m

ケーブルラック Z35　W=300 3.00 m

ケーブルラック　カバー Z35　W=300 3.00 m

ケーブルラック Z35　W=400 2.80 m

ケーブルラック　カバー Z35　W=400 2.80 m

ケーブルラック付属品 L型　Z35　W=200 3.00 個

ケーブルラック付属品 L型　カバー　Z35　W=200 3.00 個

ケーブル EM-CE5.5sq-4C (管内) 22.50 m

ケーブル EM-CE5.5sq-4C (ラック) 426.00 m

ケーブル EM-CE8sq-4C (管内) 10.00 m

ケーブル EM-CE8sq-4C (ラック) 150.00 m

諏訪総合設計株式会社 電気設備   P.2



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

ケーブル EM-CET14sq (管内) 14.50 m

ケーブル EM-CET14sq (ラック) 63.50 m

ケーブル EM-CET38sq (管内) 13.50 m

ケーブル EM-CET60sq (コロガシ) 44.40 m

ケーブル EM-CET60sq (FEP管内) 31.10 m

ケーブル EM-CET60sq (ラック) 6.50 m

ケーブル EM-CET100sq (コロガシ) 30.00 m

ケーブル EM-CET100sq (FEP管内) 31.10 m

ケーブル EM-CET100sq (ラック) 26.20 m

電線 EM-IE5.5sq (管内) 78.00 m

電線 EM-IE8sq (管内) 27.00 m

電線 EM-IE14sq (管内) 98.80 m

電線 EM-IE22sq (管内) 175.00 m

プルボックス 400×400×300 SUS-WP 1.00 個

プルボックス 600×600×400 SUS-WP 2.00 個

あと施工アンカー M8　上打 265.00 本

あと施工アンカー M8　横打 55.00 本

諏訪総合設計株式会社 電気設備   P.3



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

あと施工アンカー M12　横打 16.00 本

コア抜き 75mm 3.00 箇所

コア抜き 88mm 2.00 箇所

コア抜き 100mm 2.00 箇所

防火区画貫通処理 63φ 3.00 箇所

動力盤 AP-3 1.00 面

動力盤 AP-31 1.00 面

動力盤 AP-32 1.00 面

動力盤 AP-4 1.00 面

動力盤改修 AP-1 1.00 式

キュービクル改修 1.00 式

埋設シート 2倍 27.10 m

アスファルトカッター 12.00 m

根切り 機械　バックホウ 0.13m3 10.70 m3

埋戻し 機械　バックホウ 0.13m3 10.70 m3

アスファルト補修 歩道部　Ａ-3-15　再生材 7.90 ㎡

1)-合計

諏訪総合設計株式会社 電気設備   P.4



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

2) 自動火災報知設備工事

ケーブル EM-AE1.2-4C (コロガシ) 5.40 m

ブランクプレート 1ヶ用 3.00 個

差動式スポット感知器　移設 取外し・再取付 3.00 個

2)-合計

諏訪総合設計株式会社 電気設備   P.5



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

Ⅰ－Ⅲ 改修機械設備工事

1) 冷暖房機器設備工事 1.00 式

2) 冷暖房配管設備工事 1.00 式

合計

諏訪総合設計株式会社 機械設備  P.1



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

1) 冷暖房機器設備工事

冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW 架台・転倒防止金具・防振吊金具含む
天吊形エアコン コンパクトタイプ・ワイヤードリモコン架台ほか 7.00 台

冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW 架台・転倒防止金具・防振吊金具含む
天吊形エアコン コンパクトタイプ・ワイヤードリモコン架台ほか 4.00 台

冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW 架台・転倒防止金具・防振吊金具含む
天吊形エアコン コンパクトタイプ・ワイヤードリモコン架台ほか 4.00 台

冷房能力20.0KW・暖房能力22.0KW 架台・転倒防止金具・防振吊金具含む
天吊形エアコン(同時ツイン） コンパクトタイプ・ワイヤードリモコン架台ほか 2.00 台

冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW
機器搬入設置費 架台・転倒防止設置費含む 7.00 台

冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW
機器搬入設置費 架台・転倒防止設置費含む 4.00 台

冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW
機器搬入設置費 架台・転倒防止設置費含む 4.00 台

冷房能力20.0KW・暖房能力22.0KW
機器搬入設置費 架台・転倒防止設置費含む 2.00 台

試運転調整費 17.00 台

1)-合計

諏訪総合設計株式会社 機械設備  P.2



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

2) 冷暖房配管設備工事

材工共(継手・支持金物・ﾌﾟﾚｰﾄ・雑材含む) 
冷媒用被覆銅管 液管：φ9.52　ガス管：φ15.88 107.00 ｍ

材工共(継手・支持金物・ﾌﾟﾚｰﾄ・雑材含む) 
冷媒用被覆銅管 液管：φ9.52　ガス管：φ25.40 13.60 ｍ

材工共(継手・接合材・支持金物・はつり補修・雑材含む)
断熱付硬質塩化ビニル管 保温付き硬質ﾎﾟﾘ塩化ビニル管：VP20 105.00 ｍ

材工共(継手・接合材・支持金物・はつり補修・雑材含む)
断熱付硬質塩化ビニル管 保温付き硬質ﾎﾟﾘ塩化ビニル管：VP30 12.80 ｍ

材工共(雑材含む)
連絡線 EM-EEF2.0-3c 120.00 ｍ

天井内ころがし（一部管内配線）
リモコン線 EM-CEE1.25-2c 176.00 ｍ

材工共(雑材含む)
合成樹脂モール 1号 29.90 ｍ

材工共(雑材含む) 100A
ステンレスラッキング ｸﾞﾗｽｳｰﾙ、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ、ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 58.80 ｍ

材工共(雑材含む) 100A
カラー鉄板ラッキング ｸﾞﾗｽｳｰﾙ、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ、ｶﾗｰ亜鉛鉄板 61.50 ｍ

アルミ板穴明補修費 7.00 箇所

あと施工アンカーM8
屋内配管吊支持金物取付費 上向き金属系ｱﾝｶｰ　締付け方式 64.00 ヵ所

あと施工アンカーM10
屋内機吊支持金物取付費 上向き金属系ｱﾝｶｰ　締付け方式 76.00 ヵ所

あと施工アンカーM8
屋外配管吊支持金物取付費 横向き金属系ｱﾝｶｰ　締付け方式 62.00 ヵ所

あと施工アンカーM12
屋外架台取付金物設置費 横向き金属系ｱﾝｶｰ　締付け方式 85.00 ヵ所

真空引き・気密試験 17.00 ヵ所

2)-合計

諏訪総合設計株式会社 機械設備  P.3



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

Ⅰ－Ⅳ産業廃棄物処分・運搬

1) 産業廃棄物処分・運搬 1.00 式

合計

細目内訳 (産廃) 諏訪   P.1



諏訪市立諏訪中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

1) 産業廃棄物処分・運搬

積込 ボード類 0.50 ㎥

積込 ガラス 0.10 ㎥

運搬 2t 1.00 回

ボード類
処分 0.50 ㎥

ガラス
処分 0.10 ㎥

搬出作業 アスベスト含有材 1.00 式

廃石綿・廃養生処分 県外処分 1.00 式

運搬費 県外処分 1.00 式

1)-合計

細目内訳 (産廃) 諏訪   P.2



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

Ⅱ－Ⅰ 改修建築工事

1) 直接仮設工事 1.00 式

2) 内外装工事 1.00 式

3) 環境配慮工事 1.00 式

4) 非破壊検査 1.00 式

合計

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.1



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

1) 直接仮設工事

外部足場 建地幅600 H=10.0m以下 存置期間3カ月以内
手摺先行くさび緊結式足場 手摺・登桟橋・掛払手間・損料・修繕費共 262.00 架m2

外部足場 存置期間3カ月以内
昇降足場 W900 階段建枠仕様 22.00 架m

垂直養生 存置期間3カ月以内
メッシュシート 掛払手間・損料・修繕費共 369.00 m2

内部足場 存置期間1カ月以内
脚立足場 108.00 床m2

内部仕上養生 192.00 m2

外部足場下含む
清掃・片付け 施工中 318.00 m2

竣工時清掃 192.00 m2

1)-合計

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.2



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

2) 内外装工事

【普通教室棟　1F 校長室】

石膏ボード(t)12.5+岩綿吸音板(t)9.0 2.40 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 2.00 箇所

【普通教室棟　1F 事務室】

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 2.40 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 2.00 箇所

【普通教室棟　1F 職員室】

【解体撤去】
ガラス(t)3.0 2.00 箇所

アルミ製複合版(t)3.0 2.00 箇所

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 4.90 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 4.00 箇所

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.3



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

【普通教室棟　2F 図書室】

【解体撤去】
ガラス(t)3.0 1.00 箇所

アルミ製複合版(t)3.0 1.00 箇所

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 4.90 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 2.00 箇所

【特別教室棟　1F 技術室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 4.90 m2

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 4.90 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 3.00 箇所

【特別教室棟　2F 被服室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 2.40 m2

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 2.40 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 1.00 箇所

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.4



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

【特別教室棟　2F 調理室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 2.40 m2

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 2.40 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 1.00 箇所

【特別教室棟　2F 第一理科室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 2.40 m2

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 2.40 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 2.00 箇所

【特別教室棟　2F 第二理科室】

【解体撤去】
化粧石膏ボード(t)9.5 2.40 m2

化粧石膏ボード(t)9.5 仕上張り 2.40 m2

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 1.00 箇所

【特別教室棟　廊下】

下地開口補強・ﾎﾞｰﾄﾞ切込み・仕上張り共
天井点検口 □450 ｱﾙﾐ製 10.00 箇所

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.5



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

【キュービクル基礎】

根切 3.00 m3

埋戻し・締固め 1.60 m3

砕石地業 土間下　再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(40~0mm) 0.40 m3

発生土処理 場内敷均し 1.00 m3

土工機械運搬 1.00 往復

【型枠工事】

普通型枠 6.00 m2

型枠運搬費 2t積（0.5日） 0.50 日

【コンクリート工事】

捨てコンクリート 小型車指定 0.10 m3

捨てコンクリート打設手間 人力打設 1.00 式

コンクリート 小型車指定 0.90 m3

コンクリート打設手間 人力打設 1.00 式

【鉄筋工事】

鉄筋 SD295A　D13 8.60 kg

鉄筋 SD295A　D10 46.50 kg

M16アンカーボルト ｽﾃﾝﾚｽ製L600 4.00 本

アンカーボルト据付 4.00 本

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.6



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

横打
接着系アンカーD13 L620 4.00 本

横打
接着系アンカーD10 L490 30.00 本

鉄筋加工組立費 55.10 kg

鉄筋運搬費 2t積（0.5日） 0.50 日

2)-合計

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.7



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

3) 環境配慮工事

【書類作成】

官庁届出書類作成費 1.00 式

【資機材搬出入費】

資機材搬出入費 1.00 式

【ばく露防止対策費】

除去・実施表示・法定表示・石綿則
看板設置 立入禁止看板 1.00 式

清掃 事前・除去後・最終清掃 67.60 ㎡

外部養生
床2重 シート厚0.15mm 1.00 式

施工前後
飛散抑制防止材噴霧 121.00 箇所

養生シート撤去 1.00 式

内部養生
壁・床養生 348.00 ｍ2

養生シート
石綿袋詰め 二重梱包 1.00 式

アスベスト含有粉塵
石綿袋詰め 二重梱包 1.00 式

【アスベスト含有成形板撤去作業】

アスベスト含有成形板撤去作業 17.00 m2

【機械式アンカー用穿孔作業】

集塵装置付きドリル 上向き
機械式ｱﾝｶｰ用穿孔 配線ラック・電線管 70.00 箇所

集塵装置付きドリル 横向き
機械式ｱﾝｶｰ用穿孔 配管・配線ラック・電線管 51.00 箇所

3)-合計

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.8



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

4) 非破壊検査

鉄筋探査（X線） 基本料金（１箇所） 6.00 箇所

あと施工アンカー
引張耐力確認試験 基本料金（3本） 1.00 回

追加試験費用 9.00 本

室内機吊りアンカー 3本
室内配管支持アンカー 3本

室外機支持アンカー 3本
室外配管支持アンカー 3本

あと施工アンカー
引張耐力確認試験 基本料金（3本） 1.00 回

追加試験費用 3.00 本

配線ラック支持アンカー 3本
分電盤・プルボックス類アンカー 3本

4)-合計

諏訪総合設計株式会社 建築工事  P.9



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

Ⅱ－Ⅱ 改修電気設備工事

1) 幹線動力設備工事 1.00 式

合計

諏訪総合設計株式会社 電気設備   P.1



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

1) 幹線動力設備工事

電線管 PE28　露出 51.10 m

電線管 PE36　露出 47.40 m

電線管 PE82　露出 1.00 m

電線管 難燃FEP65　埋設 2.60 m

電線管 難燃FEP80　埋設 95.00 m

ケーブルラック Z35　W=200 49.00 m

ケーブルラック　カバー Z35　W=200 49.00 m

ケーブル EM-CE5.5sq-4C (管内) 65.10 m

ケーブル EM-CE5.5sq-4C (ラック) 179.00 m

ケーブル EM-CE8sq-4C (コロガシ) 86.90 m

ケーブル EM-CE8sq-4C (管内) 65.90 m

ケーブル EM-CE8sq-4C (ラック) 36.20 m

ケーブル EM-CET100sq (FEP管内) 92.40 m

ケーブル EM-CET100sq (管内) 1.00 m

電線 EM-IE22sq (管内) 187.00 m

諏訪総合設計株式会社 電気設備   P.2



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

呼び線 1.2mm(FEP管内) 5.20 m

プルボックス 300×300×300 SUS-WP 1.00 個

あと施工アンカー M8　上打 70.00 本

あと施工アンカー M8　横打 64.00 本

あと施工アンカー M12　横打 4.00 本

コア抜き 75mm 1.00 箇所

防火区画貫通処理 31φ 2.00 箇所

防火区画貫通処理 39φ 1.00 箇所

動力盤 AP-4 1.00 面

動力盤改修 AP-1 1.00 面

キュービクル増設 1.00 式

諏訪総合設計株式会社 電気設備   P.3



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

埋設シート 2倍 91.20 m

根切り 機械　バックホウ 0.13m3 27.50 m3

埋戻し 機械　バックホウ 0.13m3 27.50 m3

ハンドホール 600×600×600（R2K-60） 3.00 基

埋設標 コンクリート製 3.00 本

1)-合計

諏訪総合設計株式会社 電気設備   P.4



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

Ⅱ－Ⅲ 改修機械設備工事

1) 冷暖房機器設備工事 1.00 式

2) 冷暖房配管設備工事 1.00 式

合計

諏訪総合設計株式会社 機械設備  P.1



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

1) 冷暖房機器設備工事

冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW 架台・転倒防止金具・防振吊金具含む
天吊形エアコン コンパクトタイプ・ワイヤードリモコン架台ほか 4.00 台

冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW 架台・転倒防止金具・防振吊金具含む
天吊形エアコン コンパクトタイプ・ワイヤードリモコン架台ほか 6.00 台

冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW 架台・転倒防止金具・防振吊金具含む
天吊形エアコン コンパクトタイプ・ワイヤードリモコン架台ほか 2.00 台

冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW
機器搬入設置費 架台・転倒防止設置費含む 4.00 台

冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW
機器搬入設置費 架台・転倒防止設置費含む 6.00 台

冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW
機器搬入設置費 架台・転倒防止設置費含む 2.00 台

試運転調整費 12.00 台

1)-合計

諏訪総合設計株式会社 機械設備  P.2



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

2) 冷暖房配管設備工事

材工共(継手・支持金物・ﾌﾟﾚｰﾄ・雑材含む) 
冷媒用被覆銅管 液管：φ9.52　ガス管：φ15.88 80.00 ｍ

材工共(継手・支持金物・ﾌﾟﾚｰﾄ・雑材含む) 
冷媒用被覆銅管 液管：φ6.35　ガス管：φ12.7 10.00 ｍ

材工共(継手・接合材・支持金物・はつり補修・雑材含む)
断熱付硬質塩化ビニル管 保温付き硬質ﾎﾟﾘ塩化ビニル管：VP20 86.00 ｍ

材工共(雑材含む)
連絡線 EM-EEF2.0-3c 90.00 ｍ

天井内ころがし（一部管内配線）
リモコン線 EM-CEE1.25-2c 57.00 ｍ

材工共(雑材含む)
合成樹脂モール 1号 18.00 ｍ

材工共(雑材含む) 100A
ステンレスラッキング ｸﾞﾗｽｳｰﾙ、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ、ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 54.00 ｍ

材工共(雑材含む) 100A
カラー鉄板ラッキング ｸﾞﾗｽｳｰﾙ、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ、ｶﾗｰ亜鉛鉄板 37.00 ｍ

アルミ板穴明補修費 6.00 箇所

あと施工アンカーM8
屋内配管吊支持金物取付費 上向き金属系ｱﾝｶｰ　締付け方式 43.00 ヵ所

あと施工アンカーM10
屋内機吊支持金物取付費 上向き金属系ｱﾝｶｰ　締付け方式 48.00 ヵ所

あと施工アンカーM8
屋外配管吊支持金物取付費 横向き金属系ｱﾝｶｰ　締付け方式 54.00 ヵ所

あと施工アンカーM12
屋外架台取付金物設置費 横向き金属系ｱﾝｶｰ　締付け方式 60.00 ヵ所

真空引き・気密試験 12.00 ヵ所

コア抜き φ125 6.00 ヵ所

2)-合計

諏訪総合設計株式会社 機械設備  P.3



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

Ⅱ－Ⅳ産業廃棄物処分・運搬

1) 産業廃棄物処分・運搬 1.00 式

合計

諏訪総合設計株式会社 産業廃棄部物 P.1



諏訪市立諏訪西中学校

区分 名　　　称 材　　　　名 数　量 呼称 単　　価 金　　額 摘　　　　要

1) 産業廃棄物処分・運搬

積込 ボード類 0.20 ㎥

積込 ガラス 0.10 ㎥

運搬 2t 1.00 回

ボード類
処分 0.20 ㎥

ガラス
処分 0.10 ㎥

搬出作業 アスベスト含有材 1.00 式

廃石綿・廃養生処分 県外処分 1.00 式

運搬費 県外処分 1.00 式

1)-合計

諏訪総合設計株式会社 産業廃棄部物 P.2



留 意 事 項 説 明 書 
 

令和７年 9 月 
教育総務課 

【工事名称】 令和６年度(繰越) 諏訪市立諏訪中学校・諏訪西中学校 
特別教室・管理諸室等冷暖房設備設置工事 

【工事場所】 諏訪市立諏訪中学校、諏訪西中学校 
【発 注 者】 諏訪市長 金子 ゆかり 
【建築用途】 学校 
【工事概要】 諏訪中学校冷暖房設備設置工事      一式 

           諏訪西中学校冷暖房設備設置工事      一式 

【構造規模】 設計図面のとおり 
【現場施工期間】 契約日～令和８年２月１６日 
【留意事項】 

1.本工事場所は学校であるため、児童、施設利用者及び通行人の安全対策等について

特に配慮すること。 
2.足場・施工箇所周りの通行人の安全対策措置を講じること。 
3.落札者は、実施工程表を速やかに作成し、監督員の承認を受けること。学校の行事

予定により、施工できない日がある。 
4. 本工事は、授業に影響が比較的少ない時間帯にかけて行うこと。ただし、監督員、

施設管理者と協議の上影響がないと認められた場合は、この限りではない。 
5.落札者は、施工前に工事に使用する主要材料及び工法の選定を行い、監督員の承認

を受けること。 
6.工事に使用する車両の置き場所及び施工箇所までの進入可否については、施工前に

施設管理者及び監督員と協議すること。 
7.各工程で検査が必要な箇所を事前に協議し、監督員の立会いのもと検査を実施する

こと。 
8.材料納期等により、工期に影響が出るおそれがある場合は、早急に監督員と協議す

ること。 
9.総合施工計画書、各工程の施工計画書を提出すること。 
10.本工事について長野県石綿事前調査結果報告システムにて、調査結果を報告する

こと。 
11.共通事項については、「諏訪市建築工事共通仕様書」（ホームページ参照）に示す。 
 
 

 



 
【アスベスト含有建材に係る特記事項】 

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によってアスベストを含有している

吹き付け材、成形板、建築材料等の使用の有無について法令に基づき事前調査を行うこ

と。なお、既に分析調査が済んでいる部材の含有状況は、以下のとおり。 
〇諏訪中学校 

外壁仕上塗装材+下地調整材（有） 
校長室天井壁紙+石膏ボード（無） 
事務室化粧石膏ボード   （無） 
調理室化粧石膏ボード   （無） その他部屋同様仕上 

〇諏訪西中学校 
 特別教室棟：平成１８年９月１日以降竣工 
 普通教室棟 

校長室天井ロックウール吸音板（有） 
職員室有孔石膏ボード    （有） 
図書館化粧石膏ボード     （有） 
調理室化粧石膏ボード      （無） その他部屋同様仕上 

※その他、調査が必要な箇所がある場合は、速やかに監督員に報告すること。 
 
【週休 2 日工事に係わる特記事項】 
・発注者指定型週休 2 日工事（月単位の週休２日工事） 

本工事は発注者指定型週休 2 日工事の対象工事である。「諏訪市週休 2 日工事実施要

領」に従い取り組むものとする。また、工事契約後、週休 2 日対象期間において、受注

者の責によらず現場作業を余儀なくされる期間が生じる場合は、受発注者間で協議して

現場閉所による週休 2 日の対象外とする作業と期間を決定するものとする。 
・工期関係 

工期は、雨天･休日等を見込み、工事開始日（契約日の翌日）から起算して令和 7 年

11 月 21 日までとする。 
なお、休日等には日曜日･祝日･夏期休暇及び年末年始休暇の他、作業期間内の全土曜

日を含んでいる。 
工期には、施工に必要な実日数（実働日数）以外に以下の事項を見込んでいる。 
①準備期間 40 日間 
②後片付け期間 20 日間 

著しい悪天候や気象状況、その他理由により作業を休止せざるを得なかった場合

には、受注者は発注者へ工期の延長変更を協議、請求することができる。 

・実施計画受注者は、週休 2日となるように現場の閉所日を設定し、施工計画書及び工



程表に明示すること。 

・実施報告 

受注者は、現場作業期間終了後、すみやかに施工計画書に対する休日取得実績を実施

工程表等に明示し、監督員に提出すること。 
・工事費の積算及び設計変更 
 当工事は、発注時の積算において週休２日工事として補正をしている。「諏訪市週休

2 日工事実施要領」による週休２日工事の取組の実施が確認できない場合、補正なしと

して設計変更をする。 
・提出書類等の虚偽 
 提出された実施計画及び実施報告に係る書類に虚偽の記載があった場合や週休２日

工事に係わる虚偽の報告を監督員に行ったことが判明した場合、建設業法等に基づき、

不誠実な行為として取り扱う。 
 
【「諏訪市週休 2 日工事実施要領」抜粋】 
（受注者の取組） 

第 4条 受注者は、発注者が週休 2日工事の実施を指定した場合は、週休 2日工事に取

り組むものとする。 

2  前項の場合において、受注者は、次の各号に掲げる事項を行うものとする。 

(1) 週休 2日となるように現場の閉所日を設定し、施工計画書に明示すること。 

(2) 施工計画書に従い、現場の閉所を実施すること。 

(3) 閉所日として定めた日にやむを得ず作業を行う場合は、同日の前日までに監督員

（諏訪市財務規則（昭和 55年諏訪市規則第 1号）第 130 号第 2項に規定する監督職

員をいう。以下同じ。）と協議し、承諾を得ること。 

(4) 発注者が別に定める方法により、週休 2 日工事である旨を工事現場において明示

すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（別紙） 

工事現場における週休２日の実施の明示について 

1)明示方法 

 下図を参考に掲示板を作成し工事現場に設置することとする。 

 

2)明示内容 

 「週休２日を実施する旨」、「発注者、受注者の連絡先」を明記する。 

 

3)掲示板の大きさ 

 工事件名板（1.1m×1.4m）程度とする。 

 

4)設置位置 

 現場内及び近傍の工事関係者及び公衆が見やすい場所でかつ第三者等へ危害を与えな

い場所とする。 

 

5)掲示に関する費用 

 積算基準に基づき定めた取扱いにより計上するものとする。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               図：掲示板参考図 

 

「週休２日」で工事を実施します 

 

この工事は、建設現場の働き方改革を推進する

ため、週休２日の実施に取り組みます。 

 

発注者：諏訪市○○課 

Tel：０２６６－〇〇―〇〇〇〇 

受注者：〇〇〇〇〇〇 

Tel：〇〇〇〇－〇〇―〇〇〇〇 
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　Ⅲ.  　建築改修工事仕様

　　１．共通仕様

　　　（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、○を付け

　　　　　　たものを適用する。

　　　　　・　建築工事標準詳細図（平成　　年版）（以下、「標準詳細図」という。）　　28

　　　　　・　建築構造設計基準　　　　　　　　　　　 　　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(平成　　年版)

　　　　　・　工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　　　　・　公共建築木造工事標準仕様書　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房営繕部監修(平成　　年版)

　　　　　・　建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編） 　 建設省建設経済局建設業課･住宅局建築指導課監修

　　　　　・　長野県建設リサイクル推進指針

　設計事務所名

　主任担当技術者

　意匠担当

　担当技術者

　管理技術者

　構造担当

　積算担当

　電気設備担当

　機械設備担当

　　　　　　適用する。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

　　　（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事特記仕様書を

　　　（３）本特記仕様書の表記

　　　　　２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

　　　　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。（・印のみの場合は適用しない。）

　　　　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　　　　　３）特記事項に記載の [     ] 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　　　４）特記事項に記載の (      ) 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　　　５） Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）の特定調達品目を示す。

　　　　　１）項目は、番号に ○ 印の付いたものを適用する。

１

一
般
共
通
事
項

章 項　　目

電気保安技術者

適用区分

2

1

条件明示項目3

発生材の処理等4

環境への配慮

材料の品質等6

特別な材料の工法

施工数量調査

7

8

設備工事との取合い9

技 能 士10

　Ⅱ　管理技術者等

　　５．指定部分　  ・有　・無　　対象部分（　　　　　　　　　　　）

 　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

　　６．工事範囲

　　　※「3．工事種目」すべてを工事範囲とする。

　　　・「3．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。

　　　　 ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

工事種目

　2　仮設工事

　3　防水改修工事

　4　外壁改修工事

　　 コンクリート打ち放し仕上げ外壁

 　　外壁改修工事

　　 モルタル塗り仕上げ外壁

 　　外壁改修工事

   　タイル張り仕上げ外壁

 　　外壁改修工事

 　　塗り仕上げ外壁

　5　建具改修工事

　6　内装改修工事

　7　塗装改修工事

　8　耐震改修工事等

　9　環境配慮改修工事

建築主体工事 電気設備工事 機械設備工事

（別紙による） （別紙による）

特 記 仕 様 書

　Ⅰ.  　工事概要

　　１．工事場所

　　２．敷地面積

　　３．工事種目

　　４．工事内容

・・・　

建　物　別 種　別 構　造 階　数 梁間(ｍ) 建築面積(㎡)桁行(ｍ)

１.

２.

３.

４.

５.

・

・

・

□
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(１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

　　 、次の①から④を満たすものとする。

    ① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、 パーティク

　　   ルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

(２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは

    次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料

    を指す。

    ①建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ

      ヒド発散建築材料以外の材料

    ②建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

    ③建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

    ④建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

(３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

    する。

　  ①品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

    ③安定的な供給が可能であること。 

    ④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

    ⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

    ⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。 

(５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

　　自動扉機構、自閉式上吊り引戸機構、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、

　　移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、床点検口、グレーチン

　　グ、屋上緑化システム、エポキシ樹脂、ポリマーセメントモルタル、

　　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、ルーフドレン、吸水調整材、

　　重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、可動間仕切、トップライト、

　　鋳鉄製ふた

（1.2.2）

                       　　　　（　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ　）

特　　記　　事　　項

 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　・風圧力

　　風速（Vo=　　 m/s）

　　　地表面粗度区分

　・積雪荷重 　　

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

　・ 

(1.3.3)※適用する　　　　・適用しない

・現場説明書による

※別紙解体工事仕様書による　　・構外搬出適正処理

　また、収集･運搬･中間処理･最終処分等の処理について予め監督職員と協議すること。

　・引渡しを要するもの

　・再生資源の利用を図るもの

(1.3.5)

(1.3.12)

 [1.4.1]

 [1.4.2]

　　   塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な

　　   い材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使

　　   用する。

    ② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使

　     用する。

    ③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を

       含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

       アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したも

       のとする。

(４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥すべ

　　ての事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が

　　評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者名等が記

　　載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※図示　　　・　

調査範囲及び調査方法　　　※図示

工法とする。

改修標仕及び、標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する

(1.5.3)

(1.5.2)

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

　　無収縮グラウト材、乾式保護材、既製調合モルタル、既製調合目地材、錠前類、クローザ類、

    ④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

(1.6.2)

　・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　　・ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水工事作業

　・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

　・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

　・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

　・FRP防水工事作業　　 　・左官作業  　・内外装板金作業

　・左官作業　　・ﾀｲﾙ張り作業　　・建築塗装作業

　・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ工事作業　　・ｶﾞﾗｽ工事作業　　・自動ﾄﾞｱ施工作業

　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　　・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ工事作業

　・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業　　・鋼製下地工事作業

　・壁装作業　　・大工工事作業　　・ﾀｲﾙ張り作業

　・建築塗装作業

　・鉄骨組立作業　　・型枠施工作業　　・とび作業

　・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

　・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

　・石張り作業

　・造園工事作業

技能検定作業

　防水改修工事

　外壁改修工事

　建具改修工事

　内装改修工事

　塗装改修工事

　耐震改修工事

　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ工事

　石工事

　植栽工事

適用工事種目

※ 適用する（一級技能士を採用している現場である旨の表示をすること。）

・適用しない

(１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性

(２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

　　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

     能を有するものとする。

室内空気中の

化学物質の濃度測定

　　※試料採取に当たっては、監督員又は監督員が指定する者が立ち会いの下に行う。

埋設配管・配線および

鉄筋調査

12

完成図等13

２

仮
設
工
事

2 既存部分の養生

1 足場その他

完成写真14

仮設間仕切り3

4 監督員事務所

工事用水

工事用電力

5

6

測定方法　　　※ﾊﾟｯｼﾌﾞ法（拡散法）　　　・ｱｸﾃｨﾌﾞ法（吸引法）

[1.6.9]

検査機関　　　※環境計量証明事業の知事登録がある者で、監督員が承諾した者

測定物質

　※ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ　　※ﾄﾙｴﾝ　　※ｷｼﾚﾝ　　※ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ　　※ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ　　※ｽﾁﾚﾝ

測定個所(室)　　計　　　　個所　

化学物質の室内汚染濃度指針値

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

0.08ppm

ﾄﾙｴﾝ

0.07ppm

備　考ｷｼﾚﾝ

0.20ppm

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

0.88ppm 0.04ppm

ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ ｽﾁﾚﾝ

0.05ppm

あと施工アンカー工事

　　８章<あと施工アンカー>による

コア抜き、はつり工事等

　　※ 既存資料調査

　　・ 探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

　　・ 放射線透過試験

　　　 配管・配線等の位置の墨出を行う

　　　 範囲　※　図示　・ 

　　　 労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定める

　 　　ところによるほか、次による。

　　　（1）作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明する資

 　　　　　料を監督職員に提出する。

　　　（2）放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射器より

　　　　　 離れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

　　　（3）露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

　　　（4）付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

　　　（5）躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

(1.8.1～1.8.3)(表1.8.1)

　　　　　　　　　　　　　作図方法（※CADで作成し出力　　・　　　　　 　 　　）　

　　作成方法　　※原図　　用紙　　（※ﾄﾚｰｼﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰA1　　・　　　　　　　　　）

※作成する

　※完成図（※設計図書で示したもの全て　　・標仕表1.7.1による　・監督員の指示による）

　※保全に関する資料（2部）

　　　　　　　　※CADデータ（※CD-R（2部)　　・　　　　　）

　　　　　　　　※製本（原図の青焼き、見開きA1版（1部））

※工事に支障となる範囲

 [2.3.1]

１）養生の方法等

   ・既存部分　　　　　　養生の方法（ ※ ビニルシート、合板等　・合板+防炎シート　　）

   ・既存家具、既存設備等　　養生の方法　（ ※ ビニルシート等　　　　・　　） 

   ・既存ブラインド、カーテン等　養生の方法　（・ビニルシート等　・　　） 　　 

   ・備品、机、ロッカー等の移動　（・図示　・　　）  

                                 保管場所　　（・図示　・　　） 

２）既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与え

    た場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。 

 [2.2.1]

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き方

式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

・ 外部足場　　・ 設置する 　・ 設置しない

・ 防護シート　・ 設置する 　・ 設置しない

材料、撤去材等の運搬方法

　　　　種別 ( ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種  ・Ｅ種 )

　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター　（　　　　　　　） 　　　

　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　　（　　　　　　　） 

・ 内部足場　  ・ 設置する（ ※ 脚立、足場板等  　・枠組　 　　　） ・ 設置しない

[表 2.2.1]

下記のものを監督職員に提出する。原版は撮影業者の保管とする。

分　類・規　格 撮　影　箇　所　数 部　数 写真のサイズ（㎜）

 ※350dpi以上

 ※428万画素以上

　 24×36以上

 ※ 半切　　・ 全紙

 ※ ｷｬﾋﾞﾈ版  ・ｻｰﾋﾞｽ版 外部（　　）内部（　　）

 外部（　　）内部（　　）

 外部（　　）内部（　　）

 外部（　　）内部（　　）

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

 ・ パネル（木製枠）

 ・ カラースライド

 ※ 電子データ

 ※ 2　・　

 ※ 2　・　

 ※ 1　・　

 ※ 2　・　

  ・ カラー写真

　　電子データは、ﾌｨﾙﾑｽｷｬﾝのうえRGB各8ﾋﾞｯﾄ（ﾌﾙｶﾗｰ）、JPEG形式最高画質（100%画質）とし、

　　CD-Rにて提出とする。

　撮影業者　　　※ 建築完成写真撮影の実績のある業者で監督職員の承諾する撮影業者

材　質 仕上げ 塗　装 充填材

　※ 木製

　・ 

　※ 合板張り程度

　・ 

　・ 無し

　・ 片面

　※有り

　・無し

３）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

充填材　※グラスウール 32k　（厚：50mm以上）

　・　無し

　[2.3.2][表 2.3.1]

１）仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　・図示　・既存防火扉利用 

２）仮設間仕切りの種別と材質等

種　別 下　地 仕上げ（厚さmm） 塗　装 充填材

 ・ B 種

 ・ A 種

 ※ C 種

　・ 木

　・ 軽量鉄骨

　単管 　防炎シート

　・ せっこうボード（9.5mm）

　・ 合板（9.0mm）

　・ 無し

　・ 片面

　※　有り

充填材　※グラスウール 32k　（厚：50mm以上）

 [2.4.1]

　　規模　※ 10㎡程度　　・ 20㎡程度　　・（　　）㎡程度

※ 設ける　・ 設けない

構内既存の施設　　・ 利用できる（ ※ 有償　　・無償　）　※ 利用できない

構内既存の施設　　・ 利用できる（ ※ 有償　　・無償　）　※ 利用できない

工事項目

諏訪総合設計株式会社

工事対象面積(㎡)

元　　　　　・　敷地調査共通仕様書　　　  　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課(令和　　年改定)

30

31

４　　　　　・　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和    年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）

４

４　　　　　・　建築物解体工事共通仕様書（令和　　年版）　

　　　　　・　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和　　年版）（以下、「標準仕様書」という。）

長　田　伸　亮

諏訪総合設計株式会社

長　田　伸　亮

諏訪総合設計株式会社

長　田　伸　亮

アーバン設備設計室

宮　下　千　直

　　　　　・　長野県営繕工事の手引　　　　　　　　　　　　　長野県建設部施設課監修 

6

内
装

改
修

工
事

1 改修範囲

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

※ 壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

※ 既存のまま　・ 図示

21 せっこうボード

その他のボード張り

[6.13.2、3]

JIS

記号
種　　類 厚さ(mm)、規格等

 ・けい酸カルシウム板

 ・硬質木毛セメント板 Ｇ

 ・中質木毛セメント板 Ｇ

 ・普通木毛セメント板 Ｇ

 ・硬質木片セメント板 Ｇ

 ・普通木片セメント板 Ｇ

 HW 

 MW 

 NW 

 HF 

 NF 

 1.0FK 

 0.8FK 

 ・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

 ・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

 ・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

 ・ 12　  ・ 15　  ・ 18　  ・ 21　 ・ 

 タイプ 2（無石綿）・ 6   　・ 8  

 DR  ・ フラットタイプ

 ・ 30  　・ 

 ・ 凹凸タイプ

 （・ 12(不燃) ・ 15(不燃)   ・19(不燃)・　　）

 （・ 9(不燃)　・ 12(不燃)　 ・　 　　　　　 ）

 ・ロックウール化粧吸音板

 ・ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号  RW-B  ・ 25　　・ 

 ・グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ号32K

 ・せっこうボード

 ・不燃積層せっこうボード

 GW-B 

 GB-R 

 GB-NC 

 ・ 25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　　・ 

 ・シージングせっこうボード

 ・強化せっこうボード

 ・せっこうラスボード

 ・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

 ・化粧せっこうボード（木目）

              （ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

 GB-S 

 GB-F 

 GB-L 

 GB-D 

　12.5 （※ 不燃　・ 準不燃）

 ・ 12.5(不燃)　・ 15(不燃)　・ 9.5(準不燃)  

 ・ 9.5 (不燃)　・ 化粧無（下地張り用） 

　　　　　 　　 ・ 化粧有（トラバーチン模様）

 ・ 12.5(不燃)　・ 15(不燃）

　9.5

　12.5 （不燃）幅 440mm 程度

　模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り

　9.5(準不燃） GB-D 

 ・普通合板 Ｇ

　　（※ラワン程度　・　　　 　　） 

　　（※しな程度 ・　 　　　　） 

　　不透明塗料塗り 

　　生地、透明塗料塗り 

　板面の品質（　　　） 

　接着の程度（・1類　・2類 ） 

　厚さ(mm)（　　　） 

　・防虫処理

 ・天然木化粧合板 Ｇ

 ・特殊加工化粧合板 Ｇ

　表面の樹種 

　化粧板の樹種名（　　　　　　　　　） 

　厚さ(mm)（　　　） 

　接着の程度（・1類　・2類 ） 

　・防虫処理

　化粧加工の方法 （・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） 

　表面性能（　　　　    　）タイプ 

　厚さ(mm)（　　　） 

　接着の程度（・1類　・2類 ） 

　・防虫処理

 ・メラミン樹脂化粧板

 ・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂化粧板

 ・ミディアムデンシティ

　JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・　　　）

 MDF  ・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12      ・ 

 ・単板張り

 　パーティクルボード Ｇ

 ・化粧

 　パーティクルボード Ｇ

 　ファイバーボード Ｇ

 ・ 無研磨板ＶＮ 　　・ 研磨板ＶＳ

 ・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18      ・ 

 ・ 塗装 ＤＣ

 ・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ＤＶ  ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ ＤＯ

 ・ 10（難燃）・ 12（難燃）・  

 ・ハードボード（素地） Ｇ

 ・ハードボード（化粧） Ｇ

 ・インシュレーションボード Ｇ

 HB  

 IB 

 ・ 未研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）ＲＮ

 ・ 研磨板　（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）ＲＳ

 ・ 内装用ＤＩ　・外装用ＤＥ 

　A級（ ・ 天井仕上げ　 ・ 内装仕上げ　 ・ 　　）

 ・ 2.5　・ 3.5　・ 5　・ 7 

 ・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18  

塗り

□
□
□
□
□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

廊下天井部分は目地処理工法

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材　　　・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

 　　　　　　　　 ・適用しない 

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

  ※規制対象外　・ 

合板類の張付け　　※B種 ・A種　

せっこうボードの目地工法　　・仕上げ表による　・ 

・

キノノス設備設計

白　鳥　智　裕

20TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  

諏訪総合設計株式会社
ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 

構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号

宮坂　正博　　

ＪＯＢ　ＮＡＭＥ

ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ

設計図

ＮＵＭＢＥＲ

ＤＡＴＥ

図面履歴ＤＲ．ＳＩＧＮ ＳＣＡＬＥ

１／５０ １／２０

１／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 09. . 1125

Ａ－

一級建築士登録　　　　　第 344719号
長田　伸亮 ＳＮ ＭＴ

１／２００

標準用紙サイズ：Ａ３

１／８００

24.01.20 実 施設計 完了 時 01

特 記 仕 様 書 （ １ ） （ 諏 訪 中 学 校 ）

長野県諏訪市清水3-3619-3

諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事

諏訪市立諏訪中学校・諏訪西中学校特別教室・管理諸室等冷暖房設備設置工事



1

2

3 アスベスト含有建材の

処理

アスベスト粉じん濃度

測定

アスベスト含有分析

調査

[9.1.1、3～5]施工調査

※アスベスト含有建材の事前調査 

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりアスベストを含有している吹き付け材、

成形板、建築材料等の使用の有無について調査する。 　

調査範囲（・　　　　　　　　　　　・図示　　　　　　　） 　

貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

・分析によるアスベスト含有建材の調査

分析対象

分析方法

　アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、

　アンソフィライト、トレモライト

　※ JIS A 1481-2 「建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第２部：試料採取及びアスベスト

　含有の有無を判定するための定性分析方法」又は JIS A 1481-3 「建材製品中のアスベスト

　含有率測定方法-第３部：アスベスト含有率のX線回折定量分析方法」による

　・ 

材　料　名 定性分析 定量分析

　化粧石膏ボード  ・箇所数(　　　　　　）

 ・箇所数(　　　　　　）

 ・箇所数(　　　　　　）

 ・箇所数(　　　　　　）

 ・箇所数(　　　　　　）

 ・箇所数(　　　　　　）

 ・箇所数(　　　　　　）

 ・箇所数(　　　　　　）

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

採取箇所　　・　図示　　・ 

適用 測定名称 測定時期 測定場所 測定点(各処理作業室ごと)

・

・

　測定 1

　測定 2

　測定 3

　測定 4

　測定 5

　測定 6

　測定 7

　測定 8

 処理作業前

 処理作業中

　測定 9

　測定 10

 処理作業後

 (隔離ｼｰﾄ撤去前)

 処理作業後　ｼｰﾄ

 撤去後1週間以降

 処理作業室内

 施工区画周辺又は敷地境界

 処理作業室内

 ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

 集じん・排気装置の排出口

 (処理作業室外の場合）

 ・(　）点

 ・4方向各1点　・(　）点

 ・(　）点

 ・(　）点

 ・集じん・排気装置各1点

 施工区画周辺又は敷地境界

 処理作業室内

 施工区画周辺又は敷地境界

 処理作業室内

 調査作業室外部の付近

 ・(　）点

 ・4方向各1点　・(　）点

 ・(　）点

 ・4方向各1点　・(　）点

 ・(　）点

 ・(　）点

測定時期、場所及び測定点

測定方法

・

・

・

・

・

・

・

・

　測定５のみ　※ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ、粉じん相対温度計（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ粉じん計）、繊維状粒子自動計測器

　　　　　　　　（ﾘｱﾙﾀｲﾑﾌｧｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ）等、排気の粉じん濃度を迅速に計測できる機器にて測定

　　　　　　　・ 

　測定５以外は下表による

測定 3 測定 1,2,4,6,7,8 測定 9,10

 メンブレンフィルタ直径(mm)

 試料の吸引流量(L/min)

 試料の吸引時間(min)

・ 1   ・ 

 ・ 5　 ・ 

 ・ 5   ・ 

 ・ 120 　・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

　25　25

・アスベスト含有吹付け材の除去

　除去対象範囲　・図示　・ 　　

　除去工法　　　※9.1.3（b）(1)による　　・ 

  除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止　　

　　※密封処理　　※湿潤化　　・セメント固化 　　　

　除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

　　・埋立処分(管理型最終処分場)　　　

　　・中間処理（溶融施設） 

・アスベスト含有保温材の除去 　　　

  除去工法

※9.1.4(c)による（原形のまま、手ばらしが可能な場合）

除去対象範囲　・図示　　・ 

・9.1.3(b)による（損傷、劣化等で石綿粉塵を発散するおそれがある場合）

除去対象範囲　・図示　　・ 

除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止　　

※密封処理　　※湿潤化　　・セメント固化 　　　

　除去したアスベスト含有保温材の処分

　　・埋立処分(管理型最終処分場)　　　

　　・中間処理（溶融施設） 

・アスベスト含有成型板の除去 　　　

  除去対象範囲　・図示　　・ 

　除去したアスベスト含有成形板の処分 　

　　・アスベスト含有せっこうボード 　　　　

　　  ※埋立処分(管理型最終処分場) 　　

　    ・埋立処分(安定型最終処分場)　　　

　    ・中間処理（溶融施設） 　　

　　・アスベスト含有せっこうボードを除くアスベスト含有成形板、塗床材等 　　　　　

9

環
境

配
慮

改
修

工
事

20TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  

諏訪総合設計株式会社
ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 

構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号

宮坂　正博　　

ＪＯＢ　ＮＡＭＥ

ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ

設計図

ＮＵＭＢＥＲ

ＤＡＴＥ

図面履歴ＤＲ．ＳＩＧＮ ＳＣＡＬＥ

１／５０ １／２０

１／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 09. . 0525

Ａ－

一級建築士登録　　　　　第 344719号
長田　伸亮 ＳＮ ＭＴ

１／２００

標準用紙サイズ：Ａ３

１／８００

24.01.20 実 施設計 完了 時 02

特 記 仕 様 書 （ ２ ） （ 諏 訪 中 学 校 ）

共通事項

・各部合板類は全て、Ｆ☆☆☆☆を使用する

・各造付部材はＦ☆☆☆☆を使用する

・内部に使用する塗料は、Ｆ☆☆☆☆を使用する

・内装仕上材料は原則として不燃材料を使用する

２．

１．

改修部分は現況調査を十分に行い、既存状態を確認し適切な施工を行う

工事に伴う備品等の一時移動・復旧は本工事とする３．

一時撤去及び養生等を行ったものは清掃及び補修の上、再取付を行う４．

５． 養生範囲

備 　 　 　 考

各室空調機取付予定位置周囲（シート養生）

外部足場（シート養生）

※搬入・搬出時は適宜、階段・廊下の養生を行うこと

６． アスベスト含有建材はレベル3にて撤去を行う

７． 工事完了時に全工事範囲で清掃（クリーニング）を行うこと

※窓及び建具等のガラスクリーニング含む

８． 塗装が必要なものは、特記無き限りすべて下地調整の上、施工を行う

材 料 ・ 仕 様 防 火 認 定 番 号 備 考 （ 参 照 仕 様 等 ）
発 散 等 数

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド

規制対象外

規制対象外

【壁】

有孔吸音ボード（グラスウール裏貼）

ケイカル板(t)5.0

石膏ボード(t)12.5

【その他】

アルミパネル(t)18.0　※複層ガラス用

アルミパネル(t)3.0　※単板ガラス用

【天井】

化粧石膏ボード(t)9.5

岩綿吸音板(t)9.0

有孔吸音ボード（グラスウール裏貼）

規制対象外 ソーラトンライト/吉野石膏株式会社

規制対象外 ソーラトンライト/吉野石膏株式会社

規制対象外

規制対象外 ハイエースバンDP（断熱パネル）/積水樹脂プラメタル株式会社

ハイエースバン/積水樹脂プラメタル株式会社

ACパネル/九州アコン株式会社F ☆☆☆☆

ACパネル/九州アコン株式会社F ☆☆☆☆

タイガーボード/吉野石膏株式会社

チヨダセラボード/チヨダウーテ株式会社

諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事



案 内 図
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舎
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中
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水路

諏訪湖スポーツセンター

球　　場

屋外プール

給食室

道路

諏訪実業高校

屋体（小）

ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ他

柔剣道場

ﾌﾟｰﾙ更衣室他

屋体（大）吹

小

小

駐
車
場

屋外運動場

既存アスファルト撤去・復旧

焼釜小屋 営繕作業室 倉庫

キュービクル

ﾊﾞｯｸﾈｯﾄ
器
具
庫

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

生徒通路

器具庫

11000

自
動

車
通

路

7.9㎡

長野県諏訪市清水3丁目3619番地3諏訪中学校

城南小学校

諏訪市役所

清水町野球場

諏訪市清水町体育館

ＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号 設計図 Ａ－諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　 １／５０ １／２０ １／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号

ＭＴＳＮ長田　伸亮 １／１００ １／３０ １／１５０ １／Ｎ 2025 . 09 . 05TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  配 置 図 （ 諏 訪 中 学 校 ）

03
１／８００

標準用紙サイズ：Ａ３

Ｎ

Ｎ

24.01.20 実 施設計 完了 時 諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事

配 置 図 　 　 　 S = 1 : 8 0 0
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BY2

BY3

BY4

BY5

BY6

BY8

BY1

BY2

BY3

BY4

BY5

BY6

BX2 BX3 BX4 BX5 BX6 BX7 BX8 BX9 BX10

AX1 AX2 AX3 AX4 AX5 AX6 AX7 AX8 AX9

事務室

湯沸室書類保管室

校長室

相談室 物入

職員室
廊　下

倉庫

階段
UP

車椅子用
便所

便所

便所

便所

ロッカールーム

印刷室
放送機材庫

放送スタジオ

放送調整室

給油室

調理教室

家庭科準備室

研究室 被服教室
受水槽室

昇　降　口
階段

UP

多目的ホール

保健室 特殊教室１ 作品室 金工室

木工室技術科研究室

前室

階　段

EXP.J EXP.J

AY3

AY2

AY1

9
,
0
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2
,
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0

1
1
,
3
0
0

8
0
0

AY3

AY2

AY1

9
,
0
0
0

2
,
3
0
0

1
1
,
3
0
0

8
0
0

空調設備設置工事対象室を示す。

凡 例

くさび緊結式足場W600（手摺先行方式）

昇降足場

配管用貫通口φ125【新設】

配管貫通用アルミパネル【新設】

配管用貫通口φ125【新設】

配管貫通用アルミパネル【新設】

配管貫通用アルミパネル【新設】

点検口□450（アルミ製）

環境配慮工事養生範囲を示す。

昇降足場

昇降足場

既存アルミパネル使用 既存アルミパネル使用

ＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号 23.06.20 確 認申請 提出 時 設計図 Ａ－諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　 １／５０ １／２０ １／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号

ＭＴＳＮ長田　伸亮 １／１００ １／３０ １／１５０ １／Ｎ 2025 . 09 . 05TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  

１／４００
04

１ 階 平 面 図 （ 諏 訪 中 学 校 ）

標準用紙サイズ：Ａ３

諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事
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空調設備設置工事対象室を示す。

凡 例

くさび緊結式足場W600（手摺先行方式）

配管用貫通口φ125【新設】 配管用貫通口φ125【新設】

点検口□450（アルミ製）

環境配慮工事養生範囲を示す。
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凡 例

空調設備設置工事対象室を示す。

くさび緊結式足場W600（手摺先行方式）

昇降足場

点検口□450（アルミ製）

配管用貫通口φ125【新設】

配管用貫通口φ125【新設】 配管用貫通口φ125【新設】 配管用貫通口φ125【新設】

環境配慮工事養生範囲を示す。

配管用貫通口φ125【新設】

昇降足場

昇降足場
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1：10図書室エアコン設置詳細図
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00.00

特 記 仕 様2

（別表）　しゅん工時提出物　　（・に○印のついたものを提出する。）

5 機 器 取 付 高

６ 定 期 報 告

4 接 地 極

3 ハ ン ド ホ ー ル

1

2

工 事 場 所

建 物 概 要

工 事 種 目3

共 通 仕 様1

長 野 県 諏 訪 市 清 水 ３ 丁 目 ３ ６ １ ９ － ３

1)　品 質及 び性能 に関 する 試験デ ータ が整備 され てい ること 。

（○印 のつ いたも のを 適用 する。 ）

電 灯 設 備

動 力 設 備

電 熱 設 備

建 物 別 及 び 屋 外

受 変 電 設 備

項 目

幹 線、分 岐

雷 保 護 設 備

工 事 種 目

構 内 交 換 設 備

誘 導 支 援 設 備

情 報 表 示 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

拡 声 設 備

静 止 形 電 源 設 備

構 内 情 報 通 信 網 設 備

直流 電源 装置

ＬＡ Ｎ用 配管

電話 設備

発 電 設 備

時計設 備

インターホン・トイレ呼出し設備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

防犯・ 入退 室管理 設備

自 動 火 災 報 知 設 備

自 動 閉 鎖 設 備

非 常 警 報 設 備

ガ ス 漏 れ 警 報 設 備

非常放 送装 置

予備配 管

中 央 監 視 制 御 設 備

構 内 配 電 線 路

構 内 通 信 線 路

昇 降 機 設 備

電 力 貯 蔵 設 備

建　物 　名 　称

(1) 項 目は 、番 号に○ 印の 付いた もの を適 用する 。

(2) 特 記事 項は 、○印 の付 いたも のを 適用 する。

項 目 特 記 事 項
構  　造 階  　 数 延  面  積  (㎡ ) 備 　　 　　　 考

特記仕 様は 別紙 「特記 仕様 書（共 通事 項） 」によ るほ か次の 各項 目に よる。
完成図１

個 別 提 出 物

工 事写 真

完 成写 真

施 工の 試験 成績書

社 内試 験成 績書

機 器完 成図５

６

７

８

９

発 生材 処理 報告書

納 入品 一覧 表

官 公署 手続 、検査 書（ 管理者 用正 本、 写し）

工 事記 録　 　（打 合せ 簿、工 事日 誌、 協議書 ）

10

11

12

14

15

一 括 提 出 物

機 材の 試験 成績書

1313

保 全に 関す る資料 （取 扱い説 明書 も含 む）

項 目 特 記 事 項

・

（ 廃棄 物処 理実施 書、 運搬及 び処 理の 委託契 約書

　 の写 し、 マニフ ェス トの写 し、 フロ ー図）

設計図２

・  CADデ ータ

引渡書

納入品

３

４

・  ハン ドホー ルフ ック、 ジャ ッキ 　　

・  予 備品 　　・  盤類の 鍵

・  CADデ ータ (jww及 び pdf形 式 )

管理 技術 者設 計事 務所名

構 造担 当

積 算担 当

電 気設 備担当

機 械設 備担当

主 任担 当技 術者 担当 技術者

意 匠担 当 名 　　 　　称 測　 点 取 付高 (mm)

取 引 用 計 器 地上 ～上 端

引 込 開 閉 器 床上 ～上 端

分 電 盤 床上 ～中 心

タン ブラス イッ チ

    〃   　 (和室 )

コン セント (一般 )

  〃   (身障 者用 )

ブラ ケット (一般 )

　 　〃 　　 (踊 場 )

　 　〃 　　 (鏡 上 )

避 難 口 誘 導 灯

廊 下 通 路 誘 導 灯

〃

〃

〃

〃

〃

鏡端 ～中 心

床上 ～下 端

床上 ～上 端

壁 掛 形 制 御 盤 床上～ 中心

手 元 開 閉 器

操 作 ス イ ッ チ・

押 ボ タ ン

〃

〃

2,000

1,800

1,500

1,300

  300

2,100

2,500

  150

　 　 1,500以上

　 　 1,000以下

1,500

(上端 1,900以 下 )

1,500

1,300

電

灯

動

1,100

  150

(上端 1,900以 下 )

名　 　　 　称 測　点 取付 高 (mm)

壁 掛 形 親 時 計

子 時 計

壁 掛形 スピ ーカー

床上 ～中心

〃

〃

〃

1,500

1,300

(天 井高 )× 0.9

(天 井高 )× 0.9

(上端 1,900以 下 )

図 面に特 記な きも のは下 表を 標準と する 。但 し下表 によ りがた い場 合に は監督 員と の協議 によ る。

力

室 内 端 子 盤 床上 ～下 端   300

1,500床上 ～中 心

(廊下 ・室 内 )

中 間 端 子 盤

(EPS・ 電気 室 )

集 合 保 安 器 箱

壁付 アウト レッ ト

　ボ ック ス (一般 )

   　  〃 　 (和室 ) 〃

〃

〃 (天井高 )× 0.9

  300

  150

時

計

・

拡

声

表 示 盤

壁 付 発 信 器

ベ ル

ブ ザ ー

身 障 者 用 表 示 灯

壁 付イ ンタ ーホン

　 〃　 (身 障者 用 )

    〃   　 (一 般 )

    〃   　 (和 室 )

機 器 収 容 箱

    〃   　 (一 般 )

    〃   　 (和 室 )

床上 ～中心

床上 ～中心

床上 ～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1,300

1,300

  900

1,500

  300

  150

  300

  150

(天 井高 )× 0.9

(天 井高 )× 0.9

(天 井高 )× 0.9

(天 井高 )× 0.9

表

示

イ

ン

ン

タ

｜

ホ

押 ボ タ ン

1,100

 〃  (身障 者用 押釦 )

壁 付位 置ボ ックス

　(壁付インターホンを除く)

復 帰 ボ タ ン 1,800

2,000

テ
レ
ビ
共
同
受
信

受 信 機

副 受 信 機

機 器 収 容 箱

ベ ル

消 火 栓 表 示 灯

床上 ～中心

〃

〃

〃

〃

(天 井高 )× 0.9

(天 井高 )× 0.8

800～ 1,500

800～ 1,500

800～ 1,500

800～ 1,500

火

知

報

災

発 信 器

床 上～ 操作部

電

話

警 報 盤 床上 ～中 心 1,500

    〃   (便 所等 )

    〃   　 (台上 )

〃

台上 ～中 心   150

  500

共

通

床上 ～中 心

ア ッ テ ネ ー タ ー

ア ウ ト レ ッ ト

（管理者からの聞き取り調査 を含め、調査には必ず管理者の立会いを要する 。）

Ａ 種 接 地

Ｂ 種 接 地

Ｃ 種 接 地

・

・

・

リー ド端 子付 　堀削 埋戻 中心深 さ  　  ２ m　  埋 設標 （黄銅 製又 はス テンレ ス製 ）

Ｄ 種 接 地
接地 棒（ １０ φ×１ 、５ ００）  　リー ド端 子付　 打ち 込み 式

　　 　　 　　 　　　 　  　  　　 　　 　　 　　埋 設標 （黄銅 製又 はス テンレ ス製 ）

下表に よる 。ただ し、 これに より がた い場合 は監 督員と の協 議に よる。

・

・

・

ハ ン ド ホ ー ル

ハ ン ド ホ ー ル

ハ ン ド ホ ー ル

Ｎ ｏ .－    

Ｎ ｏ .－    

Ｎ ｏ .－    

蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）    　　 　         （アル ミ梯 子付 ）

蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）    　　 　         　（既 製足 場付 ）

蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）    　　 　         　（既 製足 場付 ）

  　 ６００ ×   　６ ００× 　　 ６８０ Ｄ　 　　

  　 ９００ ×   　９ ００× １、 １００ Ｄ　 　　底 部  ＧＬ －１ 、２ ６０以 上

  　 ９００ ×   　９ ００× 　　 ９００ Ｄ　 　　底 部  ＧＬ －１ 、０ ６０以 上

Ｎ ｏ .－    

ハ ン ド ホ ー ル
・

  　 ４５０ ×   　４ ５０× 　　 ６８０ Ｄ　 　　※ 植栽 帯等 車両の 通行 の恐れ がな い場 所、

蓋  ＷＰ Ｍ－ ４５Ｂ 　　 （Ｅ マーク 入） 　　　 　　 　収 容ケー ブル が少な い場 所に 限る

・

・

・
ハ ン ド ホ ー ル

・
ハ ン ド ホ ー ル

ハ ン ド ホ ー ル

Ｎ ｏ .－    

Ｎ ｏ .－    

Ｎ ｏ .－    

蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）      　 　　       （アル ミ梯 子付 ）

蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）    　　 　         （アル ミ梯 子付 ）

蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）   　　 　          （アル ミ梯 子付 ）

１、 ０００ ×１ 、０ ００× １、 ４００ Ｄ　 　　底 部  ＧＬ －１ 、６ ００以 上

１、 ０００ ×１ 、０ ００× １、 １００ Ｄ　 　　底 部  ＧＬ －１ 、３ ００以 上

１、 ０００ ×１ 、０ ００×   　 ９００ Ｄ　 　　底 部  ＧＬ －１ 、０ ６０以 上

・

・

ハ ン ド ホ ー ル

ハ ン ド ホ ー ル

Ｎ ｏ .－    

Ｎ ｏ .－    蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）   　　 　          （アル ミ梯 子付 ）

蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）   　　            （アル ミ梯 子付 ）

１、 ５００ ×１ 、５ ００× １、 ５００ Ｄ　 　　底 部  ＧＬ －１ 、７ ４０以 上

１、 ２００ ×１ 、２ ００× １、 ５００ Ｄ　 　　底 部  ＧＬ －１ 、７ ００以 上

下 表 に よ る 。 （ 梯 子 は 各 ハ ン ド ホ ー ル に 設 置 す る 。 蓋 取 外 し 用 ジ ャ ッ キ を １ 組 納 入 す る 。 ）

ブ ロ ッ ク ハ ン ド ホ ー ル （寸法 は内 法を 示す。 底部 とはハ ンド ホー ル内側 底部 をいう 。）

・コン クリ ート 相互間 など は、エ ポキ シ系樹 脂接 着剤 により 接着 する。

・ブロ ック の仕 様は国 土交 通省仕 様に 準ずる もの とす る。

・配管 貫通 部は 、原則 とし て根巻 き ｺﾝｸﾘｰﾄ（ F=18N/mm以上） とし 、差し 筋 D10タ テヨ コ @200で補 強す る。

・補強 方法 につ いては 、あ らかじ め監 督員に ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ製作 図を 提出し て承 諾を受 けて 施工す る。

・ハン ドホ ール にノッ クア ウト部 分を 設けて はな らな い。

Ι 工 事 概 要

Ⅱ 管理技術者等

Ⅲ 工 事 仕 様 

(1) 図 面及 び特記 仕様 書に 記載さ れて ない事 項は 、国土 交通 省大 臣官房 官庁 営繕部 の「 公共 建築工 事標 準

(2) 機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用

　　する。

機 材 等 本工 事に使 用す る設 備機材 等は 、設計 図書 に規定 する もの 又は、 これ らと同 等な もの とする 。

ただ し、こ れら と同 等のも のと する場 合は 、監督 職員 の承 諾を受 ける 。

下表 に示す 材料 ・機 材等（ ○印 のもの ）の 製造者 等は 次の 1)から 6)の すべて の事 項を 満たす

もの とし、 この 証明 となる 資料 または 外部 機関が 発行 する 品質及 び性 能等が 評価 され たこと

を示 す書面 を提 出し 監督員 の承 諾を受 ける 。

機材の品質・性能証明

化学物 質を 発散 する

建   築   材   料   等

本工 事の建 物内 部に 使用す る建 築材料 等は 、設計 図書 に規 定する 所要 の品質 及び 性能 を有す る

もの とし、 次の （１ ）から （５ ）を満 たす ものと する 。

(1) 合板、 木質 系フ ローリ ング 、構造 用パ ネル、 集成 材、 単板積 層材 、ＭＤ Ｆ、 パー ティク ル

　　 ボード 、そ の他 の木質 建材 、ユリ ア樹 脂板、 仕上 げ塗 材及び 壁紙 は、ホ ルム アル デヒド を

　　 放散し ない か、 放散が 極め て少な いも のとす る。

(2) 保温材 、緩 衝材 、断熱 材は ホルム アル デヒド 及び スチ レンを 放散 しない か、 放散 が極め て

　　 少ない もの とす る。

(3) 接着剤 はフ タル 酸ジ－ ｎ－ ブチル 及び フタル 酸ジ －２ －エチ ルヘ キシル を含 有し ない難

　　 揮発性 の可 塑剤 を使用 し、 ホルム アル デヒド 、ト ルエ ン、キ シレ ン、エ チル ベン ゼンを

　　 放散し ない か、 放散が 極め て少な いも のとす る。

(4) 塗料は ホル ムア ルデヒ ド、 トルエ ン、 キシレ ン、 エチ ルベン ゼン を放散 しな いか 、放散 が

　　 極めて 少な いも のとす る。

(5) 上記 (1)、 (3)及 び (4)の建 築材 料等 を使用 して 作られ た家 具、 書架、 実験 台、そ の他

　　 の什器 等は 、ホ ルムア ルデ ヒドを 放散 しない か、 放散 が極め て少 ないも のと する 。

なお 、ホル ムア ルデ ヒドを 放散 しない もの とは放 散量 が規 制対象 外の ものを 、ホ ルム アルデ

ヒド の放散 が極 めて 少ない もの とは放 散量 が第三 種の もの をいい 、原 則とし て規 制対 象外の

もの を使用 する もの とする 。

ただ し、該 当す る材 料等が ない 場合は 、第 三種の もの を使 用する もの とする 。

また 、「ホ ルム アル デヒド の放 散量」 は、 次のと おり とす る。

材 料 ・ 機 材 名 材 料 ・ 機 材 名

電気 錠

その 他、監 督員 の指示 によ るもの

2)　生 産施 設及び 品質 の管 理が適 切に 行われ てい るこ と。

3)　安 定的 な供給 が可 能で あるこ と。

4)　法 冷等 が定め る場 合は 、その 許可 ・認可 ・認 定ま たは免 許を 取得し てい るこ と。

5)　製 造ま たは施 工の 実績 があり 、そ の信頼 性が ある こと。

6)　販 売、 保守等 の営 業体 制が整 えら れてい るこ と。

ホルムアルデヒドの放散量 該　当 　す 　る 　建　 築　 材　料

① JIS及 び JASの  F☆☆ ☆☆ 規格品

②建築 基準 法施 行令第 ２０ 条の７ 第４ 項に よる国 土交 通大臣 認定 品

③下記 表示 のあ る JAS規格 品

ａ  非ホ ルムア ルデ ヒド系 接着 剤使 用

ｂ  接着 剤等不 使用

ｃ  非ホ ルムア ルデ ヒド系 接着 剤及 びホル ムア ルデヒ ドを 放散

　  させ ない材 料使 用

ｄ  ホル ムアル デヒ ドを放 散さ せな い塗料 等使 用

ｅ  非ホ ルムア ルデ ヒド系 接着 剤及 びホル ムア ルデヒ ドを 放散

　  させ ない塗 料使 用

ｆ  非ホ ルムア ルデ ヒド系 接着 剤及 びホル ムア ルデヒ ドを 放散

　  させ ない塗 料等 使用

① JIS及 び JASの  F☆☆ ☆規 格品

②建築 基準 法施 行令第 ２０ 条の５ 第３ 項に よる国 土交 通大臣 認定 品

③旧 JISのＥ○ 規格 品

④旧 JASのＦ○ ○規 格品

規 制対 象外

第 　三 　種

施 工 条 件 明 示 項 目

電 気 保 安 技 術 者 工事 現場の 電気 工作 物（電 路、 自動扉 、自 動シャ ッタ ー、 電動機 等も 含む） の保 安業 務

を行 うもの とす る。

電 気 工 事 士 契約 電力５ ００ ｋＷ 以上の 電気 工作物 にお いても 、第 一種 電気工 事士 により 施工 を行 う。

実 施 工 程 表 及 び (1) 実施工 程表 、総 合施工 計画 書は、 工事 着手に 先立 ち速 やかに 提出 する。

(3)特別 管理 産業廃 棄物

施 工 計 画 書 (2) 工種別 の施 工計 画書は 、当 該工事 に先 立ち速 やか に提 出し、 品質 計画に 係る 部分 は

  　 監督職 員の 承諾 を受け るこ と。

使用材 料発 注先 調書 使用 材料名 、製 造者 名、発 注先 、品質 性能 証明資 料提 出の 省略に つい て記載 した 調書 を作成 し、

監督 員の承 諾を 受け る。

発 生 材 の 処 理 使用 材料名 、製 造業 者名、 発注 先等を 記載 した調 書を 作成 し提出 する 。

(2)引渡 しを 要する もの 以外　 　・ 構外 搬出し 、関 係法令 によ り適 切に処 理を する。

・無　・有（PCB使用機器：関連法令により適切に処理し建物管理者に引き渡す。）

(4)再利 用又 は再資 源化 を図る もの

監 督 員 事 務 所 ・設 けない 　　 ・設 ける（ 規模 ：　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 ）

・無　　・有（・廃蛍光管　　・コンクリート・木材・アスファルト・金属くず・ダンボール類　）

・備 品（　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 ）

(1)引渡 しを 要する もの ・無　 　　 ・有　 （　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　）

工 事 用 仮 設 物 すべ て請負 者の 負担 とする 。

　構 内に作 るこ とが 　　・ でき る　　 　・ できな い

足 場 ・ さ ん 橋 類 ・別 契約の 関係 請負 者が定 置し たもの は、 無償で 使用 でき る。

・本 工事で 設置 する 。

・外 部足場

　（　・A種［施工箇所面に枠組足場を設ける。］　・B種［施工箇所面に単管本足場を設ける。］

　　　・C種［仮設ゴンドラを使用する。］　　　　・D種［移動式足場を使用する。］　　　　　　）

工事用電力・水・その他 本工 事に必 要な 工事 用電力 、水 等の費 用及 び官公 署そ の他 の関係 機関 への諸 手続 等に

要す る費用 は請 負者 の負担 とす る。

工 事 写 真

し ゅ ん 工 時 提 出 物

再 使 用 機 器

耐 震 施 工

工事の 着手 に先 立ち、 撮影 計画の 作成 を行 い、監 督職 員へ提 出す るこ と。

標準仕 様書 及び 別表に よる 。

取外し 再使 用機 器は、 原則 として 清掃 及び 絶縁抵 抗測 定を行 った 後取 り付け る。

ただし 、絶 縁劣 化等で 使用 に耐え ない 場合 は、監 督職 員に報 告す る。

設備機 器の 固定 は、「 建築 設備耐 震設 計・ 施工指 針２ ０１４ 年版 　： 監修（ 独） 建築

研究所 」に よる 。なお 、施 工に際 し、 耐震 強度計 算書 を監督 員に 提出 し承諾 を受 ける

ものと する 。

(1) 設 計用 水平 地震力

　　機 器の 重量 ［ｋｇ ｆ］ に、設 計用 標準 水平地 震度 を乗じ たも のと する。

　　な お、 特記 なき場 合、 設計用 標準 水平 地震度 は次 による 。

重要機 器 一般 機器 重要 機器 一般 機器
機 器種 別設置 場所

2.0 1.5機 　　 　　　 器

防 振支 持の機 器

水 槽類 （※１ ）

機 　　 　　　 器

防 振支 持の機 器

水 槽類 （※１ ）

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.61.0

1.0

1.5

1.0

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

0.6

機 　　 　　　 器

防 振支 持の機 器

水 槽類 （※１ ）

屋 上及 び塔 屋

上 層階 、　 　

中 間 階

地下 ･１階

（※ １） 水槽類 には オイル タン ク等 を含む 。

　　２ ～６ 階建 の場合 は最 上階、 ７～ ９階 建の場 合は 上層２ 階、

　　１ ０～ １２ 階建の 場合 は上層 ３階 、１ ３階以 上の 場合は 上層 ４階 とする 。

　設計用標準水平地震度

(2) 設 計用 鉛直 地震力

　　設 計用 水平 地震力 の１ ／２と し、 水平 地震力 と同 時に働 くも のと する。

　◎重 要機 器の 定義は 次に よる。

　◎上 層階 の定 義は次 によ る。

　　・ 受変 電設 備　　 ・発 電設備 　　 ・直 流電源 設備 　　・ 交流 無停 電電源 装置

　　・ 交換 機　 　・自 動火 災報知 受信 機　 　・中 央監 視装置 　　 ・　

あ と 施 工 ア ン カ ー

確認試験は、・性能確認試験(　　本）・施工後確認試験(　　本 )を確認強度  　 kNにて行う。

防 火 区 画 等 の

　　貫 　通 　処　 理

電 線 ・ ケ ー ブ ル

電線等 が、 防火 区画又 は防 火上主 要な 間仕 切りを 貫通 する場 合の 施工 状況に つい て、

貫通個 所の 両面 から写 真撮 影し、 工事 写真 として 提出 する。

(1) EM-EEF は 紫外 線に よる劣 化を 抑止す る性 能を持 たせ 、「 ﾀｲｼｶﾞｲｾﾝ EM-EEF」 と

　　表 記さ れた ものを 使用 する。

(2) EM-UTP は  JIS X 5150「構内 情報 配線 システ ム」 に準じ 、絶 縁材 料及び シー スに

　　 JIS規格に よる EMケ ーブル の耐 燃性ポ リエ チレン を用 いた もの。

予 備 配 管 埋込分 電盤 から の立上 り予 備配管 は、 予備 の配線 用遮 断器４ 個以 下の 場合は (25)を１本

５個以 上の 場合 は (25)を２ 本、天 井ま で立 上げる 。

呼 び 線 長さ１ m以上の 入線 しな い電線 管に は、１ .２ mm以 上の ビニル 被覆 鉄線 を挿入 する 。

金属製 電線 管の塗 装 下記の 露出 配管 は塗装 を行 う。

　　・ 屋　 外　 　　・ 屋　 内（　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 ）

・A種［山砂の類：水締め、機器による締固め］

・C種［他現場の建設発生土の中の良質土：機器による締固め］

・D種［再生コンクリート砂：水締め、機器による締固め］

・B種［根切り土の中の良質土：機器による締固め］埋 め 戻 し 土
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9

8

7

6

5

4

3

2

1

・特 定の 施設 　 ・ 一般 の施設 　

・公 共建築 工事 積算 基準の 解説 (設 備工 事編 )の「 執務 並行 改修」

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）第1編 第2章 第12節による。

(一社)公共建築協会による「建築材料・機材等品質性能評価事業」における評価対象となる電気設備機材

（参考図書：長野県営繕工事の手引き（以下、 「手引き」という。）（令和３年版）長野県 建設部施設課監修）

建 設 発 生 土 の 処 理 ・場外 搬出 処理 　　　 ・構 内の指 定場 所に 敷き均 し　 　　

ケ ー ブ ル 埋 設 票

(2) 低 圧地 中配 線にあ って も地中 線埋 設標 識シー トを 敷設す る。

(3) 配 管埋 設幅 が 750㎜ を超え る場 合は、 地中 線埋設 標識 シー トは２ 条以 上敷設 する 。

(1) 露 出す るプ ルボッ クス の本体 及び ふた の仕上 げは 、メラ ミン 焼付 塗装と する 。

(2) 露 出す るプ ルボッ クス のふた の止 めね じは化 粧ビ スとす る。

プ ル ボ ッ ク ス

フラッ シュ プレー ト 図面に 特記 ある もの及 び特 殊なも のを 除き 　　　 　　 ・金属 製　 　　 ・樹脂 製

プレー トの 用途表 示 プルボ ック ス、 ジョイ ント ボック ス及 び機 器を実 装し ないプ レー トに は、用 途を 明示

した略 標を つけ る。

配 線 器 具 タンブ ラス イッ チは連 用形 とする 。

壁 付 け コ ン セ ン ト (2P15A )は 原 則 と し て 連 用 形 と す る 。 た だ し 、 ２ 口 の 場 合 は 複 式 を

使用し て良 い。 また (2P15A)以 外は すべて キャ ップ付 とす る。

機 器 へ の 接 続 本工事 の動 力制 御盤よ り別 途電動 機等 への 配線の 接続 は本工 事と する 。

照 度 測 定

　　用 　　 途： 　・　 非常 用照明 　　 ・　 一般照 明

・　学 校施 設に おける 室内 照度測 定（ 測定 教室： 　　 個所、 　測 定黒 板面： 　　 個所）

※ 教室の 照度 は、１ 教室 当た り机上 面 9か所 、黒 板垂直 面 9か所 で測 定する

盤 類 (1) 分 電盤 等の 図面ホ ルダ ーに、 単線 結線 図・絶 縁抵 抗測定 表・ 接地 抵抗測 定表 を

　　収 納す る。

(2) 端 子盤 には 、線番 表・ 結線表 を備 え付 ける。

グリー ン購 入の推 進 長野県 グリ ーン 購入推 進方 針に基 づく 調達 項目

＜資材 ＞　 ・照 明制御 シス テム　 　・ 変圧 器　　 ・（ 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　）

＜建設 機器 ＞　 ・排出 ガス 対策型 建設 機器 　・低 騒音 型建設 機器

他 工 事 又 は 他 工 種

　 　 と の 取 り 合 い

その他 及び 電子納 品 保険等 の各 種措 置及び 電子 納品に つい ては 、別添 「特 記仕様 書 (共通 事項 )」 によ る。

その他

・　

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

配管下部は50㎜以上、上部は100㎜以上、砂を用いて締固めること。

工事しゅん工後3ヵ月、 12ヶ月に点検をして、その結 果を書面で担当者あてに報告する。

別表第一の区分

消防法施行令

・内 部仮設 足場 等（ ・架台 足場 　・移 動式 足場　 ・移 動式 室内足 場　 ・　　 　　 　　 ）

・　測 定場 所： 　・　 各室 （測定 箇所 数　 ９箇所 ）　 ・　廊 下　 　・ 　階段

工事区 分表 によ る。た だし これに より 難い 場合は 監督 職員と 協議 する 。

リー ド端 子付 　堀削 埋戻 中心深 さ  　  ２ m　  埋 設標 （黄銅 製又 はス テンレ ス製 ）

リー ド端 子付 　堀削 埋戻 中心深 さ  　  ２ m　  埋 設標 （黄銅 製又 はス テンレ ス製 ）

(1) 地 中線 路に は、ケ ーブ ル埋設 票を もう ける。 　・ 鉄製　 　　 ・コ ンクリ ート 製

　　既 存校 舎へ の影響 がな いよう に考 慮す る。

・　工 事範 囲外 の校舎 を使 用しな がら の工 事とな るた め、事 前調 査を 十分に 行い 、

銅板１．５ｔ×９０ ０×９００  　補助接地棒（連結式１０φ×１ 、５００） 

銅板１．５ｔ×９０ ０×９００  　補助接地棒（連結式１０φ×１ 、５００） 

銅板１．５ｔ×９０ ０×９００  　補助接地棒（連結式１０φ×１ 、５００） 

　　仕 様書 (電 気設 備工事 編 )(令和４ 年版 )」 (以下、 「標 準仕様 書」 とい う。 )、「 公共 建築 改修工 事標 準

　　仕 様書 (電 気設 備工事 編 )(令和４ 年版 )」 (以下、 「改 修標準 仕様 書」 という 。 )及び 「公 共建築 設備 工

　　事 標準 図 (電気 設備工 事編 )(令和 ４年 版 )」 (以下 、「 標準図 」と いう 。 )による 。

諏 訪総 合設 計　株 式会 社 長田 　伸亮

諏 訪総 合設 計株式 会社 　　長 田　 伸亮

キ ノノ ス設備 設計 　　白 鳥　 智裕

有 限会 社アー バン 設備設 計室 　　 宮下　 千直

・

・  原 図（Ａ ３版 　２ つ折り 製本 ）

・  陽 画（Ａ ３版 　２ つ折り 製本 ）

校舎棟 （７ ）ＲＣ ３

校 　舎　 棟

ＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ 標準用紙サイズ：Ａ３ ＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号 24.01.29 実 施設計 完了 時 設計図 Ｅ－ 01諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　 １／４００ １／５０ １／２０ １／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号

ＦＳＳＮ長田　伸亮 １／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 2025 . 09 . 05TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  特 記 仕 様 書 （ 諏 訪 中 学 校 ）

諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事
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新設ブレーカー設置

キュービクル

4
6
.9

7
KW

負荷
容量主 開 閉 器

電 気 方 式

合 計 容 量

主

回

路

盤 名 称

幹線番号 電圧

負　　荷
分岐開閉器

表　示

手元発停・表示

負 荷 名 称
MCCB

P AF/AT
ELCB

結線方式

BZ記 号

MCCB 3P

AC 3Φ3W 200V

A3200

〃

EM-CET　100

225AF/175AT

防滴型キー付鋼板製 架台共AP-1

〃2階 4.99

〃 〃〃 〃

〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

制

御

回

路

監

視

回

路

発

停 状

態

故

障

満

水

減

水
(KW)

CR 1-3

CR 1-2

CR 1-1

総KW数

50/30

既存動力盤

エアコン 8.03 ELCB 50/50

〃

にじ教室21階

1階 保健室

〃

〃

〃 〃〃 〃 〃

〃 〃〃

負荷
容量主 開 閉 器

電 気 方 式

合 計 容 量

主

回

路

盤 名 称

幹線番号 電圧

負　　荷
分岐開閉器

表　示

手元発停・表示

負 荷 名 称
MCCB

P AF/AT
ELCB

結線方式

BZ記 号

MCCB 3P

AC 3Φ3W 200V

EM-CET　100

キー付

制

御

回

路

監

視

回

路

発

停 状

態

故

障

満

水

減

水
(KW)

新設動力盤 AP-3

総KW数

A3ELCBエアコンＡＰ－３１

エアコンＡＰ－３２ 〃 〃 〃

225/125

225/175

負荷
容量主 開 閉 器

電 気 方 式 主

回

路

負　　荷
分岐開閉器

表　示

手元発停・表示

MCCB

結線方式

発

停
合 計 容 量

盤 名 称

幹線番号 電圧 負 荷 名 称 P AF/AT
ELCB

BZ記 号

キー付

制

御

回

路

監

視

回

路
状

態

故

障

満

水

減

水
(KW)

AC 3Φ3W 200V

MCCB 3P

ELCB

〃 〃

3 A

〃

〃

200

〃

エアコン

〃〃

〃〃〃

新設動力盤 AP-31

3階

第１理科室

第２理科室

スペース

〃

〃

総KW数

225AF/125AT

EM-CET 38

〃 〃 〃〃

負荷
容量主 開 閉 器

電 気 方 式 主

回

路

負　　荷
分岐開閉器

表　示

手元発停・表示

MCCB

結線方式

発

停
合 計 容 量

盤 名 称

幹線番号 電圧 負 荷 名 称 P AF/AT
ELCB

BZ記 号

キー付

制

御

回

路

監

視

回

路
状

態

故

障

満

水

減

水
(KW)

AC 3Φ3W 200V

MCCB 3P

200

新設動力盤

総KW数

AP-32

1階 エアコン木工室 ELCB 3 A

225AF/175AT

225AF/200AT

鋼板製

鋼板製

鋼板製

防水型

防水型

防水型

金工室 〃〃

金工室 〃〃

2.72

7

〃

〃

50/30〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

←空きスペースに新設ブレーカー設置

←空きスペースに新設ブレーカー設置

〃

〃

〃

33.43KW
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結線方式

発

停
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盤 名 称
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200

〃

新設動力盤

〃

1階 エアコン

〃

ELCB 3 A

〃

AP-4

〃

事務室

校長室 〃 〃 〃 〃〃

鋼板製

2.28 50/20

防水型

総KW数

スペース

〃

〃

〃

〃

〃3階 図書室 〃 〃

〃

〃

〃被服教室 〃 〃

〃〃 調理教室

〃

〃

〃〃 〃

〃〃 〃

〃

〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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〃

〃
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〃

〃

〃〃

〃

〃

〃〃 〃

〃 〃

〃

〃
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EM-CET 60

22.13

34.65KW

2
1
.8

9
KW

3
4
.6

5
KW

ＥＭ
－Ｃ

ＥＴ
１０

０

ＥＭ
－Ｃ

ＥＴ
１０

０
２２

５／
２０

０

低圧動力盤 30.0 37.5

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

ＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ 標準用紙サイズ：Ａ３ ＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号 24.01.29 実 施設計 完了 時 設計図 Ｅ－諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　 １／４００ １／５０ １／２０ １／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号

ＦＳＳＮ長田　伸亮 １／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 2025 . 09 . 05TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  高 圧 受 電 設 備 図 ・ 動 力 盤 図 （ 諏 訪 中 学 校 ）

02諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事



中

門

川

BＹ８

AＹ２

AＹ１

AＹ３
BＹ１

BＹ２

BＹ３

BＹ４

BＹ５

BＹ６

BＹ８

AＹ２

AＹ１

AＹ３
BＹ１

BＹ２

BＹ３

BＹ４

BＹ５

BＹ６

9
,
0
0
0

2
,
3
0
0

8
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

5
,
0
0
0

9
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1
1
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

5
,
0
0
0

9
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1
1
,
0
0
0

9
,
0
0
0

2
,
3
0
0

8
0
0

BＸ１ BＸ２ BＸ３ BＸ４ BＸ５ BＸ６ BＸ７ BＸ８ BＸ９ BＸ10

5,800 3,200 2,300 5,050 4,500 9,000 9,000 9,000 9,000

ベランダ

階段

昇　降　口

UP

便所
便所

車椅子用

便所

便所

ロッカールーム

書類保管室湯沸室

校長室

事務室

多目的ホール 技術科研究室 木工室

前室

金工室作品室にじ教室2保健室

職員室

相談室 物入

廊　下

倉庫

階段

UP

放送機材庫
印刷室

(放送スタジオ)

放送調整室

会議室

調理室 研究室

家庭科準備室

被服室

給食室

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

仮設足場

給油室

受水槽室

階　段

屋外プール

１階平面図　　S=1:400

配管ピット

配管 ピット

以降平面図へ

(FEP80)EM-CET100 E22 ×2

EM-CET60 (FEP65)AP-4

AP-3

アスファルト復旧（建築工事）

コア抜き

既存屋外キュービクル

ＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ 標準用紙サイズ：Ａ３ ＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号 24.01.29 実 施設計 完了 時 設計図 Ｅ－諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　 １／４００ １／５０ １／２０ １／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号

ＦＳＳＮ長田　伸亮 １／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 2025 . 09 . 05TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  構 内 配 電 線 路 図 （ 諏 訪 中 学 校 ）

03諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事



54,000

AX1 AX2 AX3 AX4 AX5 AX6 AX7 AX8 AX9

BX1

5,800 3,200 2,300 5,050 4,500 9,000 9,000 9,000 9,000

56,850

1
1
,
0
0
0

3
,
0
0
0

9
,
0
0
0

5
,
0
0
0

4
6
,
0
0
0

5
8
,
1
0
0

BY8

BY1

BY3

BY4

BY5

BY6

BX2 BX3 BX4 BX5 BX6 BX7 BX8 BX9 BX10

EXP.J EXP.J

AY3

AY2

AY1

9
,
0
0
0

2
,
3
0
0

1
1
,
3
0
0

8
0
0

湯沸室書類保管室

校長室

相談室 物入

職員室
廊　下

倉庫

階段
UP

車椅子用
便所

便所

便所

便所

ロッカールーム

印刷室
放送機材庫

放送スタジオ

放送調整室

給油室

調理教室

家庭科準備室

研究室 被服教室
受水槽室

昇　降　口
階段

UP

多目的ホール

保健室 特殊教室１ 作品室 金工室

木工室技術科研究室

前室

階　段

6,300 2,700 4,000 5,000

5,500 9,000 3,000 9,000 9,000 9,000 5,000 4,500

BY8

1
1
,
0
0
0

3
,
0
0
0

9
,
0
0
0

5
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

4
6
,
0
0
0

5
8
,
1
0
0

BY1

BY2

BY3

BY4

BY5

BY6

AY3

AY2

AY1

9
,
0
0
0

2
,
3
0
0

1
1
,
3
0
0

8
0
0

事務室

BP

AC-1

AC-1

AC-2 AC-2AC-2

AC-2 AC-2

AC-2 AC-2

AC-2

コ

コ 防

コ 防防コ

コ

コ

コ

コ

EM-CET14 E5.5 7

AP-4

4

CR Z35

W=200 ﾌﾀ付
EM-CE5.5 -4C 1

CR Z35

W=200 ﾌﾀ付

EM-CE5.5 -4C 1

EM-CE5.5 -4C 2

3

EM-CE5.5 -4C 6

CR Z35

W=200 ﾌﾀ付
EM-CE5.5 -4C 5

EM-CE5.5 -4C 4

AP-3

既存盤AP-1

6

6 7

EM-CE5.5 -4C

EM-CE5.5 -4C

6

7
既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

CR Z35

W=200 ﾌﾀ付

EM-CE5.5 -4C

EM-CE5.5 -4C

6

7

1 2

CR Z35

W=200 ﾌﾀ付

EM-CE5.5 -4C

EM-CE5.5 -4C

5

6

CR Z35

W=200 ﾌﾀ付

EM-CE5.5 -4C

EM-CE5.5 -4C

1

2

EM-CE8 -4C

EM-CE8 -4C

EM-CET14 E5.5 

3

4
CR Z35

W=200 ﾌﾀ付
5

【自動火災報知設備】

既設差動式スポット感知器

（移設に伴い、取外し・再取付）
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【自動火災報知設備】

既設差動式スポット感知器

（移設に伴い、取外し・再取付）

BP ブランクプレート　１ヶ用　新金属

EM-AE1.2-4C
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【自動火災報知設備】

既設差動式スポット感知器

（移設に伴い、取外し・再取付）

BP ブランクプレート　１ヶ用　新金属

EM-AE1.2-4C
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（２）新設配管は、既設配管の接続前に試験を行う。

○

章 項　　　　　目 特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

２ 監 督 員 事 務 所

４ 足場・さん橋類

５ 実施工程表及び

　 施 工 計 画 書

６ 官公署への手続き

・設けない　・設ける（・１号　・２号　・３号　・４号　・５号）

・別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　・本工事で負担する。

２．特　記　仕　様

　(1)章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを適用する。

この工事に必要な工事用電力、用水、諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。３ 工事用電力･用水等

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。１ 機 　　材　　　等

製造業者等が定められている機材については、設備機材等指定表又は、(社)公共建築協会が実施

する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によって所要の品質・性能を有することの評価

を受けた材料・機材等によるほか、これらと同等のものとする。ただし、これらの同等のものと

する場合は、監督職員の承諾を受ける。

機材の品質・性能証明

使用する機材が設備機材等指定表による製造業者等のもの又は、「建築材料・設備機材等品質性

能評価事業」によって所要の品質・性能を有することの評価を受けたものである場合は、共通仕

様書第１編第１章第４節１．４．１（ｂ）の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出

を省略することができる。ただし、共通仕様書に規定される製作図、試験成績書等は除く。

実施工程表及び施工計画書は、工事着手に先立ち速やかに提出する。

工事に必要な官公署などの手続きは、請負者が代行し速やかに行う。

　(2)特記事項のうち選択する事項は・印の付いたものを適用し、・印の付いたものは適用しない。

建　　　物　　　名　　　称 構　　造 延床面積(㎡) 備　　　　　　考

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

屋　　外

Ⅰ．工　事　概　要

建　物　別

工 事 種 目

○　冷　 暖 　房 　設 　備

○　暖　　 房　　設 　　備

○　自　動　制　御　設　備

○　厨　房　機　器　設　備

○　温　　泉　　設　 　備

○　冷　却　水　配　管  設  備

○　オ　イ　ル 設 備

○　L　P　ガ　ス　設　 備

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

　　　　　　対　象　部　分：

方　法　及　び　種　別 設　　　　　　備　　　　　　概　　　　　　要

空　　　調　　　方　　　式

冷　　暖　　房　　方　　式

暖　　　房　　　方　　　式

換　　　気　　　方　　　式

給　　　水　　　方　　　式

排　　　水　　　方　　　式

消　火　設　備　の　種　別

ガ　　ス　　の　　種　　別

・ ・ ・ ・

・ヒートポンプ（EHP) ・ ・

・温風暖房 ・温水暖房 ・

・

・

・局所換気 ・ ・ ・

・水道直結式　　　・加圧式　　　　　・高置タンク式（・上水　・井水）

・建物内汚水、雑排水（・分流　・合流）

し尿浄化槽　　　　　（・合併　・単独　・併合）

放流先　　　　・公共下水　　　・合併浄化槽　

・建物外汚水、雑排水（・分流　・合流）

・屋内消火栓設備 ・消火器 ・ ・

・液化石油ガス（発熱量 12,000 Kcal/Kg）

一

般

共

通

事

項

外　　　気
屋　　　　　　　　　内

一　般　系　統

夏　季

冬　季

温度(DB) 湿度(RH)

℃

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 温度(DB) 湿度(RH)

・設ける　　・　

４ ばいじん量測定口 ・設ける（測定口は80φとする）　・　

・鋼板製（・3.2mm　・4.5mm）　　・ＳＵＳ304（・0.8mm　・1.0mm）　・鋼管

６ ダ　　 ク 　　ト

５ 煙　　　　　　 道

７ 風 量 測 定 口 取り付け箇所は（・図示した位置　　　・送風機吐出ダクト又は吸込ダクト

　　　　　　　　・外気取入れダクト　・空調機出口チャンバーの分岐ダクト）

８ チ ャ ン バ ー 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音

内貼りしたチャンバーには点検口を設け、点検口の大きさは図示による。

９ ダクトの防漏策

シーリング材を充填する。

10 防 煙 ダ ン パ ー 復帰方式（・遠隔　・　　　　　）

定格入力は、ＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。

11 ピストンダンパー 復帰方式（・遠隔　・　　　　　）

13 温　　 度 　　計

・冷温水ヘッダー（往）及び各返り管。

・空気調和機（パッケージ形を含む）のサプライチャンバ、レタンダクト、外気取入れダクト及

びレタンチャンバ。

・温風暖房機の吐出ダクト、レタンダクト、外気取入れダクト及びレタンチャンバ。

14 圧　　 力 　　計

15 瞬　間　流　量　計 ピトー管方式によるもので止水コック付とし、形式及び取付部は下記による。なお、着脱形の指

示部は（・40Ａ用　個　・100Ａ用　個　・250Ａ用　個）附属とする。

・冷凍機の冷水管（出口側）及び冷却水管（出口側）に（・固定形　・着脱形）を設ける。

・直だき吸収冷温水機の冷温水管（出口側）及び冷却水管（出口側）に（・固定形　・着脱形）

を設ける。

・冷温水ヘッダーの（・各送り管　・各返り管）に（・固定形　・着脱形）を設ける。

・空気調和機の冷温水管（入口又は出口側）に（・固定形　・着脱形）を設ける。

・図示の箇所に取付ける。

１ ダ　　 ク 　　ト

・厨房系統の排気用ダクトは、共通仕様書より１番手厚いものを使用する。

２ 風 量 測 定 口

３ ダ 　ン 　パ 　ー 空気調和設備の該当項目による。

・厨房系統　・浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　・　４ 排気ダクトのシール

５ チ ャ ン バ ー 空気調和設備の該当項目による。

６ 耐　 火 　措 　置

１ ダ　　 ク 　　ト

自家発用換気ダクトが自家発室外を通過する場合の耐火措置は図示による。

・亜鉛鉄板　・　

２ 排 煙 口 の 形 式

３ 排煙口開放装置

４ 排 煙 風 量 測 定

１ 中央監視制御装置 ・有り　　・無し

図示による２ 中央監視制御装置

３ 電　　 線 　　管

　 の 構 成 ・ 機 能

１ 大 便 器 洗 浄 弁

・ノンホールディング機構
２ 大便器ロータ ンク ・流動装置付

・不凍結装置付　　・個別感知フラッシュ方式（・埋込　・露出）

   ハ イ タ  ン ク

・露出　　・隠ぺい　　・水抜き装置付

・節水コマ　・固定コマ（・寒冷地対応形　・　　　　　　）

・陶器製（・露出形　・　　　　）

・陶器製（・露出　・埋込）

・設ける（ピット内は除く）　　・設けない

１ 量　　 水 　　器 ・親メーター（・貸与品　・　　　　）　・子メーター（・買取り　・　　　　）

２ 量　 水 　器 　桝 ・水道事業者指定品（・貸与品　・買取り）　・標準図ＭＣ形

４ 引 込 納 付 金 等 ・要（・本工事　・別途工事）　・不要

５ 給　 水 　勾 　配 ・不凍栓の二次側は水抜きが確実にできること。

６ 建物導入部配管

１ 洗面器等の排水管 洗面器及び手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

屋内　・80Ａ以下は1/50、100Ａ以上は1/100以上　　屋外　・1/100以上　・　２ 排　 水 　勾 　配

図示の箇所に取付ける。３ 満 水 試 験 継 手

・図示の箇所に取付ける

２ 弁　　　　　　 類

１ 屋 内 消 火 栓 箱 ・ＨＢ－１Ａ　　・ＨＢ－１Ｂ　　・　

２ 建物導入部配管

１ 機 器 の 寸 法 概略寸法とする

２ 燃　 焼 　機 　器 使用ガス（・都市ガス　・液化石油ガス）

１ 充 て ん 容 器 ・別途（・50kg　・　　　　）

・標準図による

３ 転 倒 防 止 等

２ 集 　合 　装 　置

・標準図の（・(a)　・(b)）による

４ メ　 ー　 タ 　 ー ・親メーター（・貸与品　・　　　　）

５ ガス漏れ警報器

６ 引 込 負 担 金 ・要（・別途工事　・本工事）　・不要

７ 緊 急 遮 断 弁 等 ・要（　　　　　　　　　　）　・不要

８ 建物導入部配管

２ 測　　 定 　　表

１ 調　 査 　依 　頼

２ 工事カルテ作成と

　 登録  

監督員に速やかに提出する。

「工事カルテ」の提出期限

３ 施工体制台帳等

請契約届出書及び施工体系図）を整備する。

○

換

気

設

備

○

○

衛

生

器

具

設

備

○

給

水

設

備

○

○

○

○

ガ

ス

設

備

そ

の

他

○

空

気

調

和

設

備

○

冷

暖

房

設

備

○

暖

房

設

備

１ 設 計 温 湿 度

３ 煤 煙 濃 度 計

１　提出書類等目録 

４　保守管理手引

５　保全に関する説明書

注)完成図面の種類は、設計図面に準じて作成のこと。

３．工　事　種　目（●印を付けたものを適用する）

２．建　物　概　要

１．工　事　場　所

・ワイヤー式　　・電気式（遠隔操作　　・不要　・要）　

・埋込（・SGP-VA　・SGP-PA　・　　　　）　　・露出

・取付箇所（・大便器　・小便器　・　　　　）材質（・陶器製　・　　　　）

・標準図（・(a)　・(b)　・(c)）による。

・標準図（・(a)　・(b)　・(c)）による。

３ 温水洗浄式便座

取付部は下記による。なお、温度計は工業用バイメタル式温度計（目盛板外径100φ）とする。

・温水発生機の温水管（出入口側）

・熱交換器の温水管（出入口側）

・冷凍機の冷水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

・直だき吸収冷温水機の冷温水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

・ボイラーの温水管（入口側）。

・空気調和機の冷温水管（出入口側）及び三方弁装置後の冷温水管（返り）。

・冷凍機の冷水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

・空気調和機の冷温水管（出入口側）。

・直だき吸収冷温水機の冷温水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

・熱交換器の温水管（出入口側）。

取付部は下記による。

・温水発生機の温水管（出入口側）

16 油 面 制 御 装 置 制御盤には（・給油ポンプ制御　・満油警報　・遠隔警報　・電磁弁制御　・返油ポンプ制御

・減油警報　・　　　　　）の端子を設ける。なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線

は製造者の標準仕様とする。

・止水栓付　

・都市ガス（発熱量　　　　　　Kcal/Nm、供給事業者名：　　　　　　　　）

チャンバーの隅部、吹出口又は吸込口の取付用分岐ボックスの接続部及び隅部は、ハンダ付又は、

消設

火備

給設

湯備

排設

水備

自御

動設

制備

・アングルフランジ工法　　・スパイラルダクト

・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）

・アングルフランジ工法　　・スパイラルダクト

・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）

17 絶 縁 フ ラ ン ジ

●

（別表）しゅん工時提出物（○印を付けたものを提出する。作成方法は長野県機械設備工事施工手引による。）

４．設　備　概　要（○印を付けたものを適用する）

・低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト

・低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト

○
排

煙
設

備
○

　
　

　
　

厨
房

機

　
器

設
備

○
　

　
　

　
　

し
尿

浄
化

　
槽

設
備

　

○

４ 小 便 器 洗 浄 弁

５ 小 便 器 洗 浄 用

６ 小 便 器 洗 浄 管

７ 水　　　　　　 栓

８ 化　　 粧 　　棚

９ 石　 け 　ん 　受

10 洗　 　面 　　器

11 標　　 記 　　板

12 大便器耐火カバー

７　官公署届出書類等

８　工具・予備品等

９　工事関係資料等引渡書

10　試運転用油等（　　　　）の納品書写

11　その他監督員指示によるもの又は特記によるもの

階　　数

５．指　定　部　分　　・無　　　　　　・有　（指定部分しゅん工期限　平成　 　年　　 月　　 日）

原則として金属管とする。なお、図示なき場合は、施工手引「施工１３８」による。

　(1)受注時登録 データ の提出は、契約締結後10日以内とする。

　(2)完了時登録 データ の提出は、工事完了後10日以内とする。ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ（図示部分））

ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ　（図示部分））

１ 絶 縁 フ ラ ン ジ

１ 手　　 続 　　等 官公署への手続又は手続変更は、契約後30日以内とし、請負者が代行処理する。

放流水質の測定表を提出する。

３ 弁 　　　　　　類

12 弁 　　　　　　類

する。

％ ℃

湿度(RH)

％ ℃

％  ℃

％ ℃

％℃

％ ℃

％℃

％

取付位置は(・図示した位置　・送風機吐出ダクト又は吸込ダクト　・外気取入れ

ﾀﾞｸﾄ）とする。

・天井取付（・スリット形・スイング形）・壁取付（・スリット形　・　　　　　）

「建築設備定期検査業務指導書」（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査

方法に準ずる。

・バキュームブレーカー　・不凍結装置付　・低圧フラッシュバルブ（

）

加熱方式（・貯湯式　・瞬間式）　給水方式（・給水管直結給水方式　・ポンプ加圧

給水方式）

ＪＩＳ又はＪＶ　・水道直結部分（・１０Ｋ　　・　　　　　）　・その他の部分

（・5Ｋ　・　　　　）

依頼があったた場合はこれに協力する。

本工事について、公共工事労務費調査、資材調査、建設副産物実態調査等県から調査

請負者は、工事請負金額2,500万円以上の工事について、工事実績情報として「工事

ｶﾙﾃ」を

ﾌﾛｯﾋﾟｰ ﾃﾞｨｽｸ

作成し、監督員に提出し承諾を受けた後、(財)日本建築情報総合センターへ

ｶﾙﾃ受領書」の写しを

10日以内に  変更データ を提出する。

　(3)施工中に受注時登録 データ の内容に変更があった場合は、変更があった日から

により提出するとともに、(財)日本建築情報総合センター発行の「工事

一式工事以

（下請契約台帳、再下

工事の下請金額の総額が建築一式工事にあっては、4,500万円以上のもの、建築工事

外の建設工事にあっては、3,000万円以上のものについて、施工体制台帳

給水管

排水管

通気管

給湯管

消火管

排水・通気管　防火区画貫通部　耐火二層管VP

水位管

油管

冷媒管

ﾄﾞﾚﾝ管

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設備

・図示の製品を取付ける ﾏﾚﾌﾞﾙ弁

・

・

・ ・

・ 閉鎖型ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ

・

外壁に面するｶﾞﾗﾘに

直接取り付けるチャンバー及びホッパーは、雨水の滞留のないように施工

品名

管種

品名

管種

使 用 場 所 使 用 場 所

○

管
　

種

屋　内 屋　外 屋　外屋　内

・

（提出部数は監督員の指示に依る）

配管材はｶﾞｽ業者指定品とする。

・設置する（室名：全室　計装工事共　）

○　空　気　調　和　設　備

1

2

3

4

6

5

7

8

２４時換気

二号消火栓箱

換気管

２　完成図（原図・製本・ＣＤ）

３　設計図（原図・マイクロフィルム・ＣＤ）

６　工事完成資料

監督員が指示及び承諾を行っても当該工事に問題点が出れば請負者が修理を負うものとする。

9

○  雨　　水　 　設 　　備

連絡先 (財)日本建築情報総合センタ ーTEL03-3505-2981　FAX03-3505-2966

10

12

11

埋設部　硬質塩ビライニング鋼管　VD
その他　硬質塩ビライニング鋼管　VB

耐熱硬質塩ビライニング鋼管　HTLP

硬質塩化ビニール管　VP

硬質塩化ビニール管　VP

配管用炭素鋼鋼管　SGP

硬質塩化ビニール管　VP

冷媒用被覆銅管

スパイラルダクト管　亜鉛引き

ポリエチレン被覆交換　P1H

耐熱硬質ポリ塩化ビニール管　HTVP硬質塩化ビニール管　VP

耐衝撃性硬質塩化ビニール管　HIVP

ポリエチレン被覆交換　P1H

冷媒用被覆銅管

硬質塩化ビニール管　VP

硬質塩化ビニール管　VP雨水管

循環管 耐熱硬質塩ビライニング鋼管　HTLP ブロー管 耐熱硬質塩ビライニング鋼管　HTLP

○　換　　 気　　設 　　備

○　空　調　機　器　設　備

○　衛　生　器　具　設　備

○　給　 　水　　設 　　備

○　排　 　水　　設　　 備

○　給　　 湯　　設 　　備

○　消 　　火　　設　　 備

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

２空調機器メーカーリスト

三菱電機株式会社 ダイキン工業株式会社

三菱重工冷熱株式会社

日立ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ株式会社

製造会社名 製造会社名 製造会社名機種名称

ヒートポンプエアコン

６．概　成　工　期　　　平成　　 年　　 月　　 日　（土日祭休日工事とする）その他監督員と打ち合わせによる

●

●

34 27 55

Ⅲ．工　事　仕　様
１．共　通　仕　様 （●印を付けたものを適用する。）

●機械設備工事共通仕様書・標準図（平成最新版）国土大臣官房官庁営繕部

●長野県機械設備工事施工手引　　（平成最新版）長野県住宅部施設課

○電気設備工事共通仕様書・標準図（平成最新版）国土大臣官房官庁営繕部

○建築工事共通仕様書　　　　　　（平成最新版）国土大臣官房官庁営繕部

●

８ 被　 害 　届 　等

９ しゅん工時提出物

10 残　 土 　処 　理

11 埋め戻し土・盛土

共通仕様書によるほか別表による。

引渡しを要するもの　　・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再生資源の利用を図る　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物　・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７ 保 　　　　　　険

暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届けを速やかに警察に提出すること。

・根切中の良質土（ただし管の周囲は山砂、川砂又は再生砂）　・山砂の類

・構外搬出適切処理（「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により行うこと。また、施工手引

　第２章第２により発生材処理報告書を作成のこと。）

・構内敷ならし　　・構内指定場所にたい積　　・構外搬出適切処分

建物（施設）引渡しまで請負者は、工事目的物、工事材料等について火災保険等をかけること。

12 発 生 材 処 理

17 文 字 入 名 札 等

電気保安技術者を設置する。

・資格の区分Ⅰ　　　・資格の区分Ⅱ

資材の保管は必ず屋根をかけ地上30cm以上の架台に乗せる。

ス線等で取付ける。

共通仕様書第１編１．７．２によるほか、バルブ類等は必要に応じて合成樹脂製名札をステンレ

13 主任技術者等の適用

14 電気保安技術者

15 技 能 士 の 適 用

16 資 材 の 保 管

・配管　　・冷凍空気調和機器　　・熱絶縁施工　　・建築板金

18 取 扱 説 明 板

19 総　 合 　調 　整

20 定　 期　 報　 告

機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目等を書いた取扱説明板（アクリル樹脂製、文字彫

（管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず管理者の立会いを要する。）

(2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

機器、配管、風道等は耐震を考慮し堅固にすえ付け、取付又は支持を行う。

25 管 の 切 断 及 び

　 ネジ切り・接続

ネジ切り機は自動切り上げ装置付とする。ネジ切りに際しては、ネジゲージを使用してネジが適

正に切られているか確認する。

接合材はペーストシール材とし、ねじ山、管内部及び端面に付着している切削油、水分、ほこり

全てさび止めペイント２回塗布又はプラスチックテープ１回巻とする。

1)設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量)

　え付け又は取付を行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

　設計用標準水平震度

2)設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

設　置　場　所

耐　震　安　全　性　の　分　類

・特定の施設（・甲類　・乙類） ・一般の施設（乙類）

上層階、屋上及び塔屋

中　間　階

地下階、一階

２．０

（２．０）

〈２．０〉

（２．０）

１．５

（１．５）

〈１．５〉

１．０

（１．０）

〈１．５〉

１．５

〈１．５〉

（２．０）

１．５

〈１．５〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

〈１．０〉

０．６

（１．０）

〈１．０〉

０．６

（１．０）

０．６

（１．０）

〈０．６〉

０．４

（０．６）

〈０．６〉

　　　　　　２～６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階建の場合

　　　　　　は上層３階、13階建以上の場合は上層４階

重要機器、重要水槽とは下記に示すものをいう。

　・重要機器　（・消火設備　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　

　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　）

　・重要水槽類（・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　）

重要機器・水槽 一般機器・水槽 重要機器・水槽 一般機器・水槽

・本工事（・風量調整　・水量調整　・室内外空気の温湿度測定　・室内気流及びじんあい測定

　・騒音測定　・初期運転状態の記録）　・別途

　に、次に示す地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。地域係数は1.0とする。

耐震措置の計算及び施工方法は、次に掲げる事項以外、すべて「建築設備耐震設計・施工指針」

（建設省住宅局建築指導課監修1997年版）による。

3)100kg以下の軽量な機器（共通仕様書の適用を受けるものは除く）においても耐震を考慮し据

なお、ライニング鋼管用管端防食継手については、コア挿入型は使用しないこと。

配管、ダクト、器具据え付けにともなうスリーブ、枠入れは本工事とし、他は工事区分表による。

21 容 量 等 の 表 示

22 耐　 震 　措 　置

23 他工事との取合い

24 施工図等の取扱い 施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

工事しゅん工後３ヶ月、12ヶ月に点検をして、その結果を書面で施設課長あて報告する。

(1)機器類の能力、容量等は、表示された数値以上とする。

など十分に除去した後、おねじ部のみ適量塗布する。また鋼管接続後のネジ切り部及び傷跡等は、

（注）１．（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　　２．〈　　〉内の数値は水槽類に適用する。

　　　３．上層階の定義は次による。

込み程度）を設ける。大きさは、約　　　　㎡とする。 機械室

26 吊　　 金 　　物 吊金物は吊込み前に防錆塗料２回塗を行う。（但し亜鉛メッキ鋼棒をのぞく）

27 配　 管 　勾 　配 給水、給湯、消火、冷温水、冷却水管は、図示による水抜きが確実にできるよう水抜き位置に向

かって下り勾配とする。

28 管　 の　 保　 護 コンクリート内の鋼管、鉛管及び塩ビ管については、プラスチックテープを1/2重ね１回巻きと

29 管　 の 　埋 　設 土中埋設管（排水含む）は、管の上下をサンドクッション厚100mmで保護する。

30 管 の 埋 設 表 示

排水管を除く管には、埋設表示用テープを設置する。

31 貫 通 部 の 処 理

32 管 の 圧 力 又 は

33 溶　 接 　部 　の

　 振 動 絶 縁 効 率

   非 破 壊 検 査

34 機器の基礎 及び 振 動 絶 縁 効 率基　　　　　　礎機　　　　　器

空 調 用 ポ ン プ 及び

ボイラー給水用ポンプ

遠 　心 　送 　風 　機 ・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 80％以上　・　

・ 80％以上　・　

・ 　％以上　・　

検査の種類　・ＲＴ　　・ＰＴ又はＭＴ

・別図による。

35 塗 　　　　　　装 下記の金属電線管は塗装を行う。

既存のコンクリート床及び壁の配管貫通部の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

   消 音 内 貼 り

共通仕様書第２編によるほか下記による。

給水管、給湯管、冷温水管等の管、バルブ（グランド部を含む）、フランジ、可とう継手及び空

調ダクトのフランジは、建物内外共保温する。なお、保温端部はシーリング処理を行う。

各配管の保温厚で共通仕様書中厚30mm未満の箇所はすべて厚30mm以上とする。（ただし、排水管

は除く）

・還りダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　

・外気取入れダクトの保温要（保温厚25mm）　　・範囲は図示による　・　

・換気ダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　

図示された屋外埋設管の分岐及び曲がりの箇所には、コンクリート製標柱を埋め込む。舗装部分

エポキシ樹脂コーティング及びライニングの乾燥方法は、（・常温乾燥　・加熱乾燥）による。

　 満　 水 　試 　験

小形給水ポンプユニット

揚 水 用 ポ ン プ 及び

36 防 　　　　　　錆

37 は　　 つ 　　り

38 保　 温 　及 　び

よりシーリングする。

共通仕様書第２編２．８．１、施工手引第３章施工標準図によるほか充填箇所はシーリング材に

抜取率　　　・共通仕様書による　　・　

下記の保温を行わないダクトは、塗装を行わない。

・屋外露出　　　　　・（　　　　　）の屋内露出

・　　　　　　　　　・　

は埋設標示ピンとする。また、施工上生じた分岐、曲がりの箇所についても同様とする。

する。また、コンクリート土間下配管は、鋼棒等により沈下防止措置をする。

排水管は保温前に満水試験を、その他の管は保温前に圧力試験を実施する。また、機器取付後に

機器を含めた全系統の満水又は圧力試験を実施する。尚、試験方法については監督員と協議する。

給水管、消火管の埋設深さは　　　　　mmとする。又、ガス管の埋設深さは　　　　　mmとする。

外壁より1000

・排気ダクトの保温要（ロック厚50mm）　　　　・範囲は図示による　・　

・膨張タンクよりボイラーへの補給水管の保温は膨張管の項による。

・建物内の空気抜き管の保温は膨張管の項による。

・空気調和機、ファンコイルユニット、冷水及び冷温水のドレーン管の保温は排水管の項による。

・全熱交換器用ダクトの保温要（保温厚25mm）　・範囲は図示による　・　

保温種別は下記による

　ダクト　グラスウール保温筒

　冷温水、冷水、温水、蒸気管　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

　機器　　　　　　　　　　　　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

　給水管　ポリエチレンホーム保温筒

　排水管　グラスウール保温筒

　給湯管　ロックウール保温筒

　（・屋内消火管　・水抜きできない管　・スプリンクラー配管　・　　　　　　　　　　　）

　（・排水トラップ　・鉛管　・鋼管類　・ビニール管　・ドレーン管　・　　　　　　　　）

・消火管で下記の部分は保温する。なお仕様は給水管の項による。

・圧力タンク、膨脹水槽、各種呼水槽等鋼板製水槽は保温する。なお仕様は各機器の項に準ずる。

・大便器は保温する。

・共同溝の保温種別　（・ピット内に準ずる　・　　　　　　　　　　）

・ダクトの保温外装

区　　　　分 保　　　　温　　　　外　　　　装

倉庫・書庫

居室・廊下など

屋外露出、多湿箇所

（　　　　　　　）

・アルミガラスクロス　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

区　　　　分 保　　　　温　　　　外　　　　装

倉庫・書庫

屋外露出、多湿箇所

（　　　　　　　）

・SUSラッキング鋼板　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

・配管の保温外装

居室・廊下など

※配管には、冷媒管は除く。

・冷媒管の保温の外装は下記による。なお保温化粧ケースは塩化ビニール樹脂製とする。

・SUSラッキング鋼板　　　・スリムダクト100

保　　　　温　　　　外　　　　装区　　　　分

屋　内　露　出

屋　外　露　出

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

弁類）は電気ヒーター等の防凍対策を行う。なお、範囲及び施工方法は図示による。

・各種機器について図示電気ヒーター等の防凍対策を行う。（　　　　　　　　　　　　　　）

弁類）は防凍保温を行い、厚さは管径25mm以下のものは50mm、管径32mm以上のものは40mmとする。

・ピット内配管の保温は、施工手引「施工１０８」による。

・ステンレス鋼板製一体形タンクは保温する。なお、仕様は共通仕様書第５編1.4.2.5による。

　なお仕様はｄ(ハ)とする。

・排水管でピット内、共同溝内及び最下階の床下の下記の部分は保温する。

機械室

機械室

39 防　 凍 　保 　温

屋
内

露
出

屋
内

露
出

・ステンレス鋼板　　　　　　・　

・カラー亜鉛鉄板　　　　　　・　

・ファインカバー　　　　　　・　

・SUSラッキング鋼板　　　・スリムダクト100

・共用廊下ＰＳ内部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

弁類）は電気ヒーター等の防凍対策を行う。なお、範囲及び施工方法は図示による。

・各種機器について図示電気ヒーター等の防凍対策を行う。（屋外の給水・給湯・循環管）

（１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

＜参考＞

39　試　　験

40　あと施工アンカー 機械改修工事標準仕様書第２編５章による。

確認試験は、・性能確認試験(　　本）・施工後確認試験(　　本)を確認強度  　kNにて行う。

・施工士の適用（第１種、第２種）あと施工アンカー施工士による。※(社)日本建築あと施工アンカー協会認定資格

機械設備特記仕様書（諏訪中学校）

ＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号 設計図諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　 １／４００ １／５０ １／２０ １／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号

ＳＮ １／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 2025 . 09 . 05TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  長田　伸亮 ＣＭ

24.01.20 実 施設計 完了 時

標準用紙サイズ：Ａ１
(Ａ３出力時は下記の1/2縮尺)

Ｍ－ 01

機 械 設 備 特 記 仕 様 書 （ 諏 訪 中 学 校 ）

諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事



湯沸室

相談室 物入

昇　降　口

階段

UP

技術科研究室

前室

校長室

階段

UP

給油室

階　段

EXP.J EXP.J

多目的ホール

家庭科準備室
研究室

書類保管室

事務室

車椅子用
便所

ロッカールーム

便所

便所

便所

保健室 特殊教室１ 作品室

金工室

木工室

放送機材庫印刷室

放送スタジオ 放送調整室 調理教室 被服教室

受水槽室

1
1
,
0
0
0

3
,
0
0
0

9
,
0
0
0

5
,
0
0
0

4
6
,
0
0
0

5
8
,
1
0
0

9
,
0
0
0 1
1
,
3
0
0

5,800 3,200 2,300 5,050

AC-2

RD

R D
B

AC-2

B

B
R RDD

B

R

R

R

R

RR

記　号 名　　　　称 仕　　　　　　　　　　　　　　　様
相 電圧

備　　　　　考台数
電　気　容　量

出力

事務室

校長室

金工室

AC-2AC-2

AC-1

AC-1

6.96KW

7.85KW

20.25KW

機　器　表

冷媒管サイズリスト

C

B

A

記号 液管 ガス管

１５．８８

９．５

２５．４　

６．４

９．５

９．５

AC-1

AC-2

AC-3

天吊形エアコン

天吊形エアコン

天吊形エアコン

*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事

冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

転倒防止金具

転倒防止金具

転倒防止金具

6

4

2.28KW2003

2.72KW2003

5.12KW2003

R

既存天井点検口

天井点検口（新規）

リモコン （配線共新設）

450ｘ450 （建築工事）

・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし EM-EEF2.0x3C

・内外信号線は冷媒共巻とし EM-CEE2-2C

・ドレン管　ACドレン　20A　25A

・リモコンは有線とする。

・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。

・ドレン管は逆止弁設置とする

・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％

・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。

・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。

木工室

18.6KW

調理教室

14.6KW

被服教室

15.75KW

AC-1 AC-1AC-1AC-1

DR D DD R R

R

B

D

R
R

D

B

１階機械設備平面図（諏訪中学校）

ＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号 設計図諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　 １／４００ １／５０ １／２０ １／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号

ＳＮ １／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 2025 . 09 . 05TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  長田　伸亮 ＣＭ

24.01.20 実 施設計 完了 時

標準用紙サイズ：Ａ１
(Ａ３出力時は下記の1/2縮尺)

Ｍ－

１ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 中 学 校 ）

02諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事



廊下

DN

UP

DNUP

ベランダ

階段

吹　抜

ベランダ

廊　下

ベランダ

56,850

ＬＬ教室

特殊教室２

便所

便所

生徒会室

ﾊﾟｿｺﾝ教室

ﾊﾟｿｺﾝ準備室 ２学年室

第１美術室 第２美術室

研究室

２-４２-１ ２-２ ２-３
Ｃ　ＲＣ　ＲＣ　ＲＣ　Ｒ

美術準備室

9,0009,0009,0009,0004,5005,0502,3003,2005,800

BX1 BX2 BX3 BX4 BX5 BX6 BX7 BX8 BX9 BX10

1
1
,
0
0
0

5
,
0
0
0

3
,
0
0
0

9
,
0
0
0

BY8

BY6

BY5

BY4

BY3

AC-3 AC-3

12.3KW 12.3KW

R R

記　号 名　　　　称 仕　　　　　　　　　　　　　　　様
相 電圧

備　　　　　考台数
電　気　容　量

出力

第１美術室 第２美術室

R

既存天井点検口

天井点検口（新規）

リモコン （配線共新設）

450ｘ450 （建築工事）

機　器　表

冷媒管サイズリスト

C

B

A

記号 液管 ガス管

１５．８８

９．５

２５．４　

６．４

９．５

９．５

D R RD
B

AC-1

AC-2

AC-3

天吊形エアコン

天吊形エアコン

天吊形エアコン

*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事

冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

3

3

3

200

200

200

2.28KW

2.72KW

5.12KW 2

転倒防止金具

転倒防止金具

転倒防止金具

・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし

・内外信号線は冷媒共巻とし EM-CEE2-2C

EM-EEF2.0x3C

・ドレン管　ACドレン　20A　25A

・リモコンは有線とする。

・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。

・ドレン管は逆止弁設置とする

・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％

・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。

・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。

B

ＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号 設計図諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　 １／４００ １／５０ １／２０ １／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号

ＳＮ １／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 2025 . 09 . 05TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  長田　伸亮 ＣＭ

24.01.20 実 施設計 完了 時

標準用紙サイズ：Ａ１
(Ａ３出力時は下記の1/2縮尺)

Ｍ－

２ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 中 学 校 ）

２階機械設備平面図（諏訪中学校）

03諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事



廊　下

階段

物入

暗　室

音楽準備室

第２音楽室

第１音楽室

便所

便所

図書室

階段

図書資料室

楽器庫

数学科・英語科

研究室

社会科・国語科

研究室

屋　　上

第１理科室

理科準備室

第２理科室

ベランダ

DN

ベランダ

DN

倉庫

女子

男子

DN

廊下

1
1
,0

00
3,

0
00

9
,0

00
5,

00
0

46
,0

0
0

5,800 3,200 2,300 5,050 4,500 9,000 9,000 9,000 9,000

5
,
50

0
5,

50
0

1
1,

0
00

3,
0
00

9,
0
00

5,
00

0
9
,0

0
0

9
,0

0
0

33.1KW

天井高さによる補正：4.0KW

AC-4

6.75KW
13.5KW13.5KW

R

R

R

R R

記　号 名　　　　称 仕　　　　　　　　　　　　　　　様
相 電圧

備　　　　　考台数
電　気　容　量

出力

図書室

R

既存天井点検口

天井点検口（新規）

リモコン （配線共新設）

450ｘ450 （建築工事）

機　器　表

冷媒管サイズリスト

C

B

A

記号 液管 ガス管

１５．８８

９．５

２５．４　

６．４

９．５

９．５

数学科・英語科研究室
第２理科室第１理科室

AC-4

既存

同時ツイン

AC-3AC-1 AC-3

BB

D R

C

DR R D R D

B B B

同時ツイン

AC-1

AC-2

AC-3

AC-4

天吊形エアコン

天吊形エアコン

天吊形エアコン

天吊形エアコン

*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事

転倒防止金具

転倒防止金具

転倒防止金具

転倒防止金具

1

2

2

2.28KW

2.72KW

5.12KW

6.45KW

200

200

200

200

3

3

3

3

冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし EM-EEF2.0x3C

・内外信号線は冷媒共巻とし EM-CEE2-2C

・ドレン管　ACドレン　20A　25A

・リモコンは有線とする。

・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。

・ドレン管は逆止弁設置とする

・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％

・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。

・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。

R
D

B

C

ＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号 設計図諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　 １／４００ １／５０ １／２０ １／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥ

ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号
ＳＮ １／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 2025 . 09 . 05TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  長田　伸亮 ＣＭ

24.01.20 実 施設 計完了 時

標準用紙サイズ：Ａ１
(Ａ３出力時は下記の1/2縮尺)

３階機械設備平面図（諏訪中学校）

３ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 中 学 校 ）

Ｍ－ 04諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事
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　Ⅲ.  　建築改修工事仕様

　　１．共通仕様

　　　（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、○を付け

　　　　　　たものを適用する。

　　　　　・　建築工事標準詳細図（平成　　年版）（以下、「標準詳細図」という。）　　28

　　　　　・　建築構造設計基準　　　　　　　　　　　 　　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(平成　　年版)

　　　　　・　工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　　　　・　公共建築木造工事標準仕様書　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房営繕部監修(平成　　年版)

　　　　　・　建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編） 　 建設省建設経済局建設業課･住宅局建築指導課監修

　　　　　・　長野県建設リサイクル推進指針

　設計事務所名

　主任担当技術者

　意匠担当

　担当技術者

　管理技術者

　構造担当

　積算担当

　電気設備担当

　機械設備担当

　　　　　　適用する。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

　　　（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事特記仕様書を

　　　（３）本特記仕様書の表記

　　　　　２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

　　　　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。（・印のみの場合は適用しない。）

　　　　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　　　　　３）特記事項に記載の [     ] 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　　　４）特記事項に記載の (      ) 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　　　５） Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）の特定調達品目を示す。

　　　　　１）項目は、番号に ○ 印の付いたものを適用する。

１

一
般
共
通
事
項

章 項　　目

電気保安技術者

適用区分

2

1

条件明示項目3

発生材の処理等4

環境への配慮

材料の品質等6

特別な材料の工法

施工数量調査

7

8

設備工事との取合い9

技 能 士10

　Ⅱ　管理技術者等

　　５．指定部分　  ・有　・無　　対象部分（　　　　　　　　　　　）

 　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

　　６．工事範囲

　　　※「3．工事種目」すべてを工事範囲とする。

　　　・「3．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。

　　　　 ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

工事種目

　2　仮設工事

　3　防水改修工事

　4　外壁改修工事

　　 コンクリート打ち放し仕上げ外壁

 　　外壁改修工事

　　 モルタル塗り仕上げ外壁

 　　外壁改修工事

   　タイル張り仕上げ外壁

 　　外壁改修工事

 　　塗り仕上げ外壁

　5　建具改修工事

　6　内装改修工事

　7　塗装改修工事

　8　耐震改修工事等

　9　環境配慮改修工事

建築主体工事 電気設備工事 機械設備工事

（別紙による） （別紙による）

特 記 仕 様 書

　Ⅰ.  　工事概要

　　１．工事場所

　　２．敷地面積

　　３．工事種目

　　４．工事内容

・・・　

建　物　別 種　別 構　造 階　数 梁間(ｍ) 建築面積(㎡)桁行(ｍ)

１.

２.

３.

４.

５.

・

・

・

□

11

(１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

　　 、次の①から④を満たすものとする。

    ① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、 パーティク

　　   ルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

(２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは

    次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料

    を指す。

    ①建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ

      ヒド発散建築材料以外の材料

    ②建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

    ③建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

    ④建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

(３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

    する。

　  ①品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

    ③安定的な供給が可能であること。 

    ④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

    ⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

    ⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。 

(５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

　　自動扉機構、自閉式上吊り引戸機構、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、

　　移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、床点検口、グレーチン

　　グ、屋上緑化システム、エポキシ樹脂、ポリマーセメントモルタル、

　　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、ルーフドレン、吸水調整材、

　　重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、可動間仕切、トップライト、

　　鋳鉄製ふた

（1.2.2）

                       　　　　（　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ　）

特　　記　　事　　項

 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　・風圧力

　　風速（Vo=　　 m/s）

　　　地表面粗度区分

　・積雪荷重 　　

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

　・ 

(1.3.3)※適用する　　　　・適用しない

・現場説明書による

※別紙解体工事仕様書による　　・構外搬出適正処理

　また、収集･運搬･中間処理･最終処分等の処理について予め監督職員と協議すること。

　・引渡しを要するもの

　・再生資源の利用を図るもの

(1.3.5)

(1.3.12)

 [1.4.1]

 [1.4.2]

　　   塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な

　　   い材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使

　　   用する。

    ② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使

　     用する。

    ③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を

       含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

       アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したも

       のとする。

(４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥すべ

　　ての事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が

　　評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者名等が記

　　載されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※図示　　　・　

調査範囲及び調査方法　　　※図示

工法とする。

改修標仕及び、標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する

(1.5.3)

(1.5.2)

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

　　無収縮グラウト材、乾式保護材、既製調合モルタル、既製調合目地材、錠前類、クローザ類、

    ④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

(1.6.2)

　・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　　・ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水工事作業

　・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

　・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

　・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

　・FRP防水工事作業　　 　・左官作業  　・内外装板金作業

　・左官作業　　・ﾀｲﾙ張り作業　　・建築塗装作業

　・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ工事作業　　・ｶﾞﾗｽ工事作業　　・自動ﾄﾞｱ施工作業

　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　　・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ工事作業

　・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業　　・鋼製下地工事作業

　・壁装作業　　・大工工事作業　　・ﾀｲﾙ張り作業

　・建築塗装作業

　・鉄骨組立作業　　・型枠施工作業　　・とび作業

　・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

　・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

　・石張り作業

　・造園工事作業

技能検定作業

　防水改修工事

　外壁改修工事

　建具改修工事

　内装改修工事

　塗装改修工事

　耐震改修工事

　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ工事

　石工事

　植栽工事

適用工事種目

※ 適用する（一級技能士を採用している現場である旨の表示をすること。）

・適用しない

(１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性

(２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

　　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

     能を有するものとする。

室内空気中の

化学物質の濃度測定

　　※試料採取に当たっては、監督員又は監督員が指定する者が立ち会いの下に行う。

埋設配管・配線および

鉄筋調査

12

完成図等13

２

仮
設
工
事

2 既存部分の養生

1 足場その他

完成写真14

仮設間仕切り3

4 監督員事務所

工事用水

工事用電力

5

6

測定方法　　　※ﾊﾟｯｼﾌﾞ法（拡散法）　　　・ｱｸﾃｨﾌﾞ法（吸引法）

[1.6.9]

検査機関　　　※環境計量証明事業の知事登録がある者で、監督員が承諾した者

測定物質

　※ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ　　※ﾄﾙｴﾝ　　※ｷｼﾚﾝ　　※ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ　　※ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ　　※ｽﾁﾚﾝ

測定個所(室)　　計　　　　個所　

化学物質の室内汚染濃度指針値

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

0.08ppm

ﾄﾙｴﾝ

0.07ppm

備　考ｷｼﾚﾝ

0.20ppm

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

0.88ppm 0.04ppm

ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ ｽﾁﾚﾝ

0.05ppm

あと施工アンカー工事

　　８章<あと施工アンカー>による

コア抜き、はつり工事等

　　※ 既存資料調査

　　・ 探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

　　・ 放射線透過試験

　　　 配管・配線等の位置の墨出を行う

　　　 範囲　※　図示　・ 

　　　 労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定める

　 　　ところによるほか、次による。

　　　（1）作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明する資

 　　　　　料を監督職員に提出する。

　　　（2）放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射器より

　　　　　 離れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

　　　（3）露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

　　　（4）付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

　　　（5）躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

(1.8.1～1.8.3)(表1.8.1)

　　　　　　　　　　　　　作図方法（※CADで作成し出力　　・　　　　　 　 　　）　

　　作成方法　　※原図　　用紙　　（※ﾄﾚｰｼﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰA1　　・　　　　　　　　　）

※作成する

　※完成図（※設計図書で示したもの全て　　・標仕表1.7.1による　・監督員の指示による）

　※保全に関する資料（2部）

　　　　　　　　※CADデータ（※CD-R（2部)　　・　　　　　）

　　　　　　　　※製本（原図の青焼き、見開きA1版（1部））

※工事に支障となる範囲

 [2.3.1]

１）養生の方法等

   ・既存部分　　　　　　養生の方法（ ※ ビニルシート、合板等　・合板+防炎シート　　）

   ・既存家具、既存設備等　　養生の方法　（ ※ ビニルシート等　　　　・　　） 

   ・既存ブラインド、カーテン等　養生の方法　（・ビニルシート等　・　　） 　　 

   ・備品、机、ロッカー等の移動　（・図示　・　　）  

                                 保管場所　　（・図示　・　　） 

２）既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与え

    た場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。 

 [2.2.1]

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き方

式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

・ 外部足場　　・ 設置する 　・ 設置しない

・ 防護シート　・ 設置する 　・ 設置しない

材料、撤去材等の運搬方法

　　　　種別 ( ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種  ・Ｅ種 )

　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター　（　　　　　　　） 　　　

　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　　（　　　　　　　） 

・ 内部足場　  ・ 設置する（ ※ 脚立、足場板等  　・枠組　 　　　） ・ 設置しない

[表 2.2.1]

下記のものを監督職員に提出する。原版は撮影業者の保管とする。

分　類・規　格 撮　影　箇　所　数 部　数 写真のサイズ（㎜）

 ※350dpi以上

 ※428万画素以上

　 24×36以上

 ※ 半切　　・ 全紙

 ※ ｷｬﾋﾞﾈ版  ・ｻｰﾋﾞｽ版 外部（　　）内部（　　）

 外部（　　）内部（　　）

 外部（　　）内部（　　）

 外部（　　）内部（　　）

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

 ・ パネル（木製枠）

 ・ カラースライド

 ※ 電子データ

 ※ 2　・　

 ※ 2　・　

 ※ 1　・　

 ※ 2　・　

  ・ カラー写真

　　電子データは、ﾌｨﾙﾑｽｷｬﾝのうえRGB各8ﾋﾞｯﾄ（ﾌﾙｶﾗｰ）、JPEG形式最高画質（100%画質）とし、

　　CD-Rにて提出とする。

　撮影業者　　　※ 建築完成写真撮影の実績のある業者で監督職員の承諾する撮影業者

材　質 仕上げ 塗　装 充填材

　※ 木製

　・ 

　※ 合板張り程度

　・ 

　・ 無し

　・ 片面

　※有り

　・無し

３）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

充填材　※グラスウール 32k　（厚：50mm以上）

　・　無し

　[2.3.2][表 2.3.1]

１）仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　・図示　・既存防火扉利用 

２）仮設間仕切りの種別と材質等

種　別 下　地 仕上げ（厚さmm） 塗　装 充填材

 ・ B 種

 ・ A 種

 ※ C 種

　・ 木

　・ 軽量鉄骨

　単管 　防炎シート

　・ せっこうボード（9.5mm）

　・ 合板（9.0mm）

　・ 無し

　・ 片面

　※　有り

充填材　※グラスウール 32k　（厚：50mm以上）

 [2.4.1]

　　規模　※ 10㎡程度　　・ 20㎡程度　　・（　　）㎡程度

※ 設ける　・ 設けない

構内既存の施設　　・ 利用できる（ ※ 有償　　・無償　）　※ 利用できない

構内既存の施設　　・ 利用できる（ ※ 有償　　・無償　）　※ 利用できない

工事項目

諏訪総合設計株式会社

工事対象面積(㎡)

元　　　　　・　敷地調査共通仕様書　　　  　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課(令和　　年改定)

30

31

４　　　　　・　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和    年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）

４

４　　　　　・　建築物解体工事共通仕様書（令和　　年版）　

　　　　　・　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和　　年版）（以下、「標準仕様書」という。）

長　田　伸　亮

諏訪総合設計株式会社

長　田　伸　亮

諏訪総合設計株式会社

長　田　伸　亮

アーバン設備設計室

宮　下　千　直

　　　　　・　長野県営繕工事の手引　　　　　　　　　　　　　長野県建設部施設課監修 

6

内
装

改
修

工
事

1 改修範囲

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

※ 壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

※ 既存のまま　・ 図示

21 せっこうボード

その他のボード張り

[6.13.2、3]

JIS

記号
種　　類 厚さ(mm)、規格等

 ・けい酸カルシウム板

 ・硬質木毛セメント板 Ｇ

 ・中質木毛セメント板 Ｇ

 ・普通木毛セメント板 Ｇ

 ・硬質木片セメント板 Ｇ

 ・普通木片セメント板 Ｇ

 HW 

 MW 

 NW 

 HF 

 NF 

 1.0FK 

 0.8FK 

 ・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

 ・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

 ・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

 ・ 12　  ・ 15　  ・ 18　  ・ 21　 ・ 

 タイプ 2（無石綿）・ 6   　・ 8  

 DR  ・ フラットタイプ

 ・ 30  　・ 

 ・ 凹凸タイプ

 （・ 12(不燃) ・ 15(不燃)   ・19(不燃)・　　）

 （・ 9(不燃)　・ 12(不燃)　 ・　 　　　　　 ）

 ・ロックウール化粧吸音板

 ・ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号  RW-B  ・ 25　　・ 

 ・グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ号32K

 ・せっこうボード

 ・不燃積層せっこうボード

 GW-B 

 GB-R 

 GB-NC 

 ・ 25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　　・ 

 ・シージングせっこうボード

 ・強化せっこうボード

 ・せっこうラスボード

 ・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

 ・化粧せっこうボード（木目）

              （ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

 GB-S 

 GB-F 

 GB-L 

 GB-D 

　12.5 （※ 不燃　・ 準不燃）

 ・ 12.5(不燃)　・ 15(不燃)　・ 9.5(準不燃)  

 ・ 9.5 (不燃)　・ 化粧無（下地張り用） 

　　　　　 　　 ・ 化粧有（トラバーチン模様）

 ・ 12.5(不燃)　・ 15(不燃）

　9.5

　12.5 （不燃）幅 440mm 程度

　模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り

　9.5(準不燃） GB-D 

 ・普通合板 Ｇ

　　（※ラワン程度　・　　　 　　） 

　　（※しな程度 ・　 　　　　） 

　　不透明塗料塗り 

　　生地、透明塗料塗り 

　板面の品質（　　　） 

　接着の程度（・1類　・2類 ） 

　厚さ(mm)（　　　） 

　・防虫処理

 ・天然木化粧合板 Ｇ

 ・特殊加工化粧合板 Ｇ

　表面の樹種 

　化粧板の樹種名（　　　　　　　　　） 

　厚さ(mm)（　　　） 

　接着の程度（・1類　・2類 ） 

　・防虫処理

　化粧加工の方法 （・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） 

　表面性能（　　　　    　）タイプ 

　厚さ(mm)（　　　） 

　接着の程度（・1類　・2類 ） 

　・防虫処理

 ・メラミン樹脂化粧板

 ・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂化粧板

 ・ミディアムデンシティ

　JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・　　　）

 MDF  ・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12      ・ 

 ・単板張り

 　パーティクルボード Ｇ

 ・化粧

 　パーティクルボード Ｇ

 　ファイバーボード Ｇ

 ・ 無研磨板ＶＮ 　　・ 研磨板ＶＳ

 ・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18      ・ 

 ・ 塗装 ＤＣ

 ・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ＤＶ  ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ ＤＯ

 ・ 10（難燃）・ 12（難燃）・  

 ・ハードボード（素地） Ｇ

 ・ハードボード（化粧） Ｇ

 ・インシュレーションボード Ｇ

 HB  

 IB 

 ・ 未研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）ＲＮ

 ・ 研磨板　（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）ＲＳ

 ・ 内装用ＤＩ　・外装用ＤＥ 

　A級（ ・ 天井仕上げ　 ・ 内装仕上げ　 ・ 　　）

 ・ 2.5　・ 3.5　・ 5　・ 7 

 ・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18  

塗り

□
□
□
□
□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

廊下天井部分は目地処理工法

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材　　　・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

 　　　　　　　　 ・適用しない 

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

  ※規制対象外　・ 

合板類の張付け　　※B種 ・A種　

せっこうボードの目地工法　　・仕上げ表による　・ 

・

キノノス設備設計

白　鳥　智　裕
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ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 

構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号

宮坂　正博　　

ＪＯＢ　ＮＡＭＥ

ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ

設計図

ＮＵＭＢＥＲ
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１／５０ １／２０

１／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 09. . 1125

Ａ－

一級建築士登録　　　　　第 344719号
長田　伸亮 ＳＮ ＭＴ

１／２００

標準用紙サイズ：Ａ３

１／８００

24.01.20 実 施設計 完了 時 01

長野県諏訪市湖南4982-3

諏訪市立諏訪中学校・諏訪西中学校特別教室・管理諸室等冷暖房設備設置工事

諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事

特 記 仕 様 書 （ １ ） （ 諏 訪 西 中 学 校 ）



1

2

3 アスベスト含有建材の

処理

アスベスト粉じん濃度

測定

アスベスト含有分析

調査

[9.1.1、3～5]施工調査

※アスベスト含有建材の事前調査 

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりアスベストを含有している吹き付け材、

成形板、建築材料等の使用の有無について調査する。 　

調査範囲（・　　　　　　　　　　　・図示　　　　　　　） 　

貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

・分析によるアスベスト含有建材の調査

分析対象

分析方法

　アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、

　アンソフィライト、トレモライト

　※ JIS A 1481-2 「建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第２部：試料採取及びアスベスト

　含有の有無を判定するための定性分析方法」又は JIS A 1481-3 「建材製品中のアスベスト

　含有率測定方法-第３部：アスベスト含有率のX線回折定量分析方法」による

　・ 

材　料　名 定性分析 定量分析

　化粧石膏ボード  ・箇所数(　　　　　　）

 ・箇所数(　　　　　　）

 ・箇所数(　　　　　　）

 ・箇所数(　　　　　　）

 ・箇所数(　　　　　　）

 ・箇所数(　　　　　　）

 ・箇所数(　　　　　　）

 ・箇所数(　　　　　　）

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

採取箇所　　・　図示　　・ 

適用 測定名称 測定時期 測定場所 測定点(各処理作業室ごと)

・

・

　測定 1

　測定 2

　測定 3

　測定 4

　測定 5

　測定 6

　測定 7

　測定 8

 処理作業前

 処理作業中

　測定 9

　測定 10

 処理作業後

 (隔離ｼｰﾄ撤去前)

 処理作業後　ｼｰﾄ

 撤去後1週間以降

 処理作業室内

 施工区画周辺又は敷地境界

 処理作業室内

 ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

 集じん・排気装置の排出口

 (処理作業室外の場合）

 ・(　）点

 ・4方向各1点　・(　）点

 ・(　）点

 ・(　）点

 ・集じん・排気装置各1点

 施工区画周辺又は敷地境界

 処理作業室内

 施工区画周辺又は敷地境界

 処理作業室内

 調査作業室外部の付近

 ・(　）点

 ・4方向各1点　・(　）点

 ・(　）点

 ・4方向各1点　・(　）点

 ・(　）点

 ・(　）点

測定時期、場所及び測定点

測定方法

・

・

・

・

・

・

・

・

　測定５のみ　※ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ、粉じん相対温度計（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ粉じん計）、繊維状粒子自動計測器

　　　　　　　　（ﾘｱﾙﾀｲﾑﾌｧｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ）等、排気の粉じん濃度を迅速に計測できる機器にて測定

　　　　　　　・ 

　測定５以外は下表による

測定 3 測定 1,2,4,6,7,8 測定 9,10

 メンブレンフィルタ直径(mm)

 試料の吸引流量(L/min)

 試料の吸引時間(min)

・ 1   ・ 

 ・ 5　 ・ 

 ・ 5   ・ 

 ・ 120 　・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

　25　25

・アスベスト含有吹付け材の除去

　除去対象範囲　・図示　・ 　　

　除去工法　　　※9.1.3（b）(1)による　　・ 

  除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止　　

　　※密封処理　　※湿潤化　　・セメント固化 　　　

　除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

　　・埋立処分(管理型最終処分場)　　　

　　・中間処理（溶融施設） 

・アスベスト含有保温材の除去 　　　

  除去工法

※9.1.4(c)による（原形のまま、手ばらしが可能な場合）

除去対象範囲　・図示　　・ 

・9.1.3(b)による（損傷、劣化等で石綿粉塵を発散するおそれがある場合）

除去対象範囲　・図示　　・ 

除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止　　

※密封処理　　※湿潤化　　・セメント固化 　　　

　除去したアスベスト含有保温材の処分

　　・埋立処分(管理型最終処分場)　　　

　　・中間処理（溶融施設） 

・アスベスト含有成型板の除去 　　　

  除去対象範囲　・図示　　・ 

　除去したアスベスト含有成形板の処分 　

　　・アスベスト含有せっこうボード 　　　　

　　  ※埋立処分(管理型最終処分場) 　　

　    ・埋立処分(安定型最終処分場)　　　

　    ・中間処理（溶融施設） 　　

　　・アスベスト含有せっこうボードを除くアスベスト含有成形板、塗床材等 　　　　　

9

環
境

配
慮

改
修

工
事
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構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号

宮坂　正博　　

ＪＯＢ　ＮＡＭＥ

ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ

設計図

ＮＵＭＢＥＲ
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１／５０ １／２０

１／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 09. . 0525

Ａ－

一級建築士登録　　　　　第 344719号
長田　伸亮 ＳＮ ＭＴ

１／２００

標準用紙サイズ：Ａ３

１／８００

24.01.20 実 施設計 完了 時 02

特 記 仕 様 書 （ ２ ） （ 諏 訪 西 中 学 校 ）

共通事項

・各部合板類は全て、Ｆ☆☆☆☆を使用する

・各造付部材はＦ☆☆☆☆を使用する

・内部に使用する塗料は、Ｆ☆☆☆☆を使用する

・内装仕上材料は原則として不燃材料を使用する

２．

１．

改修部分は現況調査を十分に行い、既存状態を確認し適切な施工を行う

工事に伴う備品等の一時移動・復旧は本工事とする３．

一時撤去及び養生等を行ったものは清掃及び補修の上、再取付を行う４．

５． 養生範囲

備 　 　 　 考

各室空調機取付予定位置周囲（シート養生）

外部足場（シート養生）

※搬入・搬出時は適宜、階段・廊下の養生を行うこと

６． アスベスト含有建材はレベル3にて撤去を行う

７． 工事完了時に全工事範囲で清掃（クリーニング）を行うこと

※窓及び建具等のガラスクリーニング含む

８． 塗装が必要なものは、特記無き限りすべて下地調整の上、施工を行う

材 料 ・ 仕 様 防 火 認 定 番 号 備 考 （ 参 照 仕 様 等 ）
発 散 等 数

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド

規制対象外

規制対象外

【壁】

有孔吸音ボード（グラスウール裏貼）

ケイカル板(t)5.0

石膏ボード(t)12.5

【その他】

アルミパネル(t)18.0　※複層ガラス用

アルミパネル(t)3.0　※単板ガラス用

【天井】

化粧石膏ボード(t)9.5

岩綿吸音板(t)9.0

有孔吸音ボード（グラスウール裏貼）

規制対象外 ソーラトンライト/吉野石膏株式会社

規制対象外 ソーラトンライト/吉野石膏株式会社

規制対象外

規制対象外 ハイエースバンDP（断熱パネル）/積水樹脂プラメタル株式会社

ハイエースバン/積水樹脂プラメタル株式会社

ACパネル/九州アコン株式会社F ☆☆☆☆

ACパネル/九州アコン株式会社F ☆☆☆☆

タイガーボード/吉野石膏株式会社

チヨダセラボード/チヨダウーテ株式会社

諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事
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湖南小学校

JA信州諏訪 湖南営業所

習焼神社

諏訪市湖南公民館

申請地：長野県諏訪市湖南4982-1
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１／２００
03

配 置 図 ・ 案 内 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）

標準用紙サイズ：Ａ３

１／６００

Ｎ

Ｎ

24.01.20 実 施設計 完了 時 諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事

配 置 図 　 　 S = 1 : 6 0 0

案 内 図
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特別教室棟　２階平面図　　　S=1:200

空調設備設置工事対象室を示す。
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1)　品 質及 び性能 に関 する 試験デ ータ が整備 され てい ること 。

（○印 のつ いたも のを 適用 する。 ）

電 灯 設 備

動 力 設 備

電 熱 設 備

建 物 別 及 び 屋 外

受 変 電 設 備

項 目

幹 線、分 岐

雷 保 護 設 備

工 事 種 目

構 内 交 換 設 備

誘 導 支 援 設 備

情 報 表 示 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

拡 声 設 備

静 止 形 電 源 設 備

構 内 情 報 通 信 網 設 備

直流 電源 装置

ＬＡ Ｎ用 配管

電話 設備

発 電 設 備

時計設 備

インターホン・トイレ呼出し設備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

防犯・ 入退 室管理 設備

自 動 火 災 報 知 設 備

自 動 閉 鎖 設 備

非 常 警 報 設 備

ガ ス 漏 れ 警 報 設 備

非常放 送装 置

予備配 管

中 央 監 視 制 御 設 備

構 内 配 電 線 路

構 内 通 信 線 路

昇 降 機 設 備

電 力 貯 蔵 設 備

建　物 　名 　称

特 記 仕 様2

(1) 項 目は 、番 号に○ 印の 付いた もの を適 用する 。

(2) 特 記事 項は 、○印 の付 いたも のを 適用 する。

項 目 特 記 事 項
構  　造 階  　 数 延  面  積  (㎡ ) 備 　　 　　　 考

特記仕 様は 別紙 「特記 仕様 書（共 通事 項） 」によ るほ か次の 各項 目に よる。
完成図１

個 別 提 出 物

工 事写 真

完 成写 真

施 工の 試験 成績書

社 内試 験成 績書

機 器完 成図５

６

７

８

９

発 生材 処理 報告書

納 入品 一覧 表

官 公署 手続 、検査 書（ 管理者 用正 本、 写し）

工 事記 録　 　（打 合せ 簿、工 事日 誌、 協議書 ）

10

11

12

14

15

（別表）　しゅん工時提出物　　（・に○印のついたものを提出する。）

一 括 提 出 物

機 材の 試験 成績書

1313

保 全に 関す る資料 （取 扱い説 明書 も含 む）

項 目 特 記 事 項

・

（ 廃棄 物処 理実施 書、 運搬及 び処 理の 委託契 約書

　 の写 し、 マニフ ェス トの写 し、 フロ ー図）

設計図２

・  CADデ ータ

引渡書

納入品

３

４

・  ハン ドホー ルフ ック、 ジャ ッキ 　　

・  予 備品 　　・  盤類の 鍵

・  CADデ ータ (jww及 び pdf形 式 )

管理 技術 者設 計事 務所名

構 造担 当

積 算担 当

電 気設 備担当

機 械設 備担当

主 任担 当技 術者 担当 技術者

意 匠担 当 名 　　 　　称 測　 点 取 付高 (mm)

取 引 用 計 器 地上 ～上 端

引 込 開 閉 器 床上 ～上 端

分 電 盤 床上 ～中 心

タン ブラス イッ チ

    〃   　 (和室 )

コン セント (一般 )

  〃   (身障 者用 )

ブラ ケット (一般 )

　 　〃 　　 (踊 場 )

　 　〃 　　 (鏡 上 )

避 難 口 誘 導 灯

廊 下 通 路 誘 導 灯

〃

〃

〃

〃

〃

鏡端 ～中 心

床上 ～下 端

床上 ～上 端

壁 掛 形 制 御 盤 床上～ 中心

手 元 開 閉 器

操 作 ス イ ッ チ・

押 ボ タ ン

〃

〃

2,000

1,800

1,500

1,300

  300

2,100

2,500

  150

　 　 1,500以上

　 　 1,000以下

1,500

(上端 1,900以 下 )

1,500

1,300

電

灯

動

1,100

  150

(上端 1,900以 下 )

名　 　　 　称 測　点 取付 高 (mm)

壁 掛 形 親 時 計

子 時 計

壁 掛形 スピ ーカー

床上 ～中心

〃

〃

〃

1,500

1,300

(天 井高 )× 0.9

(天 井高 )× 0.9

(上端 1,900以 下 )

5 機 器 取 付 高

図 面に特 記な きも のは下 表を 標準と する 。但 し下表 によ りがた い場 合に は監督 員と の協議 によ る。

力

室 内 端 子 盤 床上 ～下 端   300

1,500床上 ～中 心

(廊下 ・室 内 )

中 間 端 子 盤

(EPS・ 電気 室 )

集 合 保 安 器 箱

壁付 アウト レッ ト

　ボ ック ス (一般 )

   　  〃 　 (和室 ) 〃

〃

〃 (天井高 )× 0.9

  300

  150

時

計

・

拡

声

表 示 盤

壁 付 発 信 器

ベ ル

ブ ザ ー

身 障 者 用 表 示 灯

壁 付イ ンタ ーホン

　 〃　 (身 障者 用 )

    〃   　 (一 般 )

    〃   　 (和 室 )

機 器 収 容 箱

    〃   　 (一 般 )

    〃   　 (和 室 )

床上 ～中心

床上 ～中心

床上 ～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1,300

1,300

  900

1,500

  300

  150

  300

  150

(天 井高 )× 0.9

(天 井高 )× 0.9

(天 井高 )× 0.9

(天 井高 )× 0.9

表

示

イ

ン

ン

タ

｜

ホ

押 ボ タ ン

1,100

 〃  (身障 者用 押釦 )

壁 付位 置ボ ックス

　(壁付インターホンを除く)

復 帰 ボ タ ン 1,800

2,000

テ
レ
ビ
共
同
受
信

受 信 機

副 受 信 機

機 器 収 容 箱

ベ ル

消 火 栓 表 示 灯

床上 ～中心

〃

〃

〃

〃

(天 井高 )× 0.9

(天 井高 )× 0.8

800～ 1,500

800～ 1,500

800～ 1,500

800～ 1,500

火

知

報

災

発 信 器

床 上～ 操作部

電

話

警 報 盤 床上 ～中 心 1,500

    〃   (便 所等 )

    〃   　 (台上 )

〃

台上 ～中 心   150

  500

共

通

床上 ～中 心

ア ッ テ ネ ー タ ー

ア ウ ト レ ッ ト

（管理者からの聞き取り調査 を含め、調査には必ず管理者の立会いを要する 。）

６ 定 期 報 告

Ａ 種 接 地

Ｂ 種 接 地

Ｃ 種 接 地

・

・

・

リー ド端 子付 　堀削 埋戻 中心深 さ  　  ２ m　  埋 設標 （黄銅 製又 はス テンレ ス製 ）

Ｄ 種 接 地
接地 棒（ １０ φ×１ 、５ ００）  　リー ド端 子付　 打ち 込み 式

　　 　　 　　 　　　 　  　  　　 　　 　　 　　埋 設標 （黄銅 製又 はス テンレ ス製 ）

4 接 地 極

下表に よる 。ただ し、 これに より がた い場合 は監 督員と の協 議に よる。

・

・

・

ハ ン ド ホ ー ル

ハ ン ド ホ ー ル

ハ ン ド ホ ー ル

Ｎ ｏ .－    

Ｎ ｏ .－    

Ｎ ｏ .－    

蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）    　　 　         （アル ミ梯 子付 ）

蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）    　　 　         　（既 製足 場付 ）

蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）    　　 　         　（既 製足 場付 ）

  　 ６００ ×   　６ ００× 　　 ６８０ Ｄ　 　　

  　 ９００ ×   　９ ００× １、 １００ Ｄ　 　　底 部  ＧＬ －１ 、２ ６０以 上

  　 ９００ ×   　９ ００× 　　 ９００ Ｄ　 　　底 部  ＧＬ －１ 、０ ６０以 上

Ｎ ｏ .－    

ハ ン ド ホ ー ル
・

  　 ４５０ ×   　４ ５０× 　　 ６８０ Ｄ　 　　※ 植栽 帯等 車両の 通行 の恐れ がな い場 所、

蓋  ＷＰ Ｍ－ ４５Ｂ 　　 （Ｅ マーク 入） 　　　 　　 　収 容ケー ブル が少な い場 所に 限る

・

・

・
ハ ン ド ホ ー ル

・
ハ ン ド ホ ー ル

ハ ン ド ホ ー ル

Ｎ ｏ .－    

Ｎ ｏ .－    

Ｎ ｏ .－    

蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）      　 　　       （アル ミ梯 子付 ）

蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）    　　 　         （アル ミ梯 子付 ）

蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）   　　 　          （アル ミ梯 子付 ）

１、 ０００ ×１ 、０ ００× １、 ４００ Ｄ　 　　底 部  ＧＬ －１ 、６ ００以 上

１、 ０００ ×１ 、０ ００× １、 １００ Ｄ　 　　底 部  ＧＬ －１ 、３ ００以 上

１、 ０００ ×１ 、０ ００×   　 ９００ Ｄ　 　　底 部  ＧＬ －１ 、０ ６０以 上

・

・

ハ ン ド ホ ー ル

ハ ン ド ホ ー ル

Ｎ ｏ .－    

Ｎ ｏ .－    蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）   　　 　          （アル ミ梯 子付 ）

蓋  ＷＰ Ｍ－ ６０Ａ 　　 （Ｅ マーク 入）   　　            （アル ミ梯 子付 ）

１、 ５００ ×１ 、５ ００× １、 ５００ Ｄ　 　　底 部  ＧＬ －１ 、７ ４０以 上

１、 ２００ ×１ 、２ ００× １、 ５００ Ｄ　 　　底 部  ＧＬ －１ 、７ ００以 上

3 ハ ン ド ホ ー ル

下 表 に よ る 。 （ 梯 子 は 各 ハ ン ド ホ ー ル に 設 置 す る 。 蓋 取 外 し 用 ジ ャ ッ キ を １ 組 納 入 す る 。 ）

ブ ロ ッ ク ハ ン ド ホ ー ル （寸法 は内 法を 示す。 底部 とはハ ンド ホー ル内側 底部 をいう 。）

・コン クリ ート 相互間 など は、エ ポキ シ系樹 脂接 着剤 により 接着 する。

・ブロ ック の仕 様は国 土交 通省仕 様に 準ずる もの とす る。

・配管 貫通 部は 、原則 とし て根巻 き ｺﾝｸﾘｰﾄ（ F=18N/mm以上） とし 、差し 筋 D10タ テヨ コ @200で補 強す る。

・補強 方法 につ いては 、あ らかじ め監 督員に ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ製作 図を 提出し て承 諾を受 けて 施工す る。

・ハン ドホ ール にノッ クア ウト部 分を 設けて はな らな い。

Ι
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工 事 場 所

建 物 概 要

工 事 種 目3

工 事 概 要

Ⅱ 管理技術者等

Ⅲ 工 事 仕 様 

共 通 仕 様1

(1) 図 面及 び特記 仕様 書に 記載さ れて ない事 項は 、国土 交通 省大 臣官房 官庁 営繕部 の「 公共 建築工 事標 準

(2) 機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用

　　する。

機 材 等 本工 事に使 用す る設 備機材 等は 、設計 図書 に規定 する もの 又は、 これ らと同 等な もの とする 。

ただ し、こ れら と同 等のも のと する場 合は 、監督 職員 の承 諾を受 ける 。

下表 に示す 材料 ・機 材等（ ○印 のもの ）の 製造者 等は 次の 1)から 6)の すべて の事 項を 満たす

もの とし、 この 証明 となる 資料 または 外部 機関が 発行 する 品質及 び性 能等が 評価 され たこと

を示 す書面 を提 出し 監督員 の承 諾を受 ける 。

機材の品質・性能証明

化学物 質を 発散 する

建   築   材   料   等

本工 事の建 物内 部に 使用す る建 築材料 等は 、設計 図書 に規 定する 所要 の品質 及び 性能 を有す る

もの とし、 次の （１ ）から （５ ）を満 たす ものと する 。

(1) 合板、 木質 系フ ローリ ング 、構造 用パ ネル、 集成 材、 単板積 層材 、ＭＤ Ｆ、 パー ティク ル

　　 ボード 、そ の他 の木質 建材 、ユリ ア樹 脂板、 仕上 げ塗 材及び 壁紙 は、ホ ルム アル デヒド を

　　 放散し ない か、 放散が 極め て少な いも のとす る。

(2) 保温材 、緩 衝材 、断熱 材は ホルム アル デヒド 及び スチ レンを 放散 しない か、 放散 が極め て

　　 少ない もの とす る。

(3) 接着剤 はフ タル 酸ジ－ ｎ－ ブチル 及び フタル 酸ジ －２ －エチ ルヘ キシル を含 有し ない難

　　 揮発性 の可 塑剤 を使用 し、 ホルム アル デヒド 、ト ルエ ン、キ シレ ン、エ チル ベン ゼンを

　　 放散し ない か、 放散が 極め て少な いも のとす る。

(4) 塗料は ホル ムア ルデヒ ド、 トルエ ン、 キシレ ン、 エチ ルベン ゼン を放散 しな いか 、放散 が

　　 極めて 少な いも のとす る。

(5) 上記 (1)、 (3)及 び (4)の建 築材 料等 を使用 して 作られ た家 具、 書架、 実験 台、そ の他

　　 の什器 等は 、ホ ルムア ルデ ヒドを 放散 しない か、 放散 が極め て少 ないも のと する 。

なお 、ホル ムア ルデ ヒドを 放散 しない もの とは放 散量 が規 制対象 外の ものを 、ホ ルム アルデ

ヒド の放散 が極 めて 少ない もの とは放 散量 が第三 種の もの をいい 、原 則とし て規 制対 象外の

もの を使用 する もの とする 。

ただ し、該 当す る材 料等が ない 場合は 、第 三種の もの を使 用する もの とする 。

また 、「ホ ルム アル デヒド の放 散量」 は、 次のと おり とす る。

材 料 ・ 機 材 名 材 料 ・ 機 材 名

電気 錠

その 他、監 督員 の指示 によ るもの

2)　生 産施 設及び 品質 の管 理が適 切に 行われ てい るこ と。

3)　安 定的 な供給 が可 能で あるこ と。

4)　法 冷等 が定め る場 合は 、その 許可 ・認可 ・認 定ま たは免 許を 取得し てい るこ と。

5)　製 造ま たは施 工の 実績 があり 、そ の信頼 性が ある こと。

6)　販 売、 保守等 の営 業体 制が整 えら れてい るこ と。

ホルムアルデヒドの放散量 該　当 　す 　る 　建　 築　 材　料

① JIS及 び JASの  F☆☆ ☆☆ 規格品

②建築 基準 法施 行令第 ２０ 条の７ 第４ 項に よる国 土交 通大臣 認定 品

③下記 表示 のあ る JAS規格 品

ａ  非ホ ルムア ルデ ヒド系 接着 剤使 用

ｂ  接着 剤等不 使用

ｃ  非ホ ルムア ルデ ヒド系 接着 剤及 びホル ムア ルデヒ ドを 放散

　  させ ない材 料使 用

ｄ  ホル ムアル デヒ ドを放 散さ せな い塗料 等使 用

ｅ  非ホ ルムア ルデ ヒド系 接着 剤及 びホル ムア ルデヒ ドを 放散

　  させ ない塗 料使 用

ｆ  非ホ ルムア ルデ ヒド系 接着 剤及 びホル ムア ルデヒ ドを 放散

　  させ ない塗 料等 使用

① JIS及 び JASの  F☆☆ ☆規 格品

②建築 基準 法施 行令第 ２０ 条の５ 第３ 項に よる国 土交 通大臣 認定 品

③旧 JISのＥ○ 規格 品

④旧 JASのＦ○ ○規 格品

規 制対 象外

第 　三 　種

施 工 条 件 明 示 項 目

電 気 保 安 技 術 者 工事 現場の 電気 工作 物（電 路、 自動扉 、自 動シャ ッタ ー、 電動機 等も 含む） の保 安業 務

を行 うもの とす る。

電 気 工 事 士 契約 電力５ ００ ｋＷ 以上の 電気 工作物 にお いても 、第 一種 電気工 事士 により 施工 を行 う。

実 施 工 程 表 及 び (1) 実施工 程表 、総 合施工 計画 書は、 工事 着手に 先立 ち速 やかに 提出 する。

(3)特別 管理 産業廃 棄物

施 工 計 画 書 (2) 工種別 の施 工計 画書は 、当 該工事 に先 立ち速 やか に提 出し、 品質 計画に 係る 部分 は

  　 監督職 員の 承諾 を受け るこ と。

使用材 料発 注先 調書 使用 材料名 、製 造者 名、発 注先 、品質 性能 証明資 料提 出の 省略に つい て記載 した 調書 を作成 し、

監督 員の承 諾を 受け る。

発 生 材 の 処 理 使用 材料名 、製 造業 者名、 発注 先等を 記載 した調 書を 作成 し提出 する 。

(2)引渡 しを 要する もの 以外　 　・ 構外 搬出し 、関 係法令 によ り適 切に処 理を する。

・無　・有（PCB使用機器：関連法令により適切に処理し建物管理者に引き渡す。）

(4)再利 用又 は再資 源化 を図る もの

監 督 員 事 務 所 ・設 けない 　　 ・設 ける（ 規模 ：　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 ）

・無　　・有（・廃蛍光管　　・コンクリート・木材・アスファルト・金属くず・ダンボール類　）

・備 品（　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 ）

(1)引渡 しを 要する もの ・無　 　　 ・有　 （　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　）

工 事 用 仮 設 物 すべ て請負 者の 負担 とする 。

　構 内に作 るこ とが 　　・ でき る　　 　・ できな い

足 場 ・ さ ん 橋 類 ・別 契約の 関係 請負 者が定 置し たもの は、 無償で 使用 でき る。

・本 工事で 設置 する 。

・外 部足場

　（　・A種［施工箇所面に枠組足場を設ける。］　・B種［施工箇所面に単管本足場を設ける。］

　　　・C種［仮設ゴンドラを使用する。］　　　　・D種［移動式足場を使用する。］　　　　　　）

工事用電力・水・その他 本工 事に必 要な 工事 用電力 、水 等の費 用及 び官公 署そ の他 の関係 機関 への諸 手続 等に

要す る費用 は請 負者 の負担 とす る。

工 事 写 真

し ゅ ん 工 時 提 出 物

再 使 用 機 器

耐 震 施 工

工事の 着手 に先 立ち、 撮影 計画の 作成 を行 い、監 督職 員へ提 出す るこ と。

標準仕 様書 及び 別表に よる 。

取外し 再使 用機 器は、 原則 として 清掃 及び 絶縁抵 抗測 定を行 った 後取 り付け る。

ただし 、絶 縁劣 化等で 使用 に耐え ない 場合 は、監 督職 員に報 告す る。

設備機 器の 固定 は、「 建築 設備耐 震設 計・ 施工指 針２ ０１４ 年版 　： 監修（ 独） 建築

研究所 」に よる 。なお 、施 工に際 し、 耐震 強度計 算書 を監督 員に 提出 し承諾 を受 ける

ものと する 。

(1) 設 計用 水平 地震力

　　機 器の 重量 ［ｋｇ ｆ］ に、設 計用 標準 水平地 震度 を乗じ たも のと する。

　　な お、 特記 なき場 合、 設計用 標準 水平 地震度 は次 による 。

重要機 器 一般 機器 重要 機器 一般 機器
機 器種 別設置 場所

2.0 1.5機 　　 　　　 器

防 振支 持の機 器

水 槽類 （※１ ）

機 　　 　　　 器

防 振支 持の機 器

水 槽類 （※１ ）

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.61.0

1.0

1.5

1.0

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

0.6

機 　　 　　　 器

防 振支 持の機 器

水 槽類 （※１ ）

屋 上及 び塔 屋

上 層階 、　 　

中 間 階

地下 ･１階

（※ １） 水槽類 には オイル タン ク等 を含む 。

　　２ ～６ 階建 の場合 は最 上階、 ７～ ９階 建の場 合は 上層２ 階、

　　１ ０～ １２ 階建の 場合 は上層 ３階 、１ ３階以 上の 場合は 上層 ４階 とする 。

　設計用標準水平地震度

(2) 設 計用 鉛直 地震力

　　設 計用 水平 地震力 の１ ／２と し、 水平 地震力 と同 時に働 くも のと する。

　◎重 要機 器の 定義は 次に よる。

　◎上 層階 の定 義は次 によ る。

　　・ 受変 電設 備　　 ・発 電設備 　　 ・直 流電源 設備 　　・ 交流 無停 電電源 装置

　　・ 交換 機　 　・自 動火 災報知 受信 機　 　・中 央監 視装置 　　 ・　

あ と 施 工 ア ン カ ー

確認試験は、・性能確認試験(　　本）・施工後確認試験(　　本 )を確認強度  　 kNにて行う。

防 火 区 画 等 の

　　貫 　通 　処　 理

電 線 ・ ケ ー ブ ル

電線等 が、 防火 区画又 は防 火上主 要な 間仕 切りを 貫通 する場 合の 施工 状況に つい て、

貫通個 所の 両面 から写 真撮 影し、 工事 写真 として 提出 する。

(1) EM-EEF は 紫外 線に よる劣 化を 抑止す る性 能を持 たせ 、「 ﾀｲｼｶﾞｲｾﾝ EM-EEF」 と

　　表 記さ れた ものを 使用 する。

(2) EM-UTP は  JIS X 5150「構内 情報 配線 システ ム」 に準じ 、絶 縁材 料及び シー スに

　　 JIS規格に よる EMケ ーブル の耐 燃性ポ リエ チレン を用 いた もの。

予 備 配 管 埋込分 電盤 から の立上 り予 備配管 は、 予備 の配線 用遮 断器４ 個以 下の 場合は (25)を１本

５個以 上の 場合 は (25)を２ 本、天 井ま で立 上げる 。

呼 び 線 長さ１ m以上の 入線 しな い電線 管に は、１ .２ mm以 上の ビニル 被覆 鉄線 を挿入 する 。

金属製 電線 管の塗 装 下記の 露出 配管 は塗装 を行 う。

　　・ 屋　 外　 　　・ 屋　 内（　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 ）

・A種［山砂の類：水締め、機器による締固め］

・C種［他現場の建設発生土の中の良質土：機器による締固め］

・D種［再生コンクリート砂：水締め、機器による締固め］

・B種［根切り土の中の良質土：機器による締固め］埋 め 戻 し 土

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

13

12

11

10
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1

・特 定の 施設 　 ・ 一般 の施設 　

・公 共建築 工事 積算 基準の 解説 (設 備工 事編 )の「 執務 並行 改修」

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）第1編 第2章 第12節による。

(一社)公共建築協会による「建築材料・機材等品質性能評価事業」における評価対象となる電気設備機材

（参考図書：長野県営繕工事の手引き（以下、 「手引き」という。）（令和３年版）長野県 建設部施設課監修）

建 設 発 生 土 の 処 理 ・場外 搬出 処理 　　　 ・構 内の指 定場 所に 敷き均 し　 　　

ケ ー ブ ル 埋 設 票

(2) 低 圧地 中配 線にあ って も地中 線埋 設標 識シー トを 敷設す る。

(3) 配 管埋 設幅 が 750㎜ を超え る場 合は、 地中 線埋設 標識 シー トは２ 条以 上敷設 する 。

(1) 露 出す るプ ルボッ クス の本体 及び ふた の仕上 げは 、メラ ミン 焼付 塗装と する 。

(2) 露 出す るプ ルボッ クス のふた の止 めね じは化 粧ビ スとす る。

プ ル ボ ッ ク ス

フラッ シュ プレー ト 図面に 特記 ある もの及 び特 殊なも のを 除き 　　　 　　 ・金属 製　 　　 ・樹脂 製

プレー トの 用途表 示 プルボ ック ス、 ジョイ ント ボック ス及 び機 器を実 装し ないプ レー トに は、用 途を 明示

した略 標を つけ る。

配 線 器 具 タンブ ラス イッ チは連 用形 とする 。

壁 付 け コ ン セ ン ト (2P15A )は 原 則 と し て 連 用 形 と す る 。 た だ し 、 ２ 口 の 場 合 は 複 式 を

使用し て良 い。 また (2P15A)以 外は すべて キャ ップ付 とす る。

機 器 へ の 接 続 本工事 の動 力制 御盤よ り別 途電動 機等 への 配線の 接続 は本工 事と する 。

照 度 測 定

　　用 　　 途： 　・　 非常 用照明 　　 ・　 一般照 明

・　学 校施 設に おける 室内 照度測 定（ 測定 教室： 　　 個所、 　測 定黒 板面： 　　 個所）

※ 教室の 照度 は、１ 教室 当た り机上 面 9か所 、黒 板垂直 面 9か所 で測 定する

盤 類 (1) 分 電盤 等の 図面ホ ルダ ーに、 単線 結線 図・絶 縁抵 抗測定 表・ 接地 抵抗測 定表 を

　　収 納す る。

(2) 端 子盤 には 、線番 表・ 結線表 を備 え付 ける。

グリー ン購 入の推 進 長野県 グリ ーン 購入推 進方 針に基 づく 調達 項目

＜資材 ＞　 ・照 明制御 シス テム　 　・ 変圧 器　　 ・（ 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　）

＜建設 機器 ＞　 ・排出 ガス 対策型 建設 機器 　・低 騒音 型建設 機器

他 工 事 又 は 他 工 種

　 　 と の 取 り 合 い

その他 及び 電子納 品 保険等 の各 種措 置及び 電子 納品に つい ては 、別添 「特 記仕様 書 (共通 事項 )」 によ る。

その他

・　

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

配管下部は50㎜以上、上部は100㎜以上、砂を用いて締固めること。

工事しゅん工後3ヵ月、 12ヶ月に点検をして、その結 果を書面で担当者あてに報告する。

別表第一の区分

消防法施行令

・内 部仮設 足場 等（ ・架台 足場 　・移 動式 足場　 ・移 動式 室内足 場　 ・　　 　　 　　 ）

・　測 定場 所： 　・　 各室 （測定 箇所 数　 ９箇所 ）　 ・　廊 下　 　・ 　階段

工事区 分表 によ る。た だし これに より 難い 場合は 監督 職員と 協議 する 。

リー ド端 子付 　堀削 埋戻 中心深 さ  　  ２ m　  埋 設標 （黄銅 製又 はス テンレ ス製 ）

リー ド端 子付 　堀削 埋戻 中心深 さ  　  ２ m　  埋 設標 （黄銅 製又 はス テンレ ス製 ）

(1) 地 中線 路に は、ケ ーブ ル埋設 票を もう ける。 　・ 鉄製　 　　 ・コ ンクリ ート 製

　　既 存校 舎へ の影響 がな いよう に考 慮す る。

・　工 事範 囲外 の校舎 を使 用しな がら の工 事とな るた め、事 前調 査を 十分に 行い 、

銅板１．５ｔ×９０ ０×９００  　補助接地棒（連結式１０φ×１ 、５００） 

銅板１．５ｔ×９０ ０×９００  　補助接地棒（連結式１０φ×１ 、５００） 

銅板１．５ｔ×９０ ０×９００  　補助接地棒（連結式１０φ×１ 、５００） 

　　仕 様書 (電 気設 備工事 編 )(令和４ 年版 )」 (以下、 「標 準仕様 書」 とい う。 )、「 公共 建築 改修工 事標 準

　　仕 様書 (電 気設 備工事 編 )(令和４ 年版 )」 (以下、 「改 修標準 仕様 書」 という 。 )及び 「公 共建築 設備 工

　　事 標準 図 (電気 設備工 事編 )(令和 ４年 版 )」 (以下 、「 標準図 」と いう 。 )による 。

諏 訪総 合設 計　株 式会 社 長田 　伸亮

諏 訪総 合設 計株式 会社 　　長 田　 伸亮

キ ノノ ス設備 設計 　　白 鳥　 智裕

有 限会 社アー バン 設備設 計室 　　 宮下　 千直

・

・  原 図（Ａ ３版 　２ つ折り 製本 ）

・  陽 画（Ａ ３版 　２ つ折り 製本 ）

ＲＣ普通教室棟 ４

ＲＣ ４特別教室棟

（７ ）00.00

（７ ）00.00

普 通教室 棟 特 別教 室棟

長 野 県 諏 訪 市 湖 南 ４ ９ ８ ２ － １

ＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号 設計図諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　 １／５００ １／５０ １／２０ １／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号

ＳＮ長田　伸亮 １／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 2025 . 09 . 05TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  

標準用紙サイズ：Ａ３

特 記 仕 様 書 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）

Ｅ－ 0124.01.29 実 施設計 完了 時

ＦＳ

諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事



負荷

(kW)
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電 気 方 式
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状
停
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視
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路

主

回

路

制

御
盤 名 称

幹線番号 電圧

負　　荷

分岐開閉器

表　示

手元発停・表示

負 荷 名 称
MCCB

P AF/AT
ELCB

結線方式

BZ記 号

AC 3Φ3W 200V
200

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ＥＭ－ＣＥＴ１００ 3ELCB

〃 〃

〃 〃

A

〃

〃

７
６

ＡＣ－２

〃

〃

〃

３年４組

３年３組

３年２組

３年１組

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

エアコン

〃

〃

〃

鋼板製・壁掛け・防滴型・下部ダクト・鍵付ＡＰ－１

←既設予備ブレーカーに接続

←既設予備ブレーカーに接続

←既設予備ブレーカーに接続

１階

職員室

〃

〃

〃

事務室 〃 〃 〃

４．２２

←空きスペースに新設ブレーカー設置８〃 〃 校長室

２階

２階 図書室

〃

〃

〃 〃 〃

ＭＣＣＢ３Ｐ
２２５／１２５Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
２２５／２００Ａ

ブレーカー取替

既存動力盤

エアコン ELCB 3

負　　荷

〃

〃

〃

AC 3Φ3W 200V
A

(kW)合 計 容 量 水水障態路路
P AF/AT

ELCB

負荷

容量主 開 閉 器

電 気 方 式
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視
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路
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200

〃
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新設動力盤 ＡＰ－４
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技術室１階ＥＭ－ＣＥＴ１００

２２５／１７５Ａ

CH

EAEA(LA) CH

WH

3Φ3W 6,600V 60Hz
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6600/210V

VS

F×2

▲

V

A
AS

Th
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Ｃ Ｔ

１００ＫＶＡ

ＶＣＢ

既存受変電設備改修図
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高圧引込ケーブ ル（ 既存）

６ ｋ Ｅ Ｍ －Ｃ Ｅ Ｔ ３ ８ °　 Ｌ ＝１ ６ ｍ

Ｐ Ａ Ｓ 　 ７ ． ２ Ｋ Ｖ 　 ３ ０ ０ Ａ 　 （ Ｓ Ｏ Ｇ 付）

方向性　 Ｖ Ｔ ・ Ｌ Ａ 　 内蔵

高圧気中開閉器

VCT

５．１２

〃

２．２８

２．２８

50/20

50/20

〃 ９
〃 １０

〃〃 〃

〃〃 〃

２．７２

〃

〃

〃 〃

〃 〃

50/30

50/30

〃

〃

〃

〃

←空きスペースに新設ブレーカー設置

←空きスペースに新設ブレーカー設置

▼　 Ｇ Ｌ

庭 道路
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.
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K
W

9
6
.
8
6
KW

ＬＢＳ

７．２ｋＶ　２００Ａ

ＰＦ２０Ａ（Ｇ）４０ｋＡ

ET

接地端子

EB

EB ED

ETEA.D

ED

ED

ELB

E
L
B

▲

▲

SR　 243V　 60Hz

3. 19kvar   L=6%　 モ ー ルド

SC　 7020V　 60Hz

53. 2kvar   保護検出器付

▲

▲

SR　 243V　 60Hz

SC　 7020V　 60Hz

更新

6. 38kvar   L=6%　 モ ー ルド

106kvar   保護検出器付

７５／５Ａ
75/5A５０／５Ａを７５／５Ａに取替

５０／５Ａを７５／５Ａに取替

鋼板製・壁掛け・防水型・鍵付

１
２
３
４
５

１
２
３
４

総容量

37.12kW

総容量

スペース

〃

〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃
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調理室

被服室

２階

第１理科室
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〃〃

〃〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

２．７２

50/30

50/30
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〃

25.92kW
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既存基礎

低圧動力盤高圧受電盤

高電圧

変電設備

低圧電灯盤

既設 新設

▼　 Ｇ Ｌ

増設基礎

校舎側

低圧動力盤３低圧動力盤２

増設基礎

（建築工事）
（建築工事）

既設ブレーカーMCCB3P225/125A撤去、
新設ブレーカーMCCB3P225/200設置

ＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号 設計図諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　 １／５００ １／５０ １／２０ １／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号

ＳＮ長田　伸亮 １／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 2025 . 09 . 05TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  

標準用紙サイズ：Ａ３

Ｅ－24.01.29 実 施設計 完了 時

ＦＳ 高 圧 受 電 設 備 図 ・ 動 力 盤 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）

02諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事
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＝凡 例＝

・　　　　　：建築基準法施行令第114条区画
　　　　　　　非耐力壁(軽量間仕切壁)1時間耐火仕様(天井裏スラブまで)
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＝凡 例＝

・　　　　　：建築基準法施行令第114条区画
　　　　　　　非耐力壁(軽量間仕切壁)1時間耐火仕様(天井裏スラブまで)
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（２）新設配管は、既設配管の接続前に試験を行う。

○

章 項　　　　　目 特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

２ 監 督 員 事 務 所

４ 足場・さん橋類

５ 実施工程表及び

　 施 工 計 画 書

６ 官公署への手続き

・設けない　・設ける（・１号　・２号　・３号　・４号　・５号）

・別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　・本工事で負担する。

２．特　記　仕　様

　(1)章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを適用する。

この工事に必要な工事用電力、用水、諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。３ 工事用電力･用水等

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。１ 機 　　材　　　等

製造業者等が定められている機材については、設備機材等指定表又は、(社)公共建築協会が実施

する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によって所要の品質・性能を有することの評価

を受けた材料・機材等によるほか、これらと同等のものとする。ただし、これらの同等のものと

する場合は、監督職員の承諾を受ける。

機材の品質・性能証明

使用する機材が設備機材等指定表による製造業者等のもの又は、「建築材料・設備機材等品質性

能評価事業」によって所要の品質・性能を有することの評価を受けたものである場合は、共通仕

様書第１編第１章第４節１．４．１（ｂ）の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出

を省略することができる。ただし、共通仕様書に規定される製作図、試験成績書等は除く。

実施工程表及び施工計画書は、工事着手に先立ち速やかに提出する。

工事に必要な官公署などの手続きは、請負者が代行し速やかに行う。

　(2)特記事項のうち選択する事項は・印の付いたものを適用し、・印の付いたものは適用しない。

建　　　物　　　名　　　称 構　　造 延床面積(㎡) 備　　　　　　考

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

屋　　外

Ⅰ．工　事　概　要

建　物　別

工 事 種 目

○　冷　 暖 　房 　設 　備

○　暖　　 房　　設 　　備

○　自　動　制　御　設　備

○　厨　房　機　器　設　備

○　温　　泉　　設　 　備

○　冷　却　水　配　管  設  備

○　オ　イ　ル 設 備

○　L　P　ガ　ス　設　 備

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式
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○一式

○一式
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○一式
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○一式
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○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

　　　　　　対　象　部　分：

方　法　及　び　種　別 設　　　　　　備　　　　　　概　　　　　　要

空　　　調　　　方　　　式

冷　　暖　　房　　方　　式

暖　　　房　　　方　　　式

換　　　気　　　方　　　式

給　　　水　　　方　　　式

排　　　水　　　方　　　式

消　火　設　備　の　種　別

ガ　　ス　　の　　種　　別

・ ・ ・ ・

・ヒートポンプ（EHP) ・ ・

・温風暖房 ・温水暖房 ・

・

・

・局所換気 ・ ・ ・

・水道直結式　　　・加圧式　　　　　・高置タンク式（・上水　・井水）

・建物内汚水、雑排水（・分流　・合流）

し尿浄化槽　　　　　（・合併　・単独　・併合）

放流先　　　　・公共下水　　　・合併浄化槽　

・建物外汚水、雑排水（・分流　・合流）

・屋内消火栓設備 ・消火器 ・ ・

・液化石油ガス（発熱量 12,000 Kcal/Kg）

一

般

共

通

事

項

外　　　気
屋　　　　　　　　　内

一　般　系　統

夏　季

冬　季

温度(DB) 湿度(RH)

℃

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 温度(DB) 湿度(RH)

・設ける　　・　

４ ばいじん量測定口 ・設ける（測定口は80φとする）　・　

・鋼板製（・3.2mm　・4.5mm）　　・ＳＵＳ304（・0.8mm　・1.0mm）　・鋼管

６ ダ　　 ク 　　ト

５ 煙　　　　　　 道

７ 風 量 測 定 口 取り付け箇所は（・図示した位置　　　・送風機吐出ダクト又は吸込ダクト

　　　　　　　　・外気取入れダクト　・空調機出口チャンバーの分岐ダクト）

８ チ ャ ン バ ー 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音

内貼りしたチャンバーには点検口を設け、点検口の大きさは図示による。

９ ダクトの防漏策

シーリング材を充填する。

10 防 煙 ダ ン パ ー 復帰方式（・遠隔　・　　　　　）

定格入力は、ＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。

11 ピストンダンパー 復帰方式（・遠隔　・　　　　　）

13 温　　 度 　　計

・冷温水ヘッダー（往）及び各返り管。

・空気調和機（パッケージ形を含む）のサプライチャンバ、レタンダクト、外気取入れダクト及

びレタンチャンバ。

・温風暖房機の吐出ダクト、レタンダクト、外気取入れダクト及びレタンチャンバ。

14 圧　　 力 　　計

15 瞬　間　流　量　計 ピトー管方式によるもので止水コック付とし、形式及び取付部は下記による。なお、着脱形の指

示部は（・40Ａ用　個　・100Ａ用　個　・250Ａ用　個）附属とする。

・冷凍機の冷水管（出口側）及び冷却水管（出口側）に（・固定形　・着脱形）を設ける。

・直だき吸収冷温水機の冷温水管（出口側）及び冷却水管（出口側）に（・固定形　・着脱形）

を設ける。

・冷温水ヘッダーの（・各送り管　・各返り管）に（・固定形　・着脱形）を設ける。

・空気調和機の冷温水管（入口又は出口側）に（・固定形　・着脱形）を設ける。

・図示の箇所に取付ける。

１ ダ　　 ク 　　ト

・厨房系統の排気用ダクトは、共通仕様書より１番手厚いものを使用する。

２ 風 量 測 定 口

３ ダ 　ン 　パ 　ー 空気調和設備の該当項目による。

・厨房系統　・浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　・　４ 排気ダクトのシール

５ チ ャ ン バ ー 空気調和設備の該当項目による。

６ 耐　 火 　措 　置

１ ダ　　 ク 　　ト

自家発用換気ダクトが自家発室外を通過する場合の耐火措置は図示による。

・亜鉛鉄板　・　

２ 排 煙 口 の 形 式

３ 排煙口開放装置

４ 排 煙 風 量 測 定

１ 中央監視制御装置 ・有り　　・無し

図示による２ 中央監視制御装置

３ 電　　 線 　　管

　 の 構 成 ・ 機 能

１ 大 便 器 洗 浄 弁

・ノンホールディング機構
２ 大便器ロータ ンク ・流動装置付

・不凍結装置付　　・個別感知フラッシュ方式（・埋込　・露出）

   ハ イ タ  ン ク

・露出　　・隠ぺい　　・水抜き装置付

・節水コマ　・固定コマ（・寒冷地対応形　・　　　　　　）

・陶器製（・露出形　・　　　　）

・陶器製（・露出　・埋込）

・設ける（ピット内は除く）　　・設けない

１ 量　　 水 　　器 ・親メーター（・貸与品　・　　　　）　・子メーター（・買取り　・　　　　）

２ 量　 水 　器 　桝 ・水道事業者指定品（・貸与品　・買取り）　・標準図ＭＣ形

４ 引 込 納 付 金 等 ・要（・本工事　・別途工事）　・不要

５ 給　 水 　勾 　配 ・不凍栓の二次側は水抜きが確実にできること。

６ 建物導入部配管

１ 洗面器等の排水管 洗面器及び手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

屋内　・80Ａ以下は1/50、100Ａ以上は1/100以上　　屋外　・1/100以上　・　２ 排　 水 　勾 　配

図示の箇所に取付ける。３ 満 水 試 験 継 手

・図示の箇所に取付ける

２ 弁　　　　　　 類

１ 屋 内 消 火 栓 箱 ・ＨＢ－１Ａ　　・ＨＢ－１Ｂ　　・　

２ 建物導入部配管

１ 機 器 の 寸 法 概略寸法とする

２ 燃　 焼 　機 　器 使用ガス（・都市ガス　・液化石油ガス）

１ 充 て ん 容 器 ・別途（・50kg　・　　　　）

・標準図による

３ 転 倒 防 止 等

２ 集 　合 　装 　置

・標準図の（・(a)　・(b)）による

４ メ　 ー　 タ 　 ー ・親メーター（・貸与品　・　　　　）

５ ガス漏れ警報器

６ 引 込 負 担 金 ・要（・別途工事　・本工事）　・不要

７ 緊 急 遮 断 弁 等 ・要（　　　　　　　　　　）　・不要

８ 建物導入部配管

２ 測　　 定 　　表

１ 調　 査 　依 　頼

２ 工事カルテ作成と

　 登録  

監督員に速やかに提出する。

「工事カルテ」の提出期限

３ 施工体制台帳等

請契約届出書及び施工体系図）を整備する。
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設

備

○

冷

暖

房

設

備

○

暖

房

設

備

１ 設 計 温 湿 度

３ 煤 煙 濃 度 計

１　提出書類等目録 

４　保守管理手引

５　保全に関する説明書

注)完成図面の種類は、設計図面に準じて作成のこと。

３．工　事　種　目（●印を付けたものを適用する）

２．建　物　概　要

１．工　事　場　所

・ワイヤー式　　・電気式（遠隔操作　　・不要　・要）　

・埋込（・SGP-VA　・SGP-PA　・　　　　）　　・露出

・取付箇所（・大便器　・小便器　・　　　　）材質（・陶器製　・　　　　）

・標準図（・(a)　・(b)　・(c)）による。

・標準図（・(a)　・(b)　・(c)）による。

３ 温水洗浄式便座

取付部は下記による。なお、温度計は工業用バイメタル式温度計（目盛板外径100φ）とする。

・温水発生機の温水管（出入口側）

・熱交換器の温水管（出入口側）

・冷凍機の冷水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

・直だき吸収冷温水機の冷温水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

・ボイラーの温水管（入口側）。

・空気調和機の冷温水管（出入口側）及び三方弁装置後の冷温水管（返り）。

・冷凍機の冷水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

・空気調和機の冷温水管（出入口側）。

・直だき吸収冷温水機の冷温水管（出入口側）及び冷却水管（出入口側）。

・熱交換器の温水管（出入口側）。

取付部は下記による。

・温水発生機の温水管（出入口側）

16 油 面 制 御 装 置 制御盤には（・給油ポンプ制御　・満油警報　・遠隔警報　・電磁弁制御　・返油ポンプ制御

・減油警報　・　　　　　）の端子を設ける。なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線

は製造者の標準仕様とする。

・止水栓付　

・都市ガス（発熱量　　　　　　Kcal/Nm、供給事業者名：　　　　　　　　）

チャンバーの隅部、吹出口又は吸込口の取付用分岐ボックスの接続部及び隅部は、ハンダ付又は、

消設

火備

給設

湯備

排設

水備

自御

動設

制備

・アングルフランジ工法　　・スパイラルダクト

・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）

・アングルフランジ工法　　・スパイラルダクト

・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）

17 絶 縁 フ ラ ン ジ

●

（別表）しゅん工時提出物（○印を付けたものを提出する。作成方法は長野県機械設備工事施工手引による。）

４．設　備　概　要（○印を付けたものを適用する）

・低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト

・低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト

○
排

煙
設

備
○

　
　

　
　

厨
房

機

　
器

設
備

○
　

　
　

　
　

し
尿

浄
化

　
槽

設
備

　

○

４ 小 便 器 洗 浄 弁

５ 小 便 器 洗 浄 用

６ 小 便 器 洗 浄 管

７ 水　　　　　　 栓

８ 化　　 粧 　　棚

９ 石　 け 　ん 　受

10 洗　 　面 　　器

11 標　　 記 　　板

12 大便器耐火カバー

７　官公署届出書類等

８　工具・予備品等

９　工事関係資料等引渡書

10　試運転用油等（　　　　）の納品書写

11　その他監督員指示によるもの又は特記によるもの

階　　数

５．指　定　部　分　　・無　　　　　　・有　（指定部分しゅん工期限　平成　 　年　　 月　　 日）

原則として金属管とする。なお、図示なき場合は、施工手引「施工１３８」による。

　(1)受注時登録 データ の提出は、契約締結後10日以内とする。

　(2)完了時登録 データ の提出は、工事完了後10日以内とする。ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ（図示部分））

ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ　（図示部分））

１ 絶 縁 フ ラ ン ジ

１ 手　　 続 　　等 官公署への手続又は手続変更は、契約後30日以内とし、請負者が代行処理する。

放流水質の測定表を提出する。

３ 弁 　　　　　　類

12 弁 　　　　　　類

する。

％ ℃

湿度(RH)

％ ℃

％  ℃

％ ℃

％℃

％ ℃

％℃

％

取付位置は(・図示した位置　・送風機吐出ダクト又は吸込ダクト　・外気取入れ

ﾀﾞｸﾄ）とする。

・天井取付（・スリット形・スイング形）・壁取付（・スリット形　・　　　　　）

「建築設備定期検査業務指導書」（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査

方法に準ずる。

・バキュームブレーカー　・不凍結装置付　・低圧フラッシュバルブ（

）

加熱方式（・貯湯式　・瞬間式）　給水方式（・給水管直結給水方式　・ポンプ加圧

給水方式）

ＪＩＳ又はＪＶ　・水道直結部分（・１０Ｋ　　・　　　　　）　・その他の部分

（・5Ｋ　・　　　　）

依頼があったた場合はこれに協力する。

本工事について、公共工事労務費調査、資材調査、建設副産物実態調査等県から調査

請負者は、工事請負金額2,500万円以上の工事について、工事実績情報として「工事

ｶﾙﾃ」を

ﾌﾛｯﾋﾟｰ ﾃﾞｨｽｸ

作成し、監督員に提出し承諾を受けた後、(財)日本建築情報総合センターへ

ｶﾙﾃ受領書」の写しを

10日以内に  変更データ を提出する。

　(3)施工中に受注時登録 データ の内容に変更があった場合は、変更があった日から

により提出するとともに、(財)日本建築情報総合センター発行の「工事

一式工事以

（下請契約台帳、再下

工事の下請金額の総額が建築一式工事にあっては、4,500万円以上のもの、建築工事

外の建設工事にあっては、3,000万円以上のものについて、施工体制台帳

給水管

排水管

通気管

給湯管

消火管

排水・通気管　防火区画貫通部　耐火二層管VP

水位管

油管

冷媒管

ﾄﾞﾚﾝ管

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設備

・図示の製品を取付ける ﾏﾚﾌﾞﾙ弁

・

・

・ ・

・ 閉鎖型ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ

・

外壁に面するｶﾞﾗﾘに

直接取り付けるチャンバー及びホッパーは、雨水の滞留のないように施工

品名

管種

品名

管種

使 用 場 所 使 用 場 所

○

管
　

種

屋　内 屋　外 屋　外屋　内

・

（提出部数は監督員の指示に依る）

配管材はｶﾞｽ業者指定品とする。

・設置する（室名：全室　計装工事共　）

○　空　気　調　和　設　備

1

2

3

4

6

5

7

8

２４時換気

二号消火栓箱

換気管

２　完成図（原図・製本・ＣＤ）

３　設計図（原図・マイクロフィルム・ＣＤ）

６　工事完成資料

監督員が指示及び承諾を行っても当該工事に問題点が出れば請負者が修理を負うものとする。

9

○  雨　　水　 　設 　　備

連絡先 (財)日本建築情報総合センタ ーTEL03-3505-2981　FAX03-3505-2966

10

12

11

埋設部　硬質塩ビライニング鋼管　VD
その他　硬質塩ビライニング鋼管　VB

耐熱硬質塩ビライニング鋼管　HTLP

硬質塩化ビニール管　VP

硬質塩化ビニール管　VP

配管用炭素鋼鋼管　SGP

硬質塩化ビニール管　VP

冷媒用被覆銅管

スパイラルダクト管　亜鉛引き

ポリエチレン被覆交換　P1H

耐熱硬質ポリ塩化ビニール管　HTVP硬質塩化ビニール管　VP

耐衝撃性硬質塩化ビニール管　HIVP

ポリエチレン被覆交換　P1H

冷媒用被覆銅管

硬質塩化ビニール管　VP

硬質塩化ビニール管　VP雨水管

循環管 耐熱硬質塩ビライニング鋼管　HTLP ブロー管 耐熱硬質塩ビライニング鋼管　HTLP

○　換　　 気　　設 　　備

○　空　調　機　器　設　備

○　衛　生　器　具　設　備

○　給　 　水　　設 　　備

○　排　 　水　　設　　 備

○　給　　 湯　　設 　　備

○　消 　　火　　設　　 備

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

２空調機器メーカーリスト

三菱電機株式会社 ダイキン工業株式会社

三菱重工冷熱株式会社

日立ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ株式会社

製造会社名 製造会社名 製造会社名機種名称

ヒートポンプエアコン

６．概　成　工　期　　　平成　　 年　　 月　　 日　（土日祭休日工事とする）その他監督員と打ち合わせによる

●

●

34 27 55

Ⅲ．工　事　仕　様
１．共　通　仕　様 （●印を付けたものを適用する。）

●機械設備工事共通仕様書・標準図（平成最新版）国土大臣官房官庁営繕部

●長野県機械設備工事施工手引　　（平成最新版）長野県住宅部施設課

○電気設備工事共通仕様書・標準図（平成最新版）国土大臣官房官庁営繕部

○建築工事共通仕様書　　　　　　（平成最新版）国土大臣官房官庁営繕部

●

８ 被　 害 　届 　等

９ しゅん工時提出物

10 残　 土 　処 　理

11 埋め戻し土・盛土

共通仕様書によるほか別表による。

引渡しを要するもの　　・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再生資源の利用を図る　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物　・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７ 保 　　　　　　険

暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届けを速やかに警察に提出すること。

・根切中の良質土（ただし管の周囲は山砂、川砂又は再生砂）　・山砂の類

・構外搬出適切処理（「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により行うこと。また、施工手引

　第２章第２により発生材処理報告書を作成のこと。）

・構内敷ならし　　・構内指定場所にたい積　　・構外搬出適切処分

建物（施設）引渡しまで請負者は、工事目的物、工事材料等について火災保険等をかけること。

12 発 生 材 処 理

17 文 字 入 名 札 等

電気保安技術者を設置する。

・資格の区分Ⅰ　　　・資格の区分Ⅱ

資材の保管は必ず屋根をかけ地上30cm以上の架台に乗せる。

ス線等で取付ける。

共通仕様書第１編１．７．２によるほか、バルブ類等は必要に応じて合成樹脂製名札をステンレ

13 主任技術者等の適用

14 電気保安技術者

15 技 能 士 の 適 用

16 資 材 の 保 管

・配管　　・冷凍空気調和機器　　・熱絶縁施工　　・建築板金

18 取 扱 説 明 板

19 総　 合 　調 　整

20 定　 期　 報　 告

機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目等を書いた取扱説明板（アクリル樹脂製、文字彫

（管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず管理者の立会いを要する。）

(2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

機器、配管、風道等は耐震を考慮し堅固にすえ付け、取付又は支持を行う。

25 管 の 切 断 及 び

　 ネジ切り・接続

ネジ切り機は自動切り上げ装置付とする。ネジ切りに際しては、ネジゲージを使用してネジが適

正に切られているか確認する。

接合材はペーストシール材とし、ねじ山、管内部及び端面に付着している切削油、水分、ほこり

全てさび止めペイント２回塗布又はプラスチックテープ１回巻とする。

1)設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量)

　え付け又は取付を行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

　設計用標準水平震度

2)設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

設　置　場　所

耐　震　安　全　性　の　分　類

・特定の施設（・甲類　・乙類） ・一般の施設（乙類）

上層階、屋上及び塔屋

中　間　階

地下階、一階

２．０

（２．０）

〈２．０〉

（２．０）

１．５

（１．５）

〈１．５〉

１．０

（１．０）

〈１．５〉

１．５

〈１．５〉

（２．０）

１．５

〈１．５〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

〈１．０〉

０．６

（１．０）

〈１．０〉

０．６

（１．０）

０．６

（１．０）

〈０．６〉

０．４

（０．６）

〈０．６〉

　　　　　　２～６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階建の場合

　　　　　　は上層３階、13階建以上の場合は上層４階

重要機器、重要水槽とは下記に示すものをいう。

　・重要機器　（・消火設備　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　

　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　）

　・重要水槽類（・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　）

重要機器・水槽 一般機器・水槽 重要機器・水槽 一般機器・水槽

・本工事（・風量調整　・水量調整　・室内外空気の温湿度測定　・室内気流及びじんあい測定

　・騒音測定　・初期運転状態の記録）　・別途

　に、次に示す地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。地域係数は1.0とする。

耐震措置の計算及び施工方法は、次に掲げる事項以外、すべて「建築設備耐震設計・施工指針」

（建設省住宅局建築指導課監修1997年版）による。

3)100kg以下の軽量な機器（共通仕様書の適用を受けるものは除く）においても耐震を考慮し据

なお、ライニング鋼管用管端防食継手については、コア挿入型は使用しないこと。

配管、ダクト、器具据え付けにともなうスリーブ、枠入れは本工事とし、他は工事区分表による。

21 容 量 等 の 表 示

22 耐　 震 　措 　置

23 他工事との取合い

24 施工図等の取扱い 施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

工事しゅん工後３ヶ月、12ヶ月に点検をして、その結果を書面で施設課長あて報告する。

(1)機器類の能力、容量等は、表示された数値以上とする。

など十分に除去した後、おねじ部のみ適量塗布する。また鋼管接続後のネジ切り部及び傷跡等は、

（注）１．（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　　２．〈　　〉内の数値は水槽類に適用する。

　　　３．上層階の定義は次による。

込み程度）を設ける。大きさは、約　　　　㎡とする。 機械室

26 吊　　 金 　　物 吊金物は吊込み前に防錆塗料２回塗を行う。（但し亜鉛メッキ鋼棒をのぞく）

27 配　 管 　勾 　配 給水、給湯、消火、冷温水、冷却水管は、図示による水抜きが確実にできるよう水抜き位置に向

かって下り勾配とする。

28 管　 の　 保　 護 コンクリート内の鋼管、鉛管及び塩ビ管については、プラスチックテープを1/2重ね１回巻きと

29 管　 の 　埋 　設 土中埋設管（排水含む）は、管の上下をサンドクッション厚100mmで保護する。

30 管 の 埋 設 表 示

排水管を除く管には、埋設表示用テープを設置する。

31 貫 通 部 の 処 理

32 管 の 圧 力 又 は

33 溶　 接 　部 　の

　 振 動 絶 縁 効 率

   非 破 壊 検 査

34 機器の基礎 及び 振 動 絶 縁 効 率基　　　　　　礎機　　　　　器

空 調 用 ポ ン プ 及び

ボイラー給水用ポンプ

遠 　心 　送 　風 　機 ・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 80％以上　・　

・ 80％以上　・　

・ 　％以上　・　

検査の種類　・ＲＴ　　・ＰＴ又はＭＴ

・別図による。

35 塗 　　　　　　装 下記の金属電線管は塗装を行う。

既存のコンクリート床及び壁の配管貫通部の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

   消 音 内 貼 り

共通仕様書第２編によるほか下記による。

給水管、給湯管、冷温水管等の管、バルブ（グランド部を含む）、フランジ、可とう継手及び空

調ダクトのフランジは、建物内外共保温する。なお、保温端部はシーリング処理を行う。

各配管の保温厚で共通仕様書中厚30mm未満の箇所はすべて厚30mm以上とする。（ただし、排水管

は除く）

・還りダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　

・外気取入れダクトの保温要（保温厚25mm）　　・範囲は図示による　・　

・換気ダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　

図示された屋外埋設管の分岐及び曲がりの箇所には、コンクリート製標柱を埋め込む。舗装部分

エポキシ樹脂コーティング及びライニングの乾燥方法は、（・常温乾燥　・加熱乾燥）による。

　 満　 水 　試 　験

小形給水ポンプユニット

揚 水 用 ポ ン プ 及び

36 防 　　　　　　錆

37 は　　 つ 　　り

38 保　 温 　及 　び

よりシーリングする。

共通仕様書第２編２．８．１、施工手引第３章施工標準図によるほか充填箇所はシーリング材に

抜取率　　　・共通仕様書による　　・　

下記の保温を行わないダクトは、塗装を行わない。

・屋外露出　　　　　・（　　　　　）の屋内露出

・　　　　　　　　　・　

は埋設標示ピンとする。また、施工上生じた分岐、曲がりの箇所についても同様とする。

する。また、コンクリート土間下配管は、鋼棒等により沈下防止措置をする。

排水管は保温前に満水試験を、その他の管は保温前に圧力試験を実施する。また、機器取付後に

機器を含めた全系統の満水又は圧力試験を実施する。尚、試験方法については監督員と協議する。

給水管、消火管の埋設深さは　　　　　mmとする。又、ガス管の埋設深さは　　　　　mmとする。

外壁より1000

・排気ダクトの保温要（ロック厚50mm）　　　　・範囲は図示による　・　

・膨張タンクよりボイラーへの補給水管の保温は膨張管の項による。

・建物内の空気抜き管の保温は膨張管の項による。

・空気調和機、ファンコイルユニット、冷水及び冷温水のドレーン管の保温は排水管の項による。

・全熱交換器用ダクトの保温要（保温厚25mm）　・範囲は図示による　・　

保温種別は下記による

　ダクト　グラスウール保温筒

　冷温水、冷水、温水、蒸気管　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

　機器　　　　　　　　　　　　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

　給水管　ポリエチレンホーム保温筒

　排水管　グラスウール保温筒

　給湯管　ロックウール保温筒

　（・屋内消火管　・水抜きできない管　・スプリンクラー配管　・　　　　　　　　　　　）

　（・排水トラップ　・鉛管　・鋼管類　・ビニール管　・ドレーン管　・　　　　　　　　）

・消火管で下記の部分は保温する。なお仕様は給水管の項による。

・圧力タンク、膨脹水槽、各種呼水槽等鋼板製水槽は保温する。なお仕様は各機器の項に準ずる。

・大便器は保温する。

・共同溝の保温種別　（・ピット内に準ずる　・　　　　　　　　　　）

・ダクトの保温外装

区　　　　分 保　　　　温　　　　外　　　　装

倉庫・書庫

居室・廊下など

屋外露出、多湿箇所

（　　　　　　　）

・アルミガラスクロス　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

区　　　　分 保　　　　温　　　　外　　　　装

倉庫・書庫

屋外露出、多湿箇所

（　　　　　　　）

・SUSラッキング鋼板　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

・配管の保温外装

居室・廊下など

※配管には、冷媒管は除く。

・冷媒管の保温の外装は下記による。なお保温化粧ケースは塩化ビニール樹脂製とする。

・SUSラッキング鋼板　　　・スリムダクト100

保　　　　温　　　　外　　　　装区　　　　分

屋　内　露　出

屋　外　露　出

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

弁類）は電気ヒーター等の防凍対策を行う。なお、範囲及び施工方法は図示による。

・各種機器について図示電気ヒーター等の防凍対策を行う。（　　　　　　　　　　　　　　）

弁類）は防凍保温を行い、厚さは管径25mm以下のものは50mm、管径32mm以上のものは40mmとする。

・ピット内配管の保温は、施工手引「施工１０８」による。

・ステンレス鋼板製一体形タンクは保温する。なお、仕様は共通仕様書第５編1.4.2.5による。

　なお仕様はｄ(ハ)とする。

・排水管でピット内、共同溝内及び最下階の床下の下記の部分は保温する。

機械室

機械室

39 防　 凍 　保 　温

屋
内

露
出

屋
内

露
出

・ステンレス鋼板　　　　　　・　

・カラー亜鉛鉄板　　　　　　・　

・ファインカバー　　　　　　・　

・SUSラッキング鋼板　　　・スリムダクト100

・共用廊下ＰＳ内部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

弁類）は電気ヒーター等の防凍対策を行う。なお、範囲及び施工方法は図示による。

・各種機器について図示電気ヒーター等の防凍対策を行う。（屋外の給水・給湯・循環管）

（１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

＜参考＞

39　試　　験

40　あと施工アンカー 機械改修工事標準仕様書第２編５章による。

確認試験は、・性能確認試験(　　本）・施工後確認試験(　　本)を確認強度  　kNにて行う。

・施工士の適用（第１種、第２種）あと施工アンカー施工士による。※(社)日本建築あと施工アンカー協会認定資格
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諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事
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物置物置物置物置物置物置物置
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6,9506,9506,9506,9506,9506,9506,950 9,2009,2009,2009,2009,2009,2009,200 6,6006,6006,6006,6006,6006,6006,600 7,2007,2007,2007,2007,2007,2007,200

29,95029,95029,95029,95029,95029,95029,950 4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

33,95033,95033,95033,95033,95033,95033,950

AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3 AC-2AC-2AC-2AC-2AC-2AC-2AC-2既存既存既存既存既存既存既存既存既存既存既存既存既存既存既存既存既存既存既存既存既存

19.0KW19.0KW19.0KW19.0KW19.0KW19.0KW19.0KW

AC-2AC-2AC-2AC-2AC-2AC-2AC-2AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3

被服室被服室被服室被服室被服室被服室被服室 調理室調理室調理室調理室調理室調理室調理室 技術室技術室技術室技術室技術室技術室技術室

記　号記　号記　号記　号記　号記　号記　号 名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称 仕　　　　　　　　　　　　　　　様仕　　　　　　　　　　　　　　　様仕　　　　　　　　　　　　　　　様仕　　　　　　　　　　　　　　　様仕　　　　　　　　　　　　　　　様仕　　　　　　　　　　　　　　　様仕　　　　　　　　　　　　　　　様
相相相相相相相 電圧電圧電圧電圧電圧電圧電圧

備　　　　　考備　　　　　考備　　　　　考備　　　　　考備　　　　　考備　　　　　考備　　　　　考台数台数台数台数台数台数台数
電　気　容　量電　気　容　量電　気　容　量電　気　容　量電　気　容　量電　気　容　量電　気　容　量

出力出力出力出力出力出力出力

機　器　表機　器　表機　器　表機　器　表機　器　表機　器　表機　器　表

AC-1AC-1AC-1AC-1AC-1AC-1AC-1

AC-2AC-2AC-2AC-2AC-2AC-2AC-2

天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン

天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン

冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具

転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具

2.28KW2.28KW2.28KW2.28KW2.28KW2.28KW2.28KW2002002002002002002003333333

2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2002002002002002002003333333 2222222

冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3 天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン 転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具5.12KW5.12KW5.12KW5.12KW5.12KW5.12KW5.12KW2002002002002002002003333333

*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事

天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン 2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2002002002002002002003333333

AC-4AC-4AC-4AC-4AC-4AC-4AC-4

AC-5AC-5AC-5AC-5AC-5AC-5AC-5

天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン

天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン

冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

3333333

3333333

200200200200200200200

200200200200200200200

6.43KW6.43KW6.43KW6.43KW6.43KW6.43KW6.43KW

1.49KW1.49KW1.49KW1.49KW1.49KW1.49KW1.49KW

転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具

転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具

AC-2'AC-2'AC-2'AC-2'AC-2'AC-2'AC-2' 冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台 転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具

・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし EM-EEF2.0x3CEM-EEF2.0x3CEM-EEF2.0x3CEM-EEF2.0x3CEM-EEF2.0x3CEM-EEF2.0x3CEM-EEF2.0x3C

・内外信号線は冷媒共巻とし・内外信号線は冷媒共巻とし・内外信号線は冷媒共巻とし・内外信号線は冷媒共巻とし・内外信号線は冷媒共巻とし・内外信号線は冷媒共巻とし・内外信号線は冷媒共巻とし EM-CEE2-2CEM-CEE2-2CEM-CEE2-2CEM-CEE2-2CEM-CEE2-2CEM-CEE2-2CEM-CEE2-2C

・ドレン管　ACドレン　20A　25A・ドレン管　ACドレン　20A　25A・ドレン管　ACドレン　20A　25A・ドレン管　ACドレン　20A　25A・ドレン管　ACドレン　20A　25A・ドレン管　ACドレン　20A　25A・ドレン管　ACドレン　20A　25A

・リモコンは有線とする。・リモコンは有線とする。・リモコンは有線とする。・リモコンは有線とする。・リモコンは有線とする。・リモコンは有線とする。・リモコンは有線とする。

・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。

・ドレン管は逆止弁設置とする・ドレン管は逆止弁設置とする・ドレン管は逆止弁設置とする・ドレン管は逆止弁設置とする・ドレン管は逆止弁設置とする・ドレン管は逆止弁設置とする・ドレン管は逆止弁設置とする

・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％

・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。

・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。

備 考備 考備 考備 考備 考備 考備 考

RRRRRRR

凡 例凡 例凡 例凡 例凡 例凡 例凡 例

冷媒管サイズリスト冷媒管サイズリスト冷媒管サイズリスト冷媒管サイズリスト冷媒管サイズリスト冷媒管サイズリスト冷媒管サイズリスト

記号記号記号記号記号記号記号 液管液管液管液管液管液管液管 ガス管ガス管ガス管ガス管ガス管ガス管ガス管

AAAAAAA

BBBBBBB

CCCCCCC

６．４６．４６．４６．４６．４６．４６．４

９．５９．５９．５９．５９．５９．５９．５

９．５９．５９．５９．５９．５９．５９．５

９．５９．５９．５９．５９．５９．５９．５

１５．８８１５．８８１５．８８１５．８８１５．８８１５．８８１５．８８

２５．４　２５．４　２５．４　２５．４　２５．４　２５．４　２５．４　

RRRRRRR

BBBBBBB

BBBBBBBBBBBBBB

BBBBBBB

DD DD DD D

RRRRRRR RRRRRRR

既存天井点検口既存天井点検口既存天井点検口既存天井点検口既存天井点検口既存天井点検口既存天井点検口

天井点検口　450×450（建築工事）天井点検口　450×450（建築工事）天井点検口　450×450（建築工事）天井点検口　450×450（建築工事）天井点検口　450×450（建築工事）天井点検口　450×450（建築工事）天井点検口　450×450（建築工事）

リモコン（配線共新設）リモコン（配線共新設）リモコン（配線共新設）リモコン（配線共新設）リモコン（配線共新設）リモコン（配線共新設）リモコン（配線共新設）

RRRRRRR

D 25
D 25
D 25
D 25
D 25
D 25
D 25

RRRRRRR

D 25D 25D 25D 25D 25D 25D 25

RRRRRRR

D 25
D 25
D 25
D 25
D 25
D 25
D 25

RRRRRRR

ＤＲ．ＳＩＧＮＤＲ．ＳＩＧＮＤＲ．ＳＩＧＮＤＲ．ＳＩＧＮＤＲ．ＳＩＧＮＤＲ．ＳＩＧＮＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴図面履歴図面履歴図面履歴図面履歴図面履歴図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥＪＯＢ　ＮＡＭＥＪＯＢ　ＮＡＭＥＪＯＢ　ＮＡＭＥＪＯＢ　ＮＡＭＥＪＯＢ　ＮＡＭＥＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥ ＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号構造設計一級建築士登録　第   3819号構造設計一級建築士登録　第   3819号構造設計一級建築士登録　第   3819号構造設計一級建築士登録　第   3819号構造設計一級建築士登録　第   3819号構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号一級建築士登録　　　　　第  83368号一級建築士登録　　　　　第  83368号一級建築士登録　　　　　第  83368号一級建築士登録　　　　　第  83368号一級建築士登録　　　　　第  83368号一級建築士登録　　　　　第  83368号 設計図設計図設計図設計図設計図設計図設計図諏訪総合設計株式会社諏訪総合設計株式会社諏訪総合設計株式会社諏訪総合設計株式会社諏訪総合設計株式会社諏訪総合設計株式会社諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　宮坂　正博　　宮坂　正博　　宮坂　正博　　宮坂　正博　　宮坂　正博　　宮坂　正博　　 １／５００１／５００１／５００１／５００１／５００１／５００１／５００ １／５０１／５０１／５０１／５０１／５０１／５０１／５０ １／２０１／２０１／２０１／２０１／２０１／２０１／２０ １／２００１／２００１／２００１／２００１／２００１／２００１／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥ

ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号一級建築士登録　　　　　第 344719号一級建築士登録　　　　　第 344719号一級建築士登録　　　　　第 344719号一級建築士登録　　　　　第 344719号一級建築士登録　　　　　第 344719号一級建築士登録　　　　　第 344719号
ＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮ長田　伸亮長田　伸亮長田　伸亮長田　伸亮長田　伸亮長田　伸亮長田　伸亮 １／１００１／１００１／１００１／１００１／１００１／１００１／１００ １／３０１／３０１／３０１／３０１／３０１／３０１／３０ １／２５０１／２５０１／２５０１／２５０１／２５０１／２５０１／２５０ １／Ｎ１／Ｎ１／Ｎ１／Ｎ１／Ｎ１／Ｎ１／Ｎ 2020202020202025252525252525 ....... 09090909090909 ....... 05050505050505TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  

標準用紙サイズ：Ａ３標準用紙サイズ：Ａ３標準用紙サイズ：Ａ３標準用紙サイズ：Ａ３標準用紙サイズ：Ａ３標準用紙サイズ：Ａ３標準用紙サイズ：Ａ３

Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－

特 別 教 室 棟 　 １ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）特 別 教 室 棟 　 １ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）特 別 教 室 棟 　 １ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）特 別 教 室 棟 　 １ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）特 別 教 室 棟 　 １ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）特 別 教 室 棟 　 １ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）特 別 教 室 棟 　 １ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）ＣＭＣＭＣＭＣＭＣＭＣＭＣＭ

24.01.2024.01.2024.01.2024.01.2024.01.2024.01.2024.01.20 実 施設計 完了 時実 施設計 完了 時実 施設計 完了 時実 施設計 完了 時実 施設計 完了 時実 施設計 完了 時実 施設計 完了 時 02020202020202諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事



勾配勾配勾配勾配勾配勾配勾配
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EPSEPSEPSEPSEPSEPSEPS

打合室打合室打合室打合室打合室打合室打合室

男子トイレ男子トイレ男子トイレ男子トイレ男子トイレ男子トイレ男子トイレ

女子トイレ女子トイレ女子トイレ女子トイレ女子トイレ女子トイレ女子トイレ

サイエンスギャラリーサイエンスギャラリーサイエンスギャラリーサイエンスギャラリーサイエンスギャラリーサイエンスギャラリーサイエンスギャラリー

家庭科準備室家庭科準備室家庭科準備室家庭科準備室家庭科準備室家庭科準備室家庭科準備室

理科準備室理科準備室理科準備室理科準備室理科準備室理科準備室理科準備室

廊下廊下廊下廊下廊下廊下廊下

階段(Ａ)階段(Ａ)階段(Ａ)階段(Ａ)階段(Ａ)階段(Ａ)階段(Ａ)

廊下廊下廊下廊下廊下廊下廊下

階段(Ｂ)階段(Ｂ)階段(Ｂ)階段(Ｂ)階段(Ｂ)階段(Ｂ)階段(Ｂ)

UPUPUPUPUPUPUP

DNDNDNDNDNDNDN

UPUPUPUPUPUPUP DNDNDNDNDNDNDN

ELVELVELVELVELVELVELV

被服室被服室被服室被服室被服室被服室被服室

第二理科室第二理科室第二理科室第二理科室第二理科室第二理科室第二理科室

第一理科室第一理科室第一理科室第一理科室第一理科室第一理科室第一理科室

調理室調理室調理室調理室調理室調理室調理室
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6,9506,9506,9506,9506,9506,9506,950 9,2009,2009,2009,2009,2009,2009,200 6,6006,6006,6006,6006,6006,6006,600 7,2007,2007,2007,2007,2007,2007,200

29,95029,95029,95029,95029,95029,95029,950 4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

33,95033,95033,95033,95033,95033,95033,950

AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3

既存既存既存既存既存既存既存

既存既存既存既存既存既存既存

16.12KW16.12KW16.12KW16.12KW16.12KW16.12KW16.12KW

RRRRRRR

AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3

BBBBBBB

14.0KW14.0KW14.0KW14.0KW14.0KW14.0KW14.0KW

25252525252525

AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3

16.0KW16.0KW16.0KW16.0KW16.0KW16.0KW16.0KW

BBBBBBB

DDDDDDD RRRRRRR

25252525252525

RRRRRRR DDDDDDD DD DD DD D

RRRRRRRDDDDDDD

AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3

12.82KW12.82KW12.82KW12.82KW12.82KW12.82KW12.82KW

1F屋外機へ1F屋外機へ1F屋外機へ1F屋外機へ1F屋外機へ1F屋外機へ1F屋外機へ 1F屋外機へ1F屋外機へ1F屋外機へ1F屋外機へ1F屋外機へ1F屋外機へ1F屋外機へ

調理室調理室調理室調理室調理室調理室調理室

第２理科室第２理科室第２理科室第２理科室第２理科室第２理科室第２理科室

第１理科室第１理科室第１理科室第１理科室第１理科室第１理科室第１理科室

・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし EM-EEF2.0x3CEM-EEF2.0x3CEM-EEF2.0x3CEM-EEF2.0x3CEM-EEF2.0x3CEM-EEF2.0x3CEM-EEF2.0x3C

・内外信号線は冷媒共巻とし・内外信号線は冷媒共巻とし・内外信号線は冷媒共巻とし・内外信号線は冷媒共巻とし・内外信号線は冷媒共巻とし・内外信号線は冷媒共巻とし・内外信号線は冷媒共巻とし EM-CEE2-2CEM-CEE2-2CEM-CEE2-2CEM-CEE2-2CEM-CEE2-2CEM-CEE2-2CEM-CEE2-2C

・ドレン管　ACドレン　20A　25A・ドレン管　ACドレン　20A　25A・ドレン管　ACドレン　20A　25A・ドレン管　ACドレン　20A　25A・ドレン管　ACドレン　20A　25A・ドレン管　ACドレン　20A　25A・ドレン管　ACドレン　20A　25A

・リモコンは有線とする。・リモコンは有線とする。・リモコンは有線とする。・リモコンは有線とする。・リモコンは有線とする。・リモコンは有線とする。・リモコンは有線とする。

・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。

・ドレン管は逆止弁設置とする・ドレン管は逆止弁設置とする・ドレン管は逆止弁設置とする・ドレン管は逆止弁設置とする・ドレン管は逆止弁設置とする・ドレン管は逆止弁設置とする・ドレン管は逆止弁設置とする

・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％

・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。

・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。

備 考備 考備 考備 考備 考備 考備 考

RRRRRRR

凡 例凡 例凡 例凡 例凡 例凡 例凡 例

冷媒管サイズリスト冷媒管サイズリスト冷媒管サイズリスト冷媒管サイズリスト冷媒管サイズリスト冷媒管サイズリスト冷媒管サイズリスト

記号記号記号記号記号記号記号 液管液管液管液管液管液管液管 ガス管ガス管ガス管ガス管ガス管ガス管ガス管

AAAAAAA

BBBBBBB

CCCCCCC

６．４６．４６．４６．４６．４６．４６．４

９．５９．５９．５９．５９．５９．５９．５

９．５９．５９．５９．５９．５９．５９．５

９．５９．５９．５９．５９．５９．５９．５

１５．８８１５．８８１５．８８１５．８８１５．８８１５．８８１５．８８

２５．４　２５．４　２５．４　２５．４　２５．４　２５．４　２５．４　

記　号記　号記　号記　号記　号記　号記　号 名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称 仕　　　　　　　　　　　　　　　様仕　　　　　　　　　　　　　　　様仕　　　　　　　　　　　　　　　様仕　　　　　　　　　　　　　　　様仕　　　　　　　　　　　　　　　様仕　　　　　　　　　　　　　　　様仕　　　　　　　　　　　　　　　様
相相相相相相相 電圧電圧電圧電圧電圧電圧電圧

備　　　　　考備　　　　　考備　　　　　考備　　　　　考備　　　　　考備　　　　　考備　　　　　考台数台数台数台数台数台数台数
電　気　容　量電　気　容　量電　気　容　量電　気　容　量電　気　容　量電　気　容　量電　気　容　量

出力出力出力出力出力出力出力

機　器　表機　器　表機　器　表機　器　表機　器　表機　器　表機　器　表

AC-1AC-1AC-1AC-1AC-1AC-1AC-1

AC-2AC-2AC-2AC-2AC-2AC-2AC-2

天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン

天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン

冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具

転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具

2.28KW2.28KW2.28KW2.28KW2.28KW2.28KW2.28KW2002002002002002002003333333

2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2002002002002002002003333333

冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3AC-3 天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン 転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具5.12KW5.12KW5.12KW5.12KW5.12KW5.12KW5.12KW2002002002002002002003333333

*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事

天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン 2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2.72KW2002002002002002002003333333

AC-4AC-4AC-4AC-4AC-4AC-4AC-4

AC-5AC-5AC-5AC-5AC-5AC-5AC-5

天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン

天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン天吊形エアコン

冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

3333333

3333333

200200200200200200200

200200200200200200200

6.43KW6.43KW6.43KW6.43KW6.43KW6.43KW6.43KW

1.49KW1.49KW1.49KW1.49KW1.49KW1.49KW1.49KW

転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具

転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具

AC-2'AC-2'AC-2'AC-2'AC-2'AC-2'AC-2' 冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台 転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具転倒防止金具

4444444

被服室被服室被服室被服室被服室被服室被服室

BBBBBBB BBBBBBB

RRRRRRR

RRRRRRR

RRRRRRR RRRRRRR

既存天井点検口既存天井点検口既存天井点検口既存天井点検口既存天井点検口既存天井点検口既存天井点検口

天井点検口　450×450（建築工事）天井点検口　450×450（建築工事）天井点検口　450×450（建築工事）天井点検口　450×450（建築工事）天井点検口　450×450（建築工事）天井点検口　450×450（建築工事）天井点検口　450×450（建築工事）

リモコン（配線共新設）リモコン（配線共新設）リモコン（配線共新設）リモコン（配線共新設）リモコン（配線共新設）リモコン（配線共新設）リモコン（配線共新設）

D 25
D 25
D 25
D 25
D 25
D 25
D 25

RRRRRRR

D 25
D 25
D 25
D 25
D 25
D 25
D 25

RRRRRRR

ＤＲ．ＳＩＧＮＤＲ．ＳＩＧＮＤＲ．ＳＩＧＮＤＲ．ＳＩＧＮＤＲ．ＳＩＧＮＤＲ．ＳＩＧＮＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴図面履歴図面履歴図面履歴図面履歴図面履歴図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥＪＯＢ　ＮＡＭＥＪＯＢ　ＮＡＭＥＪＯＢ　ＮＡＭＥＪＯＢ　ＮＡＭＥＪＯＢ　ＮＡＭＥＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥＳＣＡＬＥ ＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号構造設計一級建築士登録　第   3819号構造設計一級建築士登録　第   3819号構造設計一級建築士登録　第   3819号構造設計一級建築士登録　第   3819号構造設計一級建築士登録　第   3819号構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号一級建築士登録　　　　　第  83368号一級建築士登録　　　　　第  83368号一級建築士登録　　　　　第  83368号一級建築士登録　　　　　第  83368号一級建築士登録　　　　　第  83368号一級建築士登録　　　　　第  83368号 設計図設計図設計図設計図設計図設計図設計図諏訪総合設計株式会社諏訪総合設計株式会社諏訪総合設計株式会社諏訪総合設計株式会社諏訪総合設計株式会社諏訪総合設計株式会社諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　宮坂　正博　　宮坂　正博　　宮坂　正博　　宮坂　正博　　宮坂　正博　　宮坂　正博　　 １／５００１／５００１／５００１／５００１／５００１／５００１／５００ １／５０１／５０１／５０１／５０１／５０１／５０１／５０ １／２０１／２０１／２０１／２０１／２０１／２０１／２０ １／２００１／２００１／２００１／２００１／２００１／２００１／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥ

ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) ＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号一級建築士登録　　　　　第 344719号一級建築士登録　　　　　第 344719号一級建築士登録　　　　　第 344719号一級建築士登録　　　　　第 344719号一級建築士登録　　　　　第 344719号一級建築士登録　　　　　第 344719号
ＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮ長田　伸亮長田　伸亮長田　伸亮長田　伸亮長田　伸亮長田　伸亮長田　伸亮 １／１００１／１００１／１００１／１００１／１００１／１００１／１００ １／３０１／３０１／３０１／３０１／３０１／３０１／３０ １／２５０１／２５０１／２５０１／２５０１／２５０１／２５０１／２５０ １／Ｎ１／Ｎ１／Ｎ１／Ｎ１／Ｎ１／Ｎ１／Ｎ 2020202020202025252525252525 ....... 09090909090909 ....... 05050505050505TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  

標準用紙サイズ：Ａ３標準用紙サイズ：Ａ３標準用紙サイズ：Ａ３標準用紙サイズ：Ａ３標準用紙サイズ：Ａ３標準用紙サイズ：Ａ３標準用紙サイズ：Ａ３

特 別 教 室 棟 　 ２ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）特 別 教 室 棟 　 ２ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）特 別 教 室 棟 　 ２ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）特 別 教 室 棟 　 ２ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）特 別 教 室 棟 　 ２ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）特 別 教 室 棟 　 ２ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）特 別 教 室 棟 　 ２ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ）

Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－Ｍ－24.01.2024.01.2024.01.2024.01.2024.01.2024.01.2024.01.20 実 施設計 完了 時実 施設計 完了 時実 施設計 完了 時実 施設計 完了 時実 施設計 完了 時実 施設計 完了 時実 施設計 完了 時

ＣＭＣＭＣＭＣＭＣＭＣＭＣＭ

03030303030303諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事



便所

P.S

放送室

職員室

廊下

浄化槽

消火栓

受水層

機械室

保健室

防火扉

昇降口UP

DN

職員

玄関

昇降口

廊下

足洗場 ポーチ

給食室

ポーチ足洗場

事務室 校長室

2,700 6,300 2,500 2,000 1,000 3,500 6,560

9,000 9,000 9,000

X5 X4 X3

5
5
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,
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8
,
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0
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1
,
2
0
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Y0

Y1

Y2

Y2'

Y3

42,000 37,790

9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000

4,000 5,000

X9 X8 X7 X6 X5 X4 X3

機　器　表

R R
R R

18.7KW 4.2KW

AC-5AC-3AC-3

5.2KW

AC-5

記　号 名　　　　称 仕　　　　　　　　　　　　　　　様
相 電圧

備　　　　　考台数
電　気　容　量

出力

職員室 事務室 校長室

R

既存天井点検口

天井点検口（新規）

リモコン （配線共新設）

450ｘ450 （建築工事）

冷媒管サイズリスト

C

B

A

記号 液管 ガス管

１５．８８

９．５

２５．４　

６．４

９．５

９．５

AC-1

AC-2

AC-3

AC-4

AC-5

天吊形エアコン

天吊形エアコン

天吊形エアコン

天吊形エアコン

天吊形エアコン

3

3

3

3

3

200

200

200

200

200

2.28KW

2.72KW

5.12KW

6.43KW

1.49KW 2

転倒防止金具

転倒防止金具

転倒防止金具

転倒防止金具

転倒防止金具

*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事

冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし

・内外信号線は冷媒共巻とし EM-CEE2-2C

・ドレン管　ACドレン　20A　25A

・リモコンは有線とする。

・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。

・ドレン管は逆止弁設置とする

・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％

・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。

・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。

EM-EEF2.0x3C

D

B

25B

R

25

D

R
B

25

B
D

R

25

R

D

2

ＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号 設計図諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　 １／４００ １／５０ １／２０ １／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号

ＳＮ １／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 2025 . 09 . 05TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  長田　伸亮 ＣＭ

24.01.20 実 施設計 完了 時

標準用紙サイズ：Ａ１
(Ａ３出力時は下記の1/2縮尺)

Ｍ－

１階機械設備平面図（諏訪西中学校）

１ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ） 普 通 教 室 棟

04諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事
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教室
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防火扉

教室 コンピューター室
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物置

防火扉
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Y0

Y3
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既存部 増築部

図書室

機　器　表

AC-2 AC-2

17.6KW

記　号 名　　　　称 仕　　　　　　　　　　　　　　　様
相 電圧

備　　　　　考台数
電　気　容　量

出力

図書室

2525
R R

ワイヤレスリモコン

R

既存天井点検口

天井点検口（新規）

リモコン （配線共新設）

450ｘ450 （建築工事）

・電源線（内外接続線）は冷媒共巻とし

・内外信号線は冷媒共巻とし

EM-EEF2.0x3C

EM-CEE2-2C

・ドレン管　ACドレン　20A　25A

・リモコンは有線とする。

・屋内外露出配管はSUSラッキングとする。

・ドレン管は逆止弁設置とする

・アンカー引き抜き試験を行うこと。50％

・壁コア抜きカ所は全数レントゲン検査とする。

・欄間ガラスを交換しアルミパネルに交換する。

冷媒管サイズリスト

C

B

A

記号 液管 ガス管

１５．８８

９．５

２５．４　

６．４

９．５

９．５

AC-1

AC-3

AC-2

AC-4

AC-5

天吊形エアコン

天吊形エアコン

天吊形エアコン

天吊形エアコン

天吊形エアコン

*　内外連絡線（VVF2.0×3）・リモコン線（0.75×2）機械設備工事

冷房能力7.1KW・暖房能力8.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力10.0KW・暖房能力11.2KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤレスリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力14.0KW・暖房能力16.0KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力20.0KW・暖房能力22.4KW・コンパクトタイプ・同時ツイン・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台

冷房能力5.6KW・暖房能力6.3KW・コンパクトタイプ・標準シングル・ワイヤードリモコン・ムーブアイ・機器据付架台
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3

3
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5.12KW

6.43KW

1.49KW

2

転倒防止金具

転倒防止金具

転倒防止金具

転倒防止金具

転倒防止金具

B

B
D RR D

ＤＲ．ＳＩＧＮ 図面履歴 ＪＯＢ　ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ ＮＵＭＢＥＲ構造設計一級建築士登録　第   3819号
一級建築士登録　　　　　第  83368号 設計図諏訪総合設計株式会社

宮坂　正博　　 １／４００ １／５０ １／２０ １／２００
ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ ＤＡＴＥＳＵＷＡ　　　ＳＯＧＯ　　　ＤＥＳＩＧＮ　　　ＣＯ．，　　ＬＴＤ．　　（ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ’Ｓ　　＆　　ＥＮＧＩＮＥＥＲ’Ｓ ) 一級建築士登録　　　　　第 344719号

ＳＮ １／１００ １／３０ １／２５０ １／Ｎ 2025 . 09 . 05TEL 0266-22-4311　FAX 0266-23-1795  長田　伸亮 ＣＭ

24.01.20 実 施設計 完了 時

標準用紙サイズ：Ａ１
(Ａ３出力時は下記の1/2縮尺)

Ｍ－

２階機械設備平面図（諏訪西中学校）

２ 階 機 械 設 備 平 面 図 （ 諏 訪 西 中 学 校 ） 普 通 教 室 棟

05諏 訪 市 立 諏 訪 中 学 校 ・ 諏 訪 西 中 学 校 特 別 教 室 ・ 管 理 諸 室 等 冷 暖 房 設 備 設 置 工 事


